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リファレンスガイド
操作編

タッチパネルディスプレイで操作できるさまざまな機能（コピー、ファクス、スキャンなど）について記載し
ています。
なお、このマニュアルでは、すべてのオプション装置、オプション商品が装着されている状態の画面で説明し
ています。

機械管理者モードへのログインについては、「認証モードへのログイン」（P.26）を参照してください。

補足
 本機の設定値は、機能設定リストをプリントすることで確認できます。

参照
 CentreWare Internet Servicesの詳細については、 CentreWare Internet Servicesのヘルプを参照してください。

 最新ソフトウェアの入手
プリンタードライバー、ファクスドライバー、スキャナードライバー、ユーティリティーなどの、最新版のソ
フトウェアは、弊社公式サイトから入手できます。
https://www.fujixerox.co.jp/download/

 このマニュアルの編集、変更、または無断で転載はしないでください。
 このマニュアルに記載されている内容は、将来予告なしに変更されることがあります。
 このマニュアルに記載されている画面やイラストは一例です。ご使用の機種やソフトウェア、OSのバージョンによって異なるこ
とがあります。
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機械管理者情報
設定変更の抑止やセキュリティー確保のために、機械管理者のユーザー IDとパスワードの変更をお
勧めします。

参照
 機械管理者のユーザー IDおよびパスワードの初期値は『取扱説明書』を参照してください。
「機械管理者情報の設定」（P.199）を参照してください。

CentreWare Internet Services

CentreWare Internet Servicesは、Webブラウザーを使用して、本機の状態やジョブの履歴を表示した
り、本機の設定を変更したりするためのサービスです。
TCP/IP環境で、本機とネットワーク接続されたクライアント PCで使用できます。

1. Webブラウザーを起動します。

2. Web ブラウザーのアドレス入力欄に、本機の IP アドレス、またはインターネットアドレスを
入力し、〈Enter〉キーを押します。

補足
 ネットワークが DNS（Domain Name System）を使用していて、DNSのネームサーバーに本機のホスト名が登録さ
れている場合は、ホスト名とドメイン名を組み合わせたインターネットアドレスを使用して本機にアクセスでき
ます。ホスト名が「myhost」、ドメイン名が「example.com」の場合、インターネットアドレスは
「myhost.example.com」となります。
 ポート番号を設定する場合は、IPアドレスまたはインターネットアドレスのあとの「:」に続けて、ポート番号を
入力してください。

参照
 IPアドレスについては、「機械確認 /レポート」（P.106）を参照してください。

1 セットアップ
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無線キット
本機に無線キットを正しく接続します。
設定するには、機械管理者モードへのログインが必要です。

Wi-Fi
本機とモバイル機器を無線 LANアクセスポイント経由で接続します。

Wi-Fi接続の設定

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN 設定］をタップします。
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2. ［基本設定］をタップします。

3. ［有効］を選択し、［OK］をタップします。

補足
 RADIUS サーバ認証（IEEE802.1X 認証） を使用する無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、CentreWare

Internet Services で証明書を設定する必要があります。

4. ［確認］をタップします。
本機が再起動します。

5. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］をタップします。

6. ［Wi-Fi接続設定］をタップします。



リファレンスガイド　操作編

5

7. 次のどれかの方法で、無線ネットワークに接続します。
 一覧（P.5）
 手動設定（P.6）
 WPS（プッシュボタン）（P.7）
 WPS（PINコード）（P.7）

補足
 無線 LANアクセスポイントの SSIDと、認証情報（WEPキー、パスフレーズなど）が必要になります。

 一覧

1. 接続するアクセスポイントをタップします。
アクセスポイントにセキュリティが設定されていない場合は、これで設定は完了です。
アクセスポイントにセキュリティが設定されている場合は、手順 2に進みます。

補足
 一覧に表示される無線 LANアクセスポイントは、電波が強いものから順に 5台までです。
 ほかのアクセスポイントと接続中の場合は、接続解除の確認画面が表示されます。

2. 必要な情報を入力して、［OK］をタップします。

3. 設定が更新されたことを確認し、［確認］をタップします。
本機が再起動し、設定が有効になります。 
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 手動設定

1. ［手動設定］をタップします。

2. 各項目を設定し、［OK］をタップします。

*1 : Wi-Fi Direct接続が有効の場合は、使用できません。
*2 : ［通信モード］を［Ad-hoc］に設定した場合は、使用できません。

3. 設定が更新されたことを確認し、［確認］をタップします。
本機が再起動し、設定が有効になります。

設定項目 設定内容
SSID 無線ネットワークを識別する名前を設定します。32文字以内

の英数字を入力できます。

通信モード ［Infrastructure］または［Ad-hoc］*1のどちらかに設定します。

暗号化設定 暗号化の方式を設定します。

暗号化なし 暗号化を設定しません。
WEP WEPキーは、4つまで登録できます。［送信キー］で、その中

から使用するWEPキーを選択します。

WPA2 Personal*2 パスフレーズを設定します。

Mixed mode Personal(AES/TKIP)*2

WPA2 Enterprise*2 認証方式を設定します。

Mixed mode Enterprise(AES/TKIP)*2 PEAP を選択した場合は、さらに［Identity］、［ユーザー名］、
［パスワード］を設定します。

EAP-TLS や EAP-TTLS を使用する場合は、CentreWare Internet
Servicesで証明書を設定したり、認証方式の詳細設定をする必
要があります。
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 WPS（プッシュボタン）

1. ［WPS設定（プッシュボタン）］をタップします。

2. ［開始］をタップしてから 2 分以内に、無線 LAN アクセスポイントに付いている WPS ボタン
を押します。

3. 本機の画面で設定が更新されたことを確認し、［確認］をタップします。
本機が再起動し、設定が有効になります。

 WPS（PINコード）

1. ［WPS設定（PINコード）］をタップします。

2. ［開始］をタップしてから 2 分以内に、表示された PIN コードを無線 LAN アクセスポイント
に入力します。

3. 本機の画面で設定が更新されたことを確認し、［確認］をタップします。
本機が再起動し、設定が有効になります。
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CentreWare Internet Servicesを使用しての接続
本機のWi-Fi接続では、IEEE802.1X認証を使用できます。IEEE802.1X認証方式を使用する場合は、認
証局に証明書の発行を依頼し、発行された証明書を CentreWare Internet Servicesで本機にインポート
します。

* :サーバー証明書検証を行う場合に必要です。

 証明書の規格
CentreWare Internet Services で証明書をインポートするには、HTTP の通信を暗号化する必要があり
ます。
 X.509証明書 （DER/PEM） （ルート CA証明書）
 PKCS#7 （DER） （ルート CA証明書）
 PKCS#12 （DER） （デバイス証明書（＝クライアント証明書）/ルート CA証明書）

参照
 証明書の種類については、『リファレンスガイド 付録編』の「暗号化と署名機能」を参照してください。

Wi-Fi Direct
無線 LANアクセスポイントを経由せず、本機とモバイル機器を直接接続します。

補足
 Wi-Fi Directは、IPv6やアドホック環境では使用できません。
 Wi-Fi Directでは、同時に 3台まで接続できます。

証明書 EAP-TLS EAP-TTLS PEAP

CA証明書 必須 必須 任意 *

クライアント証明書 必須 - -
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Wi-Fi Direct接続の設定
補足

 CentreWare Internet Servicesを使用して設定することもできます。

1. 無線 LAN設定を有効にします。

参照
「Wi-Fi接続の設定」（P.3）の手順１～４を参照してください。

2. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］をタップします。

3. ［Wi-Fi Direct設定］をタップします。

4. ［有効］を選択し、［OK］をタップします。
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グループ設定

補足
 iOS端末など、Wi-Fi Directに対応していない機器を接続する場合は、［グループオーナー］に設定します。

モバイル機器の接続

 自動接続（Android OS）

1. モバイル機器のWi-Fi設定画面を表示させ、Wi-Fiを有効にします。

2. 右上のメニュー（ ）をタップし、［Wi-Fi Direct］を選択します。

3. 一覧から本機を選択します。

4. 本機に表示される画面で接続するモバイル機器名を確認し、［はい（開始する）］をタップします。

設定項目 設定内容
自動 本機をグループオーナーに固定しない場合に選択します。

デバイス名 Wi-Fi Direct ネットワークで識別する本機の名前を、32 文字以内の英数字で
入力します。モバイル機器から接続先を選択するときは、ここで設定した名
前が表示されます。

グループオーナー 本機を Wi-Fi ネットワークのグループオーナーに設定します。グループオー
ナーに設定すると、無線 LANアクセスポイントと同様に、モバイル機器から
本機を検出できます。

SSIDサフィックス Wi-Fi Directで識別するネットワークの名前を表示します。「DIRECT-」に続く
部分を 23文字以内の英数字で入力できます。モバイル機器から接続先のネッ
トワークを選択するときは、ここで設定した名前が表示されます。

パスフレーズ パスフレーズとして 8 ～ 63 文字の英数字を入力します。モバイル機器から
Wi-Fi Directネットワークに接続するときは、ここに表示されるパスフレーズ
を入力します。
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 手動接続（Android OS/iOS）

補足
 機械管理者モードにログインし、［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi Direct設定］の
［グループ設定］が［グループオーナー］に設定されている必要があります。

1. ［設定］＞［機械確認 /レポート］＞［無線 LANの接続状態］をタップします。

2. ［Wi-Fi Direct接続状況］の［SSID］と［パスフレーズ］を確認します。

3. モバイル機器のWi-Fi設定画面を表示させ、Wi-Fiを有効にします。

4. 一覧から手順 2で確認した本機の SSIDを選択し、パスフレーズを入力します。
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Wi-Fi Directの切断

本機の画面

 切断

1. ［設定］＞［機械確認 /レポート］＞［無線 LAN の接続状態］をタップします。

2. ［Wi-Fi Direct 切断］をタップします。
現在接続されているすべてのモバイル機器の接続が切断されます。

補足
 切断したモバイル機器とは 30秒間Wi-Fi Direct接続できません。

 設定の解除

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［無線 LAN設定］＞［Wi-Fi Direct 設定］をタップします。

2. ［SSID サフィックス］または［パスフレーズ］を変更します。
新しい SSID、パスフレーズでWi-Fi Directのグループが再構築されます。

モバイル機器の画面

 切断
Wi-Fi設定画面を表示させ、Wi-Fiの接続を解除します。

 接続情報の削除

1. Wi-Fi設定画面を表示させ、接続中の本機の SSIDを選択します。

2. Wi-Fi接続設定情報を削除します。
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ファクス機能
本機に電話回線を正しく接続します。
設定するには、機械管理者モードへのログインが必要です。

インターネットファクス
○：設定が必要、×：設定不要、△：必要に応じて設定

1. ［設定］をタップします。

2. 送信経路を設定します。
(1)［アプリ設定］＞［インターネットファクス設定］＞［インターネットファクス動作制御］
をタップします。

(2)［送信経路］で、インターネットファクスの場合は［メールサーバー経由］をタップ、イン
ターネットファクスダイレクトの場合は、［ダイレクト（P2P）］をタップします。

設定項目 インターネットファクス インターネットファクス
ダイレクト

TCP/IPアドレス 〇 〇

送信経路 〇 〇

メールポート 〇 〇

サブネットマスク △ △

ゲートウェイ △ △

DNSサーバー △ △

本体メールアドレス 〇 〇

メール受信プロトコル 〇 〇

POP3サーバー △ ×

POP3ログイン名 /パスワード △ ×

SMTPサーバー 〇 〇

SMTP AUTHログイン名/パスワード △ △
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3. メールポートを起動します。
(1)［ネットワーク設定］＞［ポート設定］＞［メール受信］＞［メール受信 -ポート］をタッ
プします。

(2)［起動］をタップします。

4. 本機のメールアドレスを設定します。
(1)［ネットワーク設定］＞［本体メールアドレス /ホスト名］をタップします。

(2) 項目を設定します。

参照
「本体メールアドレス /ホスト名」（P.172）を参照してください。

5. 受信プロトコルを設定します。
(1)［ネットワーク設定］＞［その他の設定］＞［メール受信プロトコル］をタップします。

(2)［SMTP］または［POP3］をタップします。

6. 受信と送信の設定をします。
(1)［ネットワーク設定］＞［メール送受信設定］をタップします。

(2) SMTPサーバーまたは POP3サーバーの設定をします。

SMTP
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POP3

参照
「メール送受信設定」（P.179）を参照してください。

IPファクス（SIP）
 TCP/IPアドレス
「プロトコル設定」（P.168）を参照してください。
 SIPポート
［ポート設定］（P.157）＞［SIP］＞［SIP-ポート］を［起動］に設定します。
 SIP本体アドレス
［SIP本体アドレス］（P.177）を参照してください。
 自局情報
［自局情報］（P.147）の［自局名］と［発信元名］を入力します。
 SIPサーバー（必要に応じて設定）
［SIPサーバーの使用］（P.177）、［SIPサーバーアドレス取得方法］（P.178）、［SIPプロキシサーバー
設定］（P.178）、［SIPレジストラサーバー設定］（P.178）を設定します。

 VoIPゲートウェイ（必要に応じて設定）
［VoIPゲートウェイ登録］（P.178）で設定します。
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NGNの設定
補足

 NTTと NGN契約が必要です。

利用するには、IPファクス（SIP）の設定のほかに、次の設定が必要です。
 次世代ネットワーク（NGN）接続
 発信者 ID通知（必要に応じて設定）
 最大使用帯域幅
 自動再送信（必要に応じて設定）

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［次世代ネットワーク（NGN）設定］をタップします。

2. ［次世代ネットワーク（NGN）接続］をタップして、チェックマークを付けます。

3. ［発信者 ID通知］を有効にする場合は、チェックマークを付けます。

4. ［IPファクス（SIP）最大使用帯域幅］をタップして、最大使用帯域幅を設定します。

補足
 最大使用帯域幅は、NTT のデータ通信向けの料金表を確認して設定してください。

5. ［ファクスによる自動再送信］を有効にする場合は、チェックマークを付けます。
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スキャン機能
ボックス保存
 TCP/IPアドレス
「プロトコル設定」（P.168）を参照してください。
 ポートの起動
［ポート設定］（P.157）の［SNMP］、［SOAP］、［WebDAV］それぞれのポートを［起動］に設定します。
 親展ボックスの登録
「親展ボックスの登録」（P.87）を参照してください。

スキャン送信（PC保存）
 TCP/IPアドレス
［ポート設定］（P.157）を参照してください。
 ポートの起動
［ポート設定］（P.157）の［FTPクライアント］、［SFTPクライアント］、［SMBクライアント］それ
ぞれのポートを［起動］に設定します。

 転送先フォルダーの作成
- FTP/SFTP転送
ログインするサーバーに転送先のフォルダーを作成して、書き込み権限を設定します。

補足
 アカウント（ログイン名とパスワード）が必要です。

- SMB転送
クライアント PCにフォルダーを作成して、共有フォルダーに設定します。共有フォルダーに書
き込み権限を設定します。

補足
 macOS/OSXで SMB を使用する場合は、システム環境設定にある［共有］の［サービス］タブで［Windows ファイ
ル共有サービス］を［入］に設定する必要があります。

スキャン送信（メール送信）
「メール機能」（P.18）を参照してください。

マイフォルダー
認証モードが外部認証のときに利用できます。
認証ユーザーに応じて、異なる転送先にスキャン文書を転送できます。

補足
 外部認証サーバーに、ApeosWare Management Suite 2（別売） を使用する場合は、［Authentication Agent］を選択
してください。

 TCP/IPアドレス
「プロトコル設定」（P.168）を参照してください。
 ポートの起動
［ポート設定］（P.157）の［SMBクライアント］のポートを［起動］に設定します。
 サービス開始と転送方法の設定

CentreWare Internet Services を使用して、マイフォルダー機能を設定します。
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USB保存
CentreWare Internet Services を使用して、USB保存機能を有効 /無効に切り替えができます。無効に
設定すると、ホーム画面に［USB保存］が表示されなくなります。

WSDスキャン
補足

 Windows Serverでは、初期設定のままではスキャン機能を使用できません。
 TCP/IPアドレス
「プロトコル設定」（P.168）を参照してください。
 ポートの起動
［ポート設定］（P.157）の［WSD］のポートを［起動］に設定します。

メール機能

補足
 S/MIMEで暗号化したりデジタル署名をつけたりしてメールを送受信するには、あらかじめ証明書が必要です。

設定項目 参照先
TCP/IPアドレス 「プロトコル設定」（P.168）

メールポート 「インターネットファクス」（P.13）の手順 3～ 6

本体メールアドレス

メール受信プロトコル

SMTPサーバーアドレス（必要に応じて設定）

SMTP AUTHログイン名、パスワード（必要に応じて設
定）

POP3 サーバーアドレス（必要に応じて設定）

POP3 ログイン名、パスワード（必要に応じて設定）

サブネットマスク（必要に応じて設定） 「TCP/IP - ネットワーク設定 /TCP/IP設定（Ethernet1）、
TCP/IP設定（Ethernet2）、TCP/IP設定（Wi-Fi）」（P.170）ゲートウェイアドレス（必要に応じて設定）

DNSサーバーアドレス（必要に応じて設定）

S/MIME（必要に応じて設定） 「S/MIME設定」（P.187）
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用紙トレイの設定
用紙トレイに用紙をセットしたら、セットした用紙サイズ、用紙の種類、用紙の色などを設定して
ください。
設定するには、機械管理者モードへのログインが必要です。

参照
 用紙のセット方法については、『リファレンスガイド 本体編』の「本機の基本操作」を参照してください。

1. ［設定］＞［用紙トレイ］をタップします。

2. 用紙設定を変更するトレイをタップします。

3. 必要に応じて、各機能を設定します。

用紙サイズ

補足
 非定形サイズの用紙をセットした場合は、［サイズ入力］をタップして、用紙サイズを入力します。
［自動サイズ検知］を設定すると、用紙を認識します。

封筒トレイ
封筒 /はがきトレイを使用するときにチェックマークを付けます。この項目は、［トレイ 1の種
別］（P.127）で［封筒トレイ使用可能］に設定すると表示されます。

自動トレイ切り替え
チェックマークを付けると、選択されているトレイの用紙がなくなったとき、同じ用紙がセッ
トされているほかのトレイから給紙されます。
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トレイの優先順位
［自動トレイ切り替え］にチェックマークが付いていて、複数のトレイに同じ用紙がセットされ
ている場合、優先順位を設定します。

自動選択条件
［自動トレイ切り替え］にチェックマークが付いているときの条件を設定します。

定形サイズボタン設定
トレイ 5（手差し）を選択した場合、機能リストの［用紙選択］のトレイ 5 に表示される用紙
サイズを設定します。

4. ［OK］をタップします。
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タッチパネルディスプレイ

ホーム画面
ホーム画面に表示されているアプリケーションアイコンをタップして、機能を利用できます。
よく利用する機能だけを表示させたり、配置を変更したり、ワンタッチアプリを作成して、ホーム
画面に配置することもできます。

1.認証情報の表示エリア
ユーザー ID を入力してログインすると、認証されます。
機械管理者権限でログインすると、［機械管理者］と表示されます。
認証中に認証情報の表示エリアをタップすると、ログアウトして未認証になります。

2 基本操作

1 4

2

3 5
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2.アプリの表示エリア
アプリが表示されます。

アイコン 機能または掲載箇所 アイコン 機能または掲載箇所
「基本操作」（P.48） オペレーターと画面を共有しなが

ら、問題を解決できます。初めて
使用するときは、機械管理者モー
ドで利用規約への同意が必要にな
ります。

「基本操作」（P.56） 操作方法を確認できます。初めて
使用するときは、機械管理者モー
ドで利用規約への同意が必要にな
ります。

「スキャン送信」（P.80） 画面の明るさを調整します。

「アドレス帳」（P.97） 「メディアプリント」（P.45）
「USB保存」（P.81）

「ボックス保存」（P.79） 「レポート /リストの出力」（P.106）

「親展ボックス」（P.87） 「受信」（P.59）

「ジョブ情報」（P.27） 『リファレンスガイド 付録編』

「設定」（P.105） 「時刻指定プリント」（P.42）
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3.［カスタマイズ］または［個人用カスタマイズ］
ホーム画面に表示させるアプリケーションアイコンの削除、追加、位置変更ができます。
 削除するアイコンの ×をタップすると、削除されます。
［追加］をタップして、追加するアイコンを選択すると、追加されます。
 並び替えるアイコンをロングタップして、表示させる位置に移動します。

4.［リセット］
すべてのアプリケーションの操作履歴（ラストモード）を消去し、デフォルトの状態に戻します。

補足
 単独のアプリケーションをリセットするときは、アプリケーション画面の［リセット］をタップします。

5.［割り込み］
連続コピー中やプリント中に、実行中の作業を一時中断して、ほかの作業を優先できます。割り込
み中に、［割り込み解除］をタップすると、元の作業が再開されます。

「基本操作（メール送信）」（P.74） 『リファレンスガイド 付録編』

「IDカードコピー」（P.49） 「サンプルプリント」（P.41）

「ジョブフロー」（P.92） 「セキュリティープリント」（P.42）

「インターネットファクス」（P.61） 「ポーリング予約」（P.72）

「WSDスキャン」（P.81）

「カラーレジ補正」（P.228） 「デジカメプリント」（P.46）

「自動階調補正」（P.213） 「総合画質調整」（P.212）

アイコン 機能または掲載箇所 アイコン 機能または掲載箇所
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基本の操作方法
補足

 プレビュー画面以外では、ピンチイン（2本の指で画面をつまむように動かして縮小する操作）とピンチアウト
（2本の指で画面を広げるように動かして拡大する操作）はできません。

 タップ
タッチパネルディスプレイに軽く触れ、すぐに指を離します。

 ドラッグ
タッチパネルディスプレイに軽く触れたまま、上下に動かすと、画面をスクロールできます。

フリック（目的の方向に画面を指で軽く払う）もできます。

 ロングタップ
アプリケーションアイコンやメニュー項目に触れたままにします。ロングタップしたまま、目的の
位置まで指をドラッグさせると、アイコンの位置を変更できます。
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キーボード
をタップすると、入力方法、入力言語を変更できます。

補足
 入力画面、入力言語によって、表示されるボタンおよびボタンの色は異なります。

オンライン /オフラインの切り替え
設定変更やメンテナンスをするときなどは、オフラインになります。
ホーム画面の［プリンターモード］をタップすると、オフライン /オンラインが切り替わります。
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認証モードへのログイン
認証モードにログインすると、認証情報の表示エリアに認証ユーザー名が表示されます。
認証機能を利用していないときは、［一般ユーザー］と表示されます。
機械管理者権限でログインすると、［機械管理者］と表示されます。
ICカードリーダーが装着されている場合は、ICカードリーダーに ICカードをタッチします。認証を
解除する場合の操作は、［非接触型 IC カード設定］に従います。

1. ホーム画面で、認証情報の表示エリアをタップします。

2. ユーザー IDを入力して、［OK］をタップします。

補足
 パスワード入力欄が表示されている場合は、パスワードを入力してください。
 Azure Active Directory連携の場合、ユーザー IDは、ユーザー名の＠より前を入力してください。
たとえば、fujitaro@sample.comの場合、「fujitaro」を入力します。

 ドメインを選択するときは、 をタップして、ドメインを選択します。
 ユーザー IDの指定方法は、［一覧から選択］と［キーボードで入力］があります。［一覧から選択］に設定されて
いる場合は、［アカウント選択］画面からユーザー IDを指定できます。指定方法の変更は、CentreWare Internet
Servicesで行います。
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3. 認証を解除する場合は、［ログアウト］をタップします。

ジョブ情報
実行中や実行待ちのジョブや、完了したジョブなどを確認できます。また、プリントを中止したり、
プリント待ちや操作待ちのジョブをプリントしたりできます。

1. ホーム画面で、［ジョブ情報］をタップします。

2. ［すべてのジョブ］＞［実行中 / 待ちジョブ］をタップします。

3. 操作するジョブをタップします。

［中止］をタップすると、選択したジョブが中断します。
［優先］をタップすると、選択したジョブが優先的に実行されます。
［スタート］をタップすると、選択したジョブがプリントされます。
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割り込み
連続コピー中やプリント中に、実行中の作業を一時中断して、ほかの作業を優先させることができ
ます。ここでは、連続コピー中に割り込み機能を使ったコピーを例に説明します。

補足
 原稿ガラスを使用した 10部以下のコピー動作中は、割り込みが受け付けられない場合があります。
 予約中のジョブがある場合、割り込み機能は利用できません。

1. 連続コピー中に、ホームボタンを押します。

2. コピー動作中の表示を閉じます。

3. ホーム画面下部の［割り込み］をタップします。

4. 割り込んでコピーする原稿をセットします。

5. ［コピー］をタップします。

6. 必要に応じて、各機能を設定します。

7. ［スタート］をタップします。
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8. 割り込みコピーが終了したら、ホームボタンを押し、画面下部の［割り込み解除］をタップし
ます。

節電
電力消費量を抑えることができます。
一定時間使用しないと低電力モードに入り、設定時間が経過すると、スリープモードに移行します。

補足
 Smart WelcomEyes が人を検知している間は、節電状態に移行しません。
 暖機モード動作中は、スリープモードに移行しません。

参照
「節電モードの設定」（P.116）を参照してください。

節電状態
節電状態になると、電源ボタンが点滅します。
 電源ボタンを押して、［節電モードに移行する］をタップしたとき
 節電状態に移行する時間まで、本機を操作しなかったとき、ジョブが実行されなかったとき、プリ
ントやファクスデータを受信しなかったとき

 節電状態に移行する時間まで、本機の Smart WelcomEyesが人を感知しなかったとき

復帰
 電源ボタンを押したとき
 プリントやファクスなどのジョブを受信したとき
 CentreWare Internet Servicesの［保存］をクリックしたとき
 原稿送り装置に原稿をセットしたとき
 原稿カバーを開けたとき
 本機の Smart WelcomEyesが人を検知したとき
 正面カバーを開けたとき（低電力モード時だけ復帰）

補足
 使用する機能に必要な部分（タッチパネルディスプレイ、ストレージ、出力部、原稿送り装置など）だけ、節電
から復帰させることもできます。
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Smart WelcomEyes
センサーが本機正面から約 35 cmの範囲で人の動きを検知した場合、Smart WelcomEyes の検知ラン
プが点灯します。

 自動解除
センサーが人の動きを検知すると、節電機能を自動解除して、節電状態から復帰します。

 移行禁止
センサーが人の動きを検知している間は、節電状態までの移行時間が経過しても、節電状態に移行
しません。

 タイマー動作の抑止
センサーが人の動きを検知している間は、自動リセットやジョブ自動解除など、タイマーが設定さ
れている機能は、設定時間が経過しても動作しません。

補足
 光を反射しやすい服装（たとえば、ラメ入り、スパンコールなどが付いているもの）の場合、Smart WelcomEyes
の検知が不安定になることがあります。

 ICカードリーダーの装着時に、スリープモードに移行した場合、節電状態からの復帰時間が通常より長くなるこ
とがあります。

 検知距離を約 60 cmまでの範囲に変更できます。詳しくは、弊社のカストマーコンタクトセンターまたは販売店
にお問い合わせください。

暖機モード
使用環境によっては、スリープモードから復帰するときに、本機内の温度が上昇し結露が発生する
場合があります。暖機モード動作を設定すると、結露の発生を防止、または軽減できます。
季節の変わり目などに設定することをお勧めします。

補足
 暖機モード動作中は、スリープモードに移行しません。

カスタマイズ機能
認証機能を使用している場合は、それぞれのユーザーごとにカスタマイズして利用できます。

 カスタマイズ
認証機能を利用していない場合に表示されます。すべてのユーザーのホーム画面または機能リスト
に反映されます。

 個人用カスタマイズ
認証機能を利用している場合に表示されます。機械管理者モードにログインしたときに表示される
ホーム画面または機能リストに反映されます。
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ホーム画面のカスタマイズ
ホーム画面に表示するアプリケーションアイコンを変更します。

1. ホーム画面下部の［カスタマイズ］、または［個人用カスタマイズ］をタップします。

2. 次の操作をします。

アイコンの非表示

(1) 非表示にするアイコンの をタップします。

アイコンの表示
(1)［追加］をタップします。

(2) 追加するアイコンをタップします。
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アイコンの位置の変更
(1) アイコンをロングタップしたままドラッグします。

3. ［完了］をタップします。

機能リストのカスタマイズ
コピー、ファクス、スキャンなどの操作画面で、設定できる機能表示です。

1. 機能リストを設定します。

2. ホーム画面下部の［カスタマイズ］または［個人用カスタマイズ］をタップします。

3. 表示された画面で、項目にタップします。

カスタマイズ機能 説　　明
プリセットとして保存 現在の設定をプリセットとして保存します。頻繁に使用する設定を保

存しておくと、必要に応じて設定を呼び出すことができます。
アプリごとに 40 個（認証機能使用時はユーザーごとに 20 個）まで
保存できます。

プリセットを上書き保存 プリセットを選択してから設定を変更したときに、プリセットを上書
き保存します。

初期値として保存 現在の設定を起動時の初期値として保存します。

機能リスト編集 機能リストの表示 /非表示を設定します。表示順も変更できます。

機能リスト編集画面で または をタップします。

初期表示画面 アプリを起動したときに表示される画面を設定します。

プリセット削除 プリセットとして保存した設定を削除します。

お気に入り編集 お気に入りに表示する連絡先を設定します。

すべてのカスタマイズをクリア すべてのカスタマイズの設定を削除します。
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ワンタッチアプリ
日常的に使用する機能の設定値をアプリケーションアイコンとしてホーム画面に登録できます。
認証機能を使用している場合は、それぞれのユーザーごとに利用できます。

補足
 画面下部に［ワンタッチアプリの作成］が表示されているときに作成できます。
 ユーザーごとに 20個まで登録できます。
システム全体では 200個（オプションのストレージ装着時は 1,000個）まで登録できます。

1. アプリケーションアイコンとして登録する機能を設定し、画面下部にある［ワンタッチアプリ
の作成］をタップします。

2. ワンタッチアプリ名を入力して、［次へ］をタップします。

3. アプリのテーマ色を選択し、［次へ］をタップします。

4. アイコンを選択し、［次へ］をタップします。
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5. アプリを起動させたときの動作を設定して、［次へ］をタップします。

補足
［すぐにスタート］を選択した場合は、手順 8に進みます。

6. 操作ガイドに操作内容などを入力して、［次へ］をタップします。

7. 起動時の確認画面に表示させる項目を選択し、［次へ］をタップします。
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8. アプリケーションアイコンを表示させるホーム画面を選択し、［完了］をタップします。

補足

 手順 5で［すぐにスタート］を選択した場合は、アプリケーションアイコンに が表示されます。

削除 /非表示

1. ［カスタマイズ］または［個人用カスタマイズ］をタップします。

2. 削除または非表示にするワンタッチアプリの をタップします。

3. ［削除］または［非表示］をタップします。

USBメモリー
USBメモリーを本体背面の USB2.0コネクター、または USBメモリーキット（オプション）に差し込
みます。

補足
 節電中の場合は、節電状態を解除してから USBメモリーを差し込んでください。
 メディアは、最大容量が 128 GBまでのものを使用してください。
 複数の USBメモリーを同時に装着して使用することはできません。
 次の USBメモリーは対象外です。

- USBメモリーのコンテンツにアクセスするために別途ユーティリティが必要なメディア
- パーティションが複数ある USBメモリー
- 外付けのハブを介して接続した USBメモリー
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対応ファイル

使用時の注意
 フォルダーの数が 900個を超えるメディアは、正しく認識されないことがあります。
 ファイルのフルパス（すべての階層のフォルダー名、およびファイル名を含んだ文字列）が 257文
字を超える場合は、表示されません。

 メディアプリントで処理できるファイル数は、900ファイルです。
 メディアは、クライアント PCでフォーマットしたものを使用してください。（対応しているフォー
マットは FAT12、FAT16、FAT32だけです。NTFS、exFATフォーマットには対応していません。）

 CMYKの TIFFファイルと JPEG（JFIF）ファイルには対応していません。
 Exifフォーマットでない画像ファイル（クライアントPCで作成された JPEG/TIFFファイル）はプリン
トできません。

 メディア内のファイル数や容量によっては、プリントに数分から数十分かかることがあります。
 メディアプリントで PDFファイルをプリントする場合、［プリンターモード］＞［PDFエミュレー
ション設定］の「プリント処理モード」の設定にかかわらず、「PDF Bridge」が使用されます。

 デジタルカメラで使用する DCF（Design rule for Camera File system）規格のフォルダーは表示され
ません。

 デジタルカメラのファイルを USBメモリーに保存しプリントする場合は、デジタルカメラの DCIM
フォルダーごと保存してください。

 認識できるファイル名は、デジカメプリントでは 8文字、文書プリントでは半角で 255文字、全角
で 83文字以内です。

デジカメプリント 文書プリント
 JPEGファイル

 TIFFファイル

DCF1.0（Exif2.0、Exif2.1、Exif2.2）の
JPEG/TIFF

 PDFファイル
拡張子：pdf、PDF1.3以上

 TIFFファイル
拡張子：tif、MH/MMR 圧縮、8 ビットグレースケール（非圧縮、
PackBits 圧縮、JPEG 圧縮）、8 ビット RGB インデックスカラー（非
圧縮、PackBits 圧縮）、24 ビット RGB カラー（非圧縮、PackBits 圧
縮、JPEG圧縮）

 XPSファイル
拡張子：xps、oxps

 DocuWorks文書
拡張子：xdw

 DocuWorksバインダー
拡張子：xbd

 JPEG（JFIF）ファイル
拡張子：jpg、グレースケール（8ビット）、カラー（24ビット、sRGB
色空間）
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取り外し

1. 設定画面の または をタップします。

2. ［はい（取り出す）］をタップします。

3. USBメモリーを取り外します。

補足
 本機の電源を切るときには、メディアを取り外してから行ってください。
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 クライアント PCからの指示でプリント
 プリンタードライバーを使用してプリント
 CentreWare Internet Servicesを使用してプリント
 メールに添付した文書をプリント（メール受信プリント）

 本機に蓄積したデータのプリント
 サンプルプリント
 時刻指定プリント
 セキュリティープリント
 認証プリント
 プライベートプリント

 USBメモリーに保存されたデータのプリント（メディアプリント）
 文書プリント
 デジカメプリント

 その他のプリントサービス
 モバイル機器からのプリント
 BMLinkS
 エミュレーション

参照
 エミュレーションについては、『リファレンスガイド 付録編』の「エミュレーション」を参照してください。

プリントの中止

1. ［ジョブ情報］をタップします。

2. 中止するプリントジョブをタップします。

3. ［ストップ］をタップします。

3 プリント
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4. ［中止］をタップします。

クライアント PCからの指示でプリント

プリンタードライバーを使用してプリント

参照
 プリントの方法については、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。

CentreWare Internet Services を使用してプリント



3プリント

40

メール受信プリント
宛先に本機のメールアドレスを入力して、メールを送信すると、本機の設定に応じてプリントされ
ます。

 クライアント PCからのメールを受信する
メール本文には、テキスト形式および HTML形式を使用できます。HTML形式の場合は、テキスト部
分だけプリントされます。なお、HTML形式でもテキスト部分が送信されない場合、本文はプリント
されません。
添付ファイルの拡張子が「.tif」、「.tiff」、「.pdf」、「.jpeg」、「.jpg」、「.jpe」、「.jfif」、「.xps」、「.oxps」、
「.xdw」、「.xbd」以外は、正しくプリントされないことがあります。
添付ファイルの拡張子が「.txt」の場合は、Content-Typeに「text/plain」が指定され、charsetが指定
されている場合だけ、プリントされます。

 ジョブ属性を指定してメールプリントする
ジョブ属性を指定すると、カラーモードや用紙サイズなどを設定してプリントできます。

*1 :添付文書の拡張子が「.pdf」の文書は、［PDFエミュレーション設定］の［プリント処理モード］を［PS］に設定している場合、N-up
指定は無効となります。1アップ以外を指定しても 1アップでプリントされます。

*2 :メールヘッダー、メール本文、および添付文書の拡張子が「.txt」の場合、指定は無効となります。
*3 :［1アップ］を指定した場合は、用紙サイズにイメージが収まるように、原稿を拡大縮小してプリントされます。

補足
 本文と添付文書のジョブ属性は、個別に設定できません。転送メールの場合、本文とその添付文書、転送メール
の本文とその添付文書のジョブ属性を個別に設定できません。添付文書は本文の設定に従ってプリントされま
す。

メールの件名の前に「@@ジョブ属性 @@」と入力します。
ジョブ属性を複数指定する場合は、カンマ（,）で区切り、「@@ ジョブ属性 , ジョブ属性 , ジョブ属
性 @@」と入力します。
例）件名が「参考資料」で、モノクロ、両面（長辺とじ）、2アップでプリントする場合
@@mono,dup,2up@@参考資料

ジョブ属性 指定できる項目 指定方法
カラーモード モノクロ mono

両面 /片面 片面 simp

両面（長辺とじ） dup

両面（短辺とじ） tumble

N-up*1*2（まとめて一枚） 1アップ *3 1up

2アップ 2up

4アップ 4up

用紙サイズ *2 A3 a3

JIS B4 b4

A4 a4

JIS B5 b5

A5 a5

レター（8.5×11"） letter

リーガル legal
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補足
 メール本文のプリントは、CentreWare Internet Servicesの［受信メールシートのプリント］でも設定できます。

蓄積データのプリント
クライアントPCのプリンタードライバーからプリントしたデータをさまざまな方法でプリントでき
ます。

補足
［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［認証 /プライベートプリントの
設定］の［受信制御］の設定によっては利用できません。

サンプルプリント
複数の部数をプリントする場合、試しに 1部だけプリントできます。

1. ［ジョブ情報］＞［サンプル /時刻指定プリント］＞［サンプルプリント］をタップします。

補足
［サンプル /時刻指定プリント］と表示されている場合は、［サンプル /時刻指定プリント］＞［サンプルプリント］
をタップしてください。

［その他の文書］の表示がある場合は、［その他の文書］＞［サンプルプリント］をタップしてください。

2. 文書が保存されているフォルダーをタップします。

3. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

4. プリントするときは、部数を入力します。

補足
 表示されている部数は、プリンタードライバーで設定した部数から 1部差し引かれた部数です。

5. ［プリント］をタップします。
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時刻指定プリント
時刻指定プリント文書（プリント時刻が指定された文書）をプリントできます。

1. ［ジョブ情報］＞［サンプル /時刻指定プリント］＞［時刻指定プリント］をタップします。

補足
［サンプル /時刻指定プリント］と表示されている場合は、［サンプル /時刻指定プリント］＞［時刻指定プリント］
をタップしてください。

［その他の文書］の表示がある場合は、［その他の文書］＞［時刻指定プリント］をタップしてください。

2. プリントする文書をタップします。

3. ［プリント］をタップします。

セキュリティープリント
セキュリティープリント文書（パスワードの設定されている文書）をプリントできます。

補足
 セキュリティープリントは、［認証 /プライベートプリントの設定］の［受信制御］の設定によっては利用できま
せん。

1. ［ジョブ情報］＞［セキュリティープリント］をタップします。
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2. 対象のユーザーをタップします。

3. プリンタードライバーで指定したパスワードを入力し、［OK］をタップします。

4. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

5. プリントするときは、部数を入力します。

6. ［プリント］をタップします。

認証プリント
認証プリント文書（ユーザー認証が必要な文書）をプリントできます。
認証プリント文書は、ユーザー ID ごとに保存されます。プリンタードライバーでユーザー ID が設
定されていない文書は、［（ユーザー IDなし）］に保存されます。

1. 認証モードにログインします。

2. ［ジョブ情報］＞［その他の文書］＞［認証プリント］をタップします。

補足
［その他の文書］の表示がある場合は、［その他の文書］＞［認証プリント］をタップします。
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3. 対象のユーザーをタップします。

補足
 ユーザーに が表示されている場合は、暗証番号の入力が必要です。暗証番号を入力して、［OK］をタップして
ください。

4. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

5. プリントするときは、部数を入力します。

6. ［プリント］をタップします。

プライベートプリント
プライべートプリント文書（認証されたユーザーだけがプリントできる文書）をプリントできます。

補足
 認証ユーザーのユーザー ID にサブユーザーを関連づける機能を利用するには、別途アプリケーションが必要で
す。詳しくは、弊社の営業担当者、またはカストマーコンタクトセンターにお問い合わせください。

 サーバーレスオンデマンドプリント（オプション）で保存した文書でも利用できます。

1. 認証モードにログインします。

2. ［ジョブ情報］＞［プライベートプリント］をタップします。

すべてのプライベートプリント文書をプリントするときは、ホーム画面の［プライベートプリ
ント（ 一括出力）］をタップします。
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補足
  一度の操作で、100 文書までプリントできます。

3. プリントする文書をタップして、チェックマークを付けます。

4. プリントするときは、部数を入力します。

5. ［プリント］をタップします。
補足

 使用できない状態のフィニッシャーの機能を指定してプリントすると、指定が解除されてプリントされます。
 IC カードリーダー以外の機器を接続している場合は、利用できません。
 認証機能を利用していない場合は、利用できません。

メディアプリント
デジタルカメラの標準フォーマットで格納されたデータをプリントするデジカメプリントモード、
文書フォーマットで格納されたデータをプリントする文書プリントモードがあります。また、デジ
カメプリントモードで読み込まれたファイルの一覧をプリントするインデックスプリントがありま
す。

文書プリント

1. USBメモリーを差し込みます。

2. ［確認］をタップします。

3. ［文書プリント］をタップします。

4. 対象フォルダーからプリントする文書をタップします。

補足
［文書プリント］画面が表示されたら、［文書を追加する］をタップしてください。

5. 必要に応じて各機能を設定し、［プリント］をタップします。
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デジカメプリント

1. USBメモリーを差し込みます。

2. ［確認］をタップします。

3. ［デジカメプリント］をタップします。

4. 該当するフォルダーからプリントする文書または写真をタップします。

補足
［デジカメプリント］画面が表示されたら、［写真を追加する］をタップしてください。
 複数の写真をプリントまたは削除する場合は、チェックボックスにチェックマークを付けます。

5. 必要に応じて各機能を設定し、［プリント］をタップします。

機能リスト
項目 説明

部数 部数を入力します。

インデックスプリント インデックスプリントを有効にします。縮小画像の一覧とインデックス番号、
ファイル名、メディアへの書き込み日時がプリントできます。

カラーモード フルカラーまたは白黒を設定します。

用紙選択 用紙トレイを選択します。［自動］を選択すると、適切な用紙トレイが選択さ
れます。

両面プリント 用紙の両面にプリントできます

出力写真サイズ プリントする写真サイズを設定します。

まとめて 1枚（Nアップ） 2枚、4枚、8枚の原稿を 1枚にまとめてプリントします。プリント時のレイ
アウトや原稿のセット向きを指定します。

スムージング 画像部分の回転および拡大縮小に伴う補正処理をして、画質を向上するかを設
定します。
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その他のプリントサービス
モバイル機器からのプリント
Print Utility（Android OS/iOS）や Portable UI for Business、AirPrint（iOS）、Mopria（Android OS）で、
モバイル機器から本機にプリントできます。
NFC機能を利用する場合は、CentreWare Internet Servicesの設定が必要です。

補足
 Print Utility for Androidは Google Playから、Print Utility for iOSは App Storeからダウンロードできます。
 Portable UI for Businessは、Google Play 、または App Storeからダウンロードできます。

参照
 Print Utilityと Portable UI for Businessについては、弊社公式サイトを参照してください。

BMLinkS
BMLinkSは、JBMIAが推進しているオフィス機器インターフェイスです。
本機は、仕様環境 BMLinkS 2013に準拠し、JBMIAによる BMLinkS認証を受けています。
BMLinkS機能名：プリント

参照
 プリンタードライバーとマニュアルを次のアドレスからダウンロードしてください。

http://bmlinks-committee.jbmia.or.jp/
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基本操作

1. 原稿をセットします。

参照
 原稿のセット方法については、『リファレンスガイド 本体編』の「本機の基本操作」を参照してください。

2. ［コピー］をタップします。

3. 必要に応じて、各項目を設定します。

4. 部数を入力します。

5. ［スタート］をタップします。

中止

1. ［ストップ］をタップします。

2. ［中止］をタップします。

4 コピー



リファレンスガイド　操作編

49

続けてコピー
機能リストで［次原稿］にチェックマークを付けた場合、次の確認画面が表示されます。

1. 前の原稿の読み込みが終了したら、次の原稿をセットします。

2. ［次の原稿を読み込む］をタップします。

3. すべての原稿を読み込んだら、［読み込み完了（次原稿なし）］をタップします。

IDカードコピー
IDカードのように原稿サイズを自動で検知できない原稿を、おもてとうらの両面を 1枚の用紙に並
べてコピーできます。

1. 原稿カバーを開きます。

2. 原稿ガラスの上端および左端から最低 5 mm 離した位置に、コピーする面を下にして ID カー
ドをセットします。

補足
 原稿ガラスの上端および左端にIDカードを近づけすぎると、IDカードの端を正しくコピーできないことがありま
す。

3. 原稿カバーを閉じます。

4. ［IDカードコピー］をタップします。

原稿

おもて
おもて うら

うら

セット向き 結果
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5. 必要に応じて、各機能を設定します。

6. ［スキャン］をタップします。

7. 原稿カバーを開きます。

8. 原稿ガラスの上端および左端から最低 5 mm 離した位置に、コピーする面を下にして ID カー
ドをセットします。

9. 原稿カバーを閉じます。

10.［スキャン］をタップします。

機能リスト

項目 説明
部数 部数を入力します。

プリセット 設定した内容を呼び出すことができます。
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カラーモード コピーをするときのカラーモードを設定します。

補足
［自動］を選択した場合、原稿が白黒であっても、イエロー、マゼンタ、シアンの
ドラムやトナーを消耗する場合があります。

 他のカラーモード
登録色を設定できます。

参照
「登録色」（P.130）を参照してください。

両面 /片面選択 原稿を印字する面を選びます。

用紙選択 用紙トレイを選択します。［自動］を選択すると、適切な用紙トレイが選択さ
れます。

倍率選択 コピーする倍率を設定します。
［自動％］を選択すると、原稿サイズと用紙サイズから、適切な倍率を設定し
ます。
［他の倍率］を選択すると、倍率を直接入力したり、たてとよこにそれぞれ異
なった倍率を設定したりできます。

ちょっと小さめ 画像が欠けないように、選択した倍率よりも少しだけ縮小してコピーします。

まとめて 1枚（Ｎアップ） 2枚、4枚、8枚の原稿を 1枚にまとめてコピーします。コピー時のレイアウ
トや原稿のセット向きを指定します。

コピー濃度 コピーの濃度を調整します。

ホチキス ホチキスで留める位置を設定します。

仕分け 用紙の排出方法を設定します。

パンチ パンチ穴を開ける位置を設定します。

排出先 排出先のトレイを選択します。

オフセット排出 区切りがわかるように用紙の排出位置を交互にずらして排出する設定をしま
す。

原稿の画質 画質タイプを設定します。

ミックスサイズ原稿送り いろいろなサイズの原稿を一度に読み取って、それぞれのサイズにコピーした
り、１つのサイズにそろえてコピーしたりできます。

補足
 推奨する組み合わせは、A4たてと A3よこ、JIS B5たてと JIS B4よこです。

原稿セット向き指定 原稿の上の部分を指示するために原稿のセット向きを設定します。

原稿サイズ入力 非定形サイズの原稿を読み取るときや、異なるサイズでコピーするときは、サ
イズを指定できます。

補足
 原稿送り装置にセットしている場合、たて方向（［Y］）の読み取るサイズの基点
は、中央になります。たとえば、読み取りたいサイズを 100 mm に指定すると、
原稿の半分から上方向に 50 mm、下方向に 50 mmが読み取るサイズになります。

シャープネス シャープさを調整します。

彩度 彩度を調整します。

項目 説明
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地色除去 /コントラスト 新聞や下地（背景）に色が付いている原稿の、下地の色を除いたり、コントラ
ストを調整したりします。

補足
［原稿の画質］の設定が［写真］の場合、地色は除去できません。

おまかせ画質調整 おまかせ画質調整の画質イメージを選択すると、［地色除去 / コントラスト］、
［コピー濃度］、［シャープネス］、［彩度］、［色合い］、［カラーバランス］を自
動的に調整します。

補足
［おまかせ画質調整］で画質イメージを選択したあと、その他の画質調整機能を変
更すると、［おまかせ画質調整］の設定は解除されます。

カラーバランス イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの 4色に対して、低濃度 /中濃度 /高
濃度ごとに強弱を調整します。
［コピー濃度］では、4色を合わせた状態の濃度を調整しますが、［カラーバラ
ンス］では、トナーの色ごとに細かく濃度を設定するので、赤み、青みなどの
色のバランスを微調整できます。

色合い カラー原稿の色合いを調整します。

ページ連写 本などの冊子の見開きページを、別々の用紙にページ順にコピーします。

ブック両面 製本された本などの見開きページを、原稿と同じ見開き状態になるようにペー
ジを割り当てて両面コピーします。また、見開きページの左右で開始ページと
終了ページを指定したり、中央のとじ部分の影を消す範囲を指定したりできま
す。

わく消し 原稿カバーを開いたままコピーしたり、冊子になっている原稿をコピーしたり
するときに、用紙の周りや中央のとじ部分に黒い影ができることがあります。
このような場合に、影を消してコピーします。

補足
 両面原稿の場合は、原稿のおもて面とうら面には同じわく消し量が設定されます。
［倍率選択］を設定している場合は、倍率に比例して、わく消し量も拡大 /縮小さ
れます。

 両面原稿を原稿ガラスを使用してコピーする場合、［おもて面と対称］の指定は無
効となります。自動原稿送り装置を使用するか、または自動原稿送り装置を使用
できない原稿は、ビルドジョブを選択しておもて / うらで枠消し設定を変更して
ください。

参照
 わく消しの幅を 0 mmに設定しても全面コピーできません。実際にコピーできる領
域については、『リファレンスガイド 本体編』の「印字領域」を参照してください。

コピー位置 /とじしろ 原稿イメージの位置を上下左右へ移動したり、原稿の中心を用紙の中心へ移動
したりしてコピーします。また、上下左右に余白（とじしろ）を付けて、コ
ピーすることもできます。両面にプリントする場合は、［おもて面］、［うら面］
それぞれに移動する位置を設定します。

鏡像 原稿イメージの左右を反転させてコピーします。

ネガポジ反転 原稿イメージを反転してコピーします。

補足
 カラーモードが白黒、単色カラーの場合は、濃度（明度）を反転します。
 カラーモードがフルカラーの場合は、補色反転をします。
［ネガポジ反転］と［わく消し］を同時に設定したとき、わく消し領域は「白」に
なります。

項目 説明
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自動画像回転 セットした原稿と、用紙トレイにセットされている用紙のたてよこ方向が異な
るときに、原稿のイメージを回転させて、原稿と用紙のたてよこを合わせてコ
ピーします。また、たて原稿とよこ原稿が混在している場合、どこを基準に回
転するかを選択できます。

製本 複数ページにコピーされた用紙を、冊子（中とじ冊子）になるようにページ順
を割り付けてコピーします。また、製本するときに、中とじしろを設定した
り、表紙を付けたりできます。

補足
 4枚の原稿を 1枚の用紙にコピーするので、原稿の枚数が 4の倍数にならない場合
は、残りのページは白紙ページになります。

表紙付け 表紙を付けてコピーします。原稿の先頭ページに別の用紙（色紙 / 厚紙など）
を使用して、おもて表紙やうら表紙としてコピーできます。

おもて表紙 ［なし］
表紙を付けません。

［コピーしない］
白紙や表紙用にコピーされた用紙を添付できます。

［表１にコピー（おもて面）］
表紙のおもて面に原稿の 1ページめをコピーします。

［表２にコピー（うら面）］
表紙のうら面に原稿の 1ページめをコピーします。

［表１と表２にコピー（両面）］
表紙の両面に原稿の 1ページめと 2ページめをコピーします。

項目 説明
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うら表紙 ［なし］
表紙を付けません。

［コピーしない］
白紙や表紙用にコピーされた用紙を添付できます。

［表３にコピー（おもて面）］
表紙のおもて面に原稿の 1ページめをコピーします。

［表４にコピー（うら面）］
表紙のうら面に原稿の 1ページめをコピーします。

［表３と表４にコピー（両面）］
表紙の両面に原稿の 1ページめと 2ページめをコピーします。

補足
［おもて表紙］と［うら表紙］の両方を設定した場合、うら表紙原稿を先に読み込
ませてください。うら表紙原稿の次の原稿からおもて表紙原稿としてコピーしま
す。

用紙の選択 表紙に使用する用紙トレイを選択します。

おもて表紙枚数（1→ 99
枚）

白紙や表紙用にコピーされた用紙を添付する場合に、添付する用紙枚数を設定
します。

うら表紙枚数（1→99枚） 白紙や表紙用にコピーされた用紙を添付する場合に、添付する用紙枚数を設定
します。

ポスター 原稿を何枚かの用紙に分割して、拡大コピーします。
分割されたコピーを貼り合わせることで、大きなサイズのポスターが作成でき
ます。コピーされた用紙には切り貼りができるように、のりしろ分がありま
す。のりしろ分は、10 mmに固定されています。

画像繰り返し 1枚の用紙に原稿イメージを指定した個数分だけ、繰り返してコピーします。
倍率が自動に指定されている場合、繰り返したイメージが選択した用紙に収ま
るようにコピーされます。また、原稿イメージの配置方法も指定できます。

アノテーション 用紙に、スタンプ、日付、ページ番号を付けてコピーします。
スタンプの種類や日付、ページ番号、印字位置は、あらかじめ用意されている
形式から選択できます。

補足
［強制アノテーション］の［レイアウトテンプレートの関連付け］でレイアウトテ
ンプレートを設定している場合、そのテンプレートに重なって、ここで設定する
スタンプ、日付、ページ番号が印字されます。

複製管理 コピーされた用紙の背景全体に管理番号（部単位に連続した番号）を薄く印字
できます。
たとえば、開始番号を「1」に設定すると、1部めのすべてのページには「1」、
2部めのすべてのページには「2」が印字されます。
会議で配布する機密文書などの複写を抑止するため、配布するコピーと配布し
た人を関連づけるための通し番号として利用できます。

補足
［強制アノテーション］の［レイアウトテンプレートの関連付け］でレイアウトテ
ンプレートを設定している場合、そのテンプレートに重なって、複製管理のデー
タが印字されます。

［強制複製管理 -コピー］を［する］にすると、変更できなくなります。

項目 説明
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紙折り指定 コピーした用紙を折って排出できます。
［印字位置］が表示された場合、印字位置を内側か外側のどちらかに設定しま
す。

補足
 用紙の向きは、 限定となります。

ダブルコピー 1枚の原稿を、1枚の用紙上に指定した枚数に合わせて均等分割して、同じ画
像を繰り返しコピーします。枚数は、2枚、4枚、8枚から選択できます。

ビルドジョブ 原稿のページまたは束ごとに設定を変更して保存しながら、最終的に 1 つの
ジョブとして、異なる設定の原稿をまとめてコピーします。

サンプルコピー コピーを複数部で設定したときに、1部をコピーして、できあがり状態を確認
してから残りをコピーします。確認してから残りの部数のコピーを続けるか、
コピーを中止するか選択できます。また、部数の変更もできます。サンプルコ
ピーの 1部は、部数に含まれます。

抽出 /削除 領域を指定して、その部分を抽出または削除してコピーします。原稿上の２点
を指定して、領域を設定してください。領域は、3か所まで指定できます。ま
た、抽出または削除する原稿面も指定できます。

ペーパーセキュリティー 原稿文書に複製抑止の情報を埋め込み、文書の複製を制限したり、デジタル
コードを埋め込み、文書を解析（「いつ」「どの機械で」「誰が」コピーしたか
など）したりして、セキュリティー管理します。

補足
［強制アノテーション］の［レイアウトテンプレートの関連付け］でレイアウトテ
ンプレートを設定している場合、そのテンプレートに重なって、複製抑止の情報
が埋め込まれます。

参照
 デジタルコードの解析には、弊社アプリケーション PaperSecurity Analyzer（別売）
が必要です。PaperSecurity Analyzer の操作方法は、アプリケーションのマニュア
ルを参照してください。

次原稿 原稿送り装置に一度にセットできない枚数の原稿をコピーするときや、原稿ガ
ラスを使用して複数の原稿を１つのジョブとしてコピーするときに設定しま
す。

項目 説明



5ファクス

56

基本操作

1. 原稿をセットします。

参照
 原稿のセット方法については、『リファレンスガイド 本体編』の「本機の基本操作」を参照してください。

2. ［ファクス］をタップします。

3. キーボード入力、またはアドレス帳（ ）、リダイヤル（  ）をタップして、宛先を指定します。

4. ［完了］をタップします。

5. 必要に応じて、各項目を設定します。

6. ［送信］をタップします。

5 ファクス
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中止

1. ［ストップ］をタップします。

2. ［中止］をタップします。

続けて読み込む

1. ［次原稿］の［あり］をタップします。

補足
 機能リストで［次原稿］にチェックマークを付けた場合、次の確認画面が表示されます。

2. 次の操作ができます。
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次原稿を読み込む
(1) 次の原稿をセットします。

(2)［次の原稿を読み込む］をタップします。

次原稿の設定を変更する
(1) 次の原稿をセットします。

(2)［次のスキャン設定を変更］をタップします。

(3) 機能リストの設定を変更します。

(4)［スキャン］をタップします。

3. すべての原稿を読み込んだら、［送信（次原稿なし）］をタップします。

宛先の編集
宛先をタップします。

 G3、4800bps
通信モードを指定します。

 リストから削除
宛先を削除します。

 編集
宛先を修正します。

 アドレス帳に追加
新しく連絡先を作成します。または、既存の連絡先に宛先を追加します。

 詳細
宛先の詳細を確認します。
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未送信文書

1. ［ジョブ情報］をタップします。

2. 画面右上の をタップします。

3. 再送信または削除する文書をタップします。

削除
(1)［この文書を削除］＞［はい（削除する）］をタップします。

再送信
(1)［送信］をタップします。

宛先を変更して再送信
(1)［宛先変更して再送信］をタップします。

(2) 宛先を変更して、［送信］をタップします。

受信
自動受信は、相手からの送信に対して、受信を開始します。
手動受信は、相手からの送信を手動で受信します。
また、G3-ID を利用して特定のファクス番号の受信や非通知番号の受信を拒否できます。拒否する
ファクス番号は最大 50件まで登録できます。

 特定ファクス番号の受信拒否
拒否するファクス番号として登録された中に、送信機から送られてきた G3-ID がある場合に受信を
拒否します。

 非通知番号の受信拒否
送信機から G3-IDが送られてこなかった場合に受信を拒否します。

補足
 G3-ID は、ナンバーディスプレイサービスなどで通知される発信者番号ではなく、送信機で登録された電話番号
などの情報です。

 IPファクス（SIP）の場合、手動受信を利用できません。
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切り替え

1. ［ファクス受信モード］をタップします。

2. ［手動受信］または［自動受信］をタップします。

手動受信

1. 呼び出し音が鳴り、着信画面が表示されたら受話器を取ります。受話器がない場合は、［オン
フック］をタップします。

2. ［手動受信］＞［スタート］をタップします。

ファクス受信を開始します。

3. 受話器を使用している場合は、操作パネルのデータランプが点滅したら、受話器を戻します。

親展受信
親展受信を使用して受信した文書は、親展ボックスに蓄積されます。親展受信するとデータランプ
が点灯し、親展受信レポートがプリントされます。親展受信レポートには、親展ボックス No.、親展
ボックス名称が記載されています。
なお、Fコード方式を使用して親展受信する場合は、相手先に次の情報を伝えてください。
Fコード（サブアドレス）：0（Fコード通信を表します）＋蓄積する親展ボックス No.

パスワード（必要に応じて）：蓄積する親展ボックスのパスワード
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補足
 IPファクス（SIP）では、FAX信号方式と Fコード方式が利用できます。
 IPファクス（SIP）で VoIPゲートウェイを経由して通信する場合は、FAX信号方式での親展通信を利用できません。

Fコード方式の親展通信だけ利用できます。

インターネットファクス
電話回線を経由するファクス通信とは異なり、企業内ネットワークやインターネットを経由して、本
機で読み取ったデータなどを電子メールの添付文書として送受信する機能です。
また、インターネットファクスダイレクトは、SMTPサーバーを経由しないで、インターネットファ
クス対応機へ直接送信できます。

補足
 添付文書のファイル形式は、TIFF形式です。
 インターネットファクスでは、通信モード、優先通信、時刻指定、送信シート、F コード通信、親展通信、ポー
リング、手動送信、親展ボックスへの振り分け（ボックスセレクター）、ダイレクトファクスは使用できません。
ただし、通信モードと Fコード通信は、ファクスゲートウェイ機能を使用した場合に設定できます。

 インターネットファクスとインターネットファクスダイレクトは、両方を有効にできません。利用状況に応じて、
機械管理者モードで切り替えてください。

 インターネットファクス機能は、カラー文書に対応していません。カラーのインターネットファクス文書（プロ
ファイル：TIFF-C）を受信した場合は、モノクロに変換してプリントされます。

送信

1. 原稿をセットします。

2. ［インターネットファクス］をタップします。

3. 以降の操作は、「基本操作」（P.56）の手順 3以降と同じです。
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補足
 一般のメールで使用する CC、BCC、Reply-to機能は使用できません。
 インターネットファクスダイレクトの宛先は、次の方法で指定します。

- ホスト名を指定
例：local-part@device.domain.jp
＠の右側が FQDNであることが必要です。

- IPアドレスを指定
例 :local-part@［192.0.2.1］
＠の右側に、［ ］で囲った IP アドレスを入力します。

受信
インターネットファクス対応機から本機に宛てたメールを受信すると、受信文書をプリントします。
また、「BOX123@myhost.example.com」のように、メールアドレスに親展ボックスを指定したメール
も受信できます。

補足
 プロファイルに［TIFF-S］が選択されている場合は、A4でプリントされます。

親展ボックスへの送信
補足

 受信側が SMTP受信の場合にだけ使用できます。
 受信側にパスワードを設定していない親展ボックスが登録されている必要があります。

1. ［インターネットファクス］をタップします。

2. 受信側のメールアドレスを次のように入力します。

一般のファクスへの送信
特定の形式でメールアドレスを指定することによって、一般のファクス（インターネットファクス
機能を持たないファクス）にファクス文書を送信できます。
インターネットファクス対応機で、受信したメールをファクス文書に変換し、指定したファクスに
送信します。

補足
 ファクスゲートウェイのメール受信方法が SMTPの場合にだけ使用できます。
［通信モード］の指定は、ファクスゲートウェイから送信先ファクスの間の通信モードに適用されます。

BOX123 @myhost.example.com

BOX（親展ボックスを示す固
定文字）と親展ボックス番号

＠+受信側のホスト名 受信側のドメイン名

【入力例】 ・親展ボックス番号・・・・・・・・・・・

・受信側のホスト名・・・・・・・・・・・
・受信側のドメイン名・・・・・・・・・

123
（親展ボックス番号の桁数は、受信側
の桁数に合わせて入力します。）
myhost
example.com
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1. ［インターネットファクス］をタップします。

2. 受信側のメールアドレスを次のように入力します。

文書の転送
親展ボックスに蓄積されたファクス文書を、メールの添付文書として転送できます。
 ファクスを送信する側

FAX信号方式（弊社独自の通信手順）、Fコード方式、DTMF方式を使用して親展送信します。
 親展ボックスにファクスを受信し、インターネットファクスを転送する側
転送先を指定したジョブフローを作成し、作成したジョブフローを親展ボックスに関連づけます。

補足
 転送できる宛先は、100か所までです。
「親展ボックス番号」と「暗証番号」は、ファクス送信側で必要となります。設定内容を送信側に知らせてください。

IPファクス（SIP）
IP ファクス（SIP）を利用すると、企業内の IP ネットワーク（イントラネット）に接続された機器
同士で通信したり、ひかり対応ゲートウェイを経由して、次世代ネットワーク（NGN）対応機種同
士で通信したりできます。

 企業内ネットワーク（イントラネット）
企業内の IPネットワーク（イントラネット）を経由して、イントラネットに接続された機器同士で
文書の送受信ができます。また、イントラネット内の VoIP ゲートウェイを経由すれば、イントラ
ネットの外に送信できます。

補足
 IPファクス（SIP）機の通信は、イントラネット内に設置された弊社、キヤノン株式会社、株式会社リコーの SIP
対応 IPファクス搭載複合機種間で交信性を確認しています。

 次世代ネットワーク（NGN）
次世代ネットワーク（NGN）とは、従来の公衆電話回線網がもつ信頼性や安定性を確保しながら、IP
ネットワークの柔軟性や経済性を取り入れた情報通信ネットワークです。

補足
 弊社および他社の NGN対応機種と、IPファクス（SIP）通信が可能です。送信相手が NGN通信に対応していない
場合は、G3ファクス通信することもできます。

FAX= 0312345678 /T33S=123 @myhost. example.com

FAX=
（固定文字）

ドメイン名

【入力例】 ・ファクス番号・・・・・・・・・・・・・・・
・Fコード（必要に応じて）・・・・・・
・受信側のホスト名・・・・・・・・・・・
・受信側のドメイン名・・・・・・・・・

0312345678
/T33S＝123
myhost
example.com

ファクスを受信
する相手先の
ファクス番号

/T33S=（固定文字）
とFコード（Fコードを
指定する場合）

＠+メールを受信し
てファクス送信をす
る本機のホスト名
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送信

1. 原稿をセットします。

2. ［ファクス］をタップします。

3. ［IPファクス］をタップします。

4. 以降の操作は、「基本操作」（P.56）の手順 3以降と同じです。

補足
 IPファクス（SIP）の宛先は、次の方法で指定します。

- 電話番号の入力例：0312345678

- IPアドレスの入力例：local-part@192.0.2.1
 送信先のファクスの種類や IPファクス（SIP）の接続構成によって、宛先の入力形式が異なります。

受信
受信した文書は一般のファクスのようにプリントされます。

ダイレクトファクス
ファクスドライバーをインストールすると、アプリケーションで作成した文書を、クライアント PC
から直接ファクス送信できます。

送信

1. アプリケーションの［ファイル］メニューから、［印刷］を選択します。

2. 使用するファクス用プリンターを選択します。

3. プリンターのプロパティを開きます。
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4. ［ファクス送信］タブで、宛先を指定します。
補足

 G3増設ポートキット 2（オプション）を装着し、本機の［内線設定］で内線に使用する回線を選択している場合
は、［通信設定］をクリックして表示される画面で、［外線 /内線］のドロップダウンリストから［外線］または
［内線］を選択すると、外線または内線の専用ポートが割り当てられます。

5. 必要に応じて、各項目を設定します。

6. ［OK］をクリックします。

7. ［印刷］ダイアログボックスで、［印刷］をクリックします。

8. ［ファクス送信の設定 / 確認］ダイアログボックスで内容を確認し、［送信開始］をクリックし
ます。

宛先の指定
 本機のアドレス帳から直接指定する
［宛先表から追加］＞［本体の宛先表を参照する］を選択し、表示される宛先一覧から宛先を指定
します。

 ファクス宛先表ツールで作成した宛先表から指定する
［宛先表から追加］＞［宛先表ファイルを参照する］を選択し、使用する宛先表ファイル（fxt 形
式）を指定します。表示される宛先一覧から宛先を指定します。

 ファクス番号を直接入力する
［宛先種別］で［ファクス］を選択し、［宛先番号 /アドレス］にファクス番号を入力します。
［宛先種別］で［ファクス］または［IPファクス（SIP）］を選択し、［宛先番号 /アドレス］にファ
クス番号または IPファクスアドレスを入力します。

補足
 SOAPを起動してください。
 認証方式が［本体認証］の場合、あらかじめファクスドライバーに認証情報を設定しておく必要があります。

ここでは、本機に登録されているアドレス帳を直接参照して、宛先を指定する方法を説明します。

1. ファクスドライバーの［ファクス送信］タブで、［宛先表から追加］をクリックします。

2. ［本体の宛先表を参照する］を選択し、［OK］をクリックします。

3. 宛先を選択し、［宛先へ追加］をクリックします。

4. ［OK］をクリックすると、［ファクス送信］タブの［宛先の一覧］に宛先が追加されます。
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ファクス宛先表ツール
あらかじめ宛先表に作成しておくと、送信時に宛先表から宛先を選択するだけで、送信準備ができ
ます。
 1つの宛先表ファイルに 9,999件まで、宛先を登録できます。また、複数の宛先表ファイルを作成で
きます。必要に応じて任意の宛先表を読み込んで使用します。

 同一原稿を一度に送信することが多い宛先をまとめて、1つの宛先グループに登録できます。

補足
 すでに作成した宛先表に宛先を追加する場合は、［ファイル］メニューの［宛先表を開く］をクリックして、表
示する宛先表ファイル（拡張子が「.fxt」のファイル）を選択してください。

 CentreWare Internet Servicesを使用して取り出した CSVフォーマットのファイルを編集しないでください。

 起動

1. ［スタート］メニューから［プログラム］＞［Fuji Xerox］＞［ユーティリティ］＞［ファクス
宛先表ツール］＞［ファクス宛先表ツール］をクリックします。

送信シート
送信する原稿の先頭に表紙（送信シート）を付けることができます。送信シートには、標準フォー
ムのほかに、任意に作成したフォームを指定できます。

補足
 クライアントPCから直接ファクスを送信するときに添付できる送信シートと、本機での設定によって添付できる
送信シートは異なります。

 フォームの作成

1. ［スタート］メニューから、［Windowsシステムツール］＞［コントロールパネル］＞［ハード
ウェアとサウンド］＞［デバイスとプリンターの表示］を選択します。

2. 本機に該当するファクス機を右クリックして［印刷設定］を選択します。

3. ［ファクス送信］タブの［送信シートを付ける］にチェックマークを付けて、［送信シート設定］
をクリックします。

4. ［送信シートの選択］で［ユーザーフォーム（アドレス表示あり）］または［ユーザーフォーム
（アドレス表示なし）］を選択して、［テスト印刷］をクリックします。
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5. テストプリントの内容と重なってプリントされることに注意して、アプリケーションでフォー
ムの原稿を作成します。

 フォームの登録

1. 作成したフォームを開いて、プリントを指示します。

2. プリンターの選択で本機の（ファクスドライバーではなく）プリンタードライバーを選択して、
［印刷設定］を開きます。

3. ［プリントの種類］で［フォーム登録］を選択して、［編集］をクリックします。

4. ［フォーム名］と［フォルダー］を指定して、［OK］をクリックします。

5. プリンタードライバー画面を［OK］で閉じ、プリントを実行します。

 シートの添付

1. ダイレクトファクスで送信する文書のプリントを指示します。

2. プリンターの選択で、本機のファクスドライバーを選択して、［印刷設定］を開きます。

3. ［ファクス送信］タブの［送信シートを付ける］にチェックマークを付けて、［送信シート設定］
をクリックします。

4. ［送信シートの選択］で［ユーザーフォーム（アドレス表示あり）］または［ユーザーフォーム
（アドレス表示なし）］を選択して、［フォーム選択］をクリックします。

5. 登録したフォームを指定して、［OK］をクリックします。

6. ［送信シート］画面を［OK］で閉じます。

7. 宛先を指定して、ダイレクトファクスを送信します。

富士ゼロックス株式会社

送信先： 各位

発信元：富士ゼロックス株式会社　企画G　富士ゼロ夫

電話番号：01-2345-6789

ファクス番号：01-2345-6789

タイトル：ドラフト送付の件

コメント：いつもお世話になっております。
　　　　　標記の件、ドラフト1をお送りします。

送信枚数：　　枚にこのシートを含む

富士ゼロックス株式会社

作成したフォーム 送信シート

点線内は、宛名等と重なる
エリアの目安です。
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機能リスト

項目 説明
同報する 誤同報送信の抑止として、複数宛先を指定する前に同報するかの設定をします。

補足
 表示するには、［同報切り替えボタンの表示］（P.143）の設定が必要です。

回線選択 G3 増設ポートキット 3（オプション）を装着している場合には、回線（ポート）を指
定して送信できます。回線ごとに自局情報を登録できるため、回線を使い分けるとき
に使用します。

補足
 宛先種別が［インターネットファクス］または［IPファクス（SIP）］の場合、設定は無効と
なります。

 表示するには、［ファクス回線選択の表示］（P.142）の設定が必要です。
［ファクス <回線 N>］または［外線 <回線 N>］を選択した場合は、指定したすべてのファクス
宛先または外線宛先に、選択した回線で送信されます。指定した宛先の中に、宛先種別が内
線に設定された宛先がある場合は、その宛先だけが内線で送信されます。

プリセット 設定した内容を呼び出すことができます。

プレビュー 原稿の読み込み時に、読み込んだ原稿を確認します。
［プレビュー］にチェックマークを付けると、直前に読み込んだ原稿を表示します。

両面原稿送り 原稿送り装置を利用する場合に有効です。読み込む原稿の面を指定します。

送信画質 原稿を読み取るときの解像度を設定します。

送信濃度 原稿を読み取るときの濃度を調整します。

原稿の画質 画質タイプを設定します。

読み取り倍率 読み取った原稿を指定した倍率に拡大 /縮小して送信できます。
固定の倍率から選択するか、数値を入力して指定します。

モニターレポート 通信が正常に終了した場合にはモニターレポートが、通信が正常に終了しなかった場
合には未送信レポートがプリントされます。
インターネットファクスの送信結果を確認するには、開封確認（MDN）または配送確
認（DSN）のどちらかを使用します。配送確認（DSN）は、送信した原稿が、最終宛先
のメールボックスまで正しく送信されたことを確認できます。
開封確認（MDN）は、送信した原稿が、最終宛先で添付ファイルの処理を含めて正し
く処理されたことを確認できます。

開封確認（MDN） 開封確認機能を使用できます。送信したインターネットファクスが正しく処理された
ことを確認できます。
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配送確認（DSN） 配送確認機能を使用できます。送信したインターネットファクスが宛先のメールボッ
クスまで正しく送信されたことを確認できます。

補足
 配送確認（DSN）によってメールの到着を確認できるのは、配送確認機能に対応している
サーバーまでです。

通信モード 送信先の機能に応じて通信モードを選択します。

G3自動 送信先が G3のときに選択します。通常はこの通信モードを選択します。
送信先の受信能力に応じて、G3 Unique ECM→ G3 Unique→ ITU-T G3 ECM→ ITU-T G3
の優先順位で切り替わります。

4800bps 雑音が多い、声が小さいなど、電話回線の状態が良くない地域の場合に選択します。
電話会社識別番号「010」、国番号、地域番号、宛先のファクス番号を次のように入力
します。

補足
 電話会社識別番号については、各電話会社にお問い合わせください。

ミックスサイズ原
稿送り

いろいろなサイズの原稿を一度に読み取って、それぞれのサイズの用紙に送信したり、
１つのサイズにそろえて送信したりできます。

補足
 推奨する組み合わせは、A4たてと A3よこ、JIS B5たてと JIS B4よこです。
［読み取りサイズ］を［自動検知］に設定してください。

発信元記録 ファクス送信時にスキャンした送信文書に通信開始時刻、発信元名、宛先名、送信ヘッ
ダ宛先名、G3-ID、枚数を付けて送信します。インターネットファクス送信時は、日時、
発信者情報、枚数 /総ページ数を付けて送信します。また、プレビューを表示させて発
信元記録の付加位置を確認することもできます。

読み取りサイズ 原稿の読み取りサイズを指定して送信できます。
非定形サイズの原稿を読み取る場合や、セットしている原稿とは異なるサイズで読み
取る場合は、原稿サイズを指定します。

ページ連写 本などの冊子の見開きページを、別々に読み取って送信できます。

原稿通過スタンプ 原稿が原稿送り装置を通過するときにスタンプを付けます。読み取った面の後端に丸
印（○）を付けます。スタンプの有無によって、原稿を 1 枚ずつ読み取ったことを確
認できます。

補足
 次の原稿にはスタンプが付きません。

- 原稿ガラスに置いた原稿
-［ストップ］をタップして中断された原稿
- 紙詰まりにより中断された原稿
- 片面読み込みで 600 mmを超える原稿
- 両面読み込みで 431.8 mmを超える原稿
- 原稿送り装置に残った原稿
- メモリーのオーバーフローにより中断された原稿
- イミディエト送信が中断したときに読み込み中だった原稿

項目 説明
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優先通信 優先通信をすると、すでに予約されている通信よりも、優先させて送信やポーリング
ができます。

補足
 通信中に優先送信を行う場合は、その通信が終わってから送信されます。
 再送信となった場合は、設定しているリダイヤル間隔をとったあと、優先して送信されます。
 同報先、または集信先の 1つずつを、個別に優先させることはできません。

時刻指定 指定した時刻に通信を開始します。

送信シート 送信シートには、送信先、送信ヘッダ宛先名、コメント、発信元名、本機のファクス
番号、送信枚数、送信日時などが記載されます。

並列合成送信 複数枚の原稿を 1 枚にまとめて送信できます。たとえば、まとめる原稿の枚数を 3 枚
に指定し、原稿送り装置に 12枚の原稿をセットした場合は、4ページとして蓄積され
ます。1枚にまとめられる原稿枚数は、2～ 9枚です。

親展通信 送信先に親展ボックスが設定されている場合に、親展ボックス番号とパスワードを指
定します。
 自動で親展送信する（DTMF方式）
宛先を次の形式で入力します。

 手動で親展送信する（DTMF方式）
［オンフック（手動送信 /受信）］にチェックマークを付けたあと、宛先を次の形式で入
力します。

Fコード通信 送信先に親展ボックスが設定されている場合に、Fコード（サブアドレス）と、必要に
応じてパスワードを指定すると、本機から親展送信ができます。
あらかじめ、送信先の Fコード（サブアドレス）とパスワードを確認してください。
（例）送信先

Fコード（サブアドレス）：0（Fコード通信を表します）＋送信先の親展ボックス番号
パスワード（必要に応じて）：送信先の親展ボックスの暗証番号
選択すると、Fコードとパスワードが設定できます。

ポーリング（相手か
ら取り出し）

相手先に蓄積されている文書を、本機からの操作で送信させる機能です。

補足
 集信（マルチポーリング）の場合は、複数の相手先を指定します。

オンフック（手動送
信 /受信）

相手先の応答を確認してから手動で送信したり、ファクス情報サービスなどを、手動
で受信したりするときに使用します。

補足
 IPファクス（SIP）では、オンフックを利用できません。

チェーンダイヤル アドレス帳に登録してある宛先のダイヤル番号と入力した番号を組み合わせて、1つの
宛先として指定します。

イ ンタ ーネ ット
ファクス件名

インターネットファクスの件名を指定します。

イ ンタ ーネ ット
ファクスコメント

インターネットファクスの本文を編集します。

項目 説明
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インタ ーネ ット
ファクスプロファ
イル

送受信するインターネットファクス対応機間で、画像の解像度や紙サイズなどの属性
情報を制限するための決めごとです。

補足
 送信先によって、処理できるプロファイルが異なります。プロファイルを指定する場合は、
送信先で処理できるプロファイルを確認してください。

 プロファイルと、蓄積原稿サイズと送信画質の組み合わせで、不整合が発生した場合は、プ
ロファイルの指定が優先されます。

 同報送信をする場合で、宛先ごとにプロファイルが異なるときは、最も小さいサイズが最大
蓄積サイズとなります。

TIFF-S A4より大きいサイズの原稿を、A4 に縮小して送信する場合に選択します。

TIFF-F 送信画質で超高画質を指定したり、A3 サイズ、JIS B4 サイズの原稿を送信したりする
場合に選択します。

TIFF-J JBIGで原稿を送信する場合に選択します。

暗号化 S/MIMEで暗号化して、インターネットファクスを送信できます。
暗号化してインターネットファクスを送信するときは、暗号化できる証明書が関連づ
けられたメールアドレスをアドレス帳から選択してください。

参照
 S/MIMEで暗号化してインターネットファクスを送信するには、あらかじめ本機や送信先の
証明書が必要です。証明書については、『リファレンスガイド 付録編』の「暗号化と署名機
能」を参照してください。

デジタル署名 S/MIMEでデジタル署名して、インターネットファクスを送信できます。
デジタル署名をすると、インターネットファクスの内容を改変されていないか、正し
い送信者から送信されたインターネットファクスかなど、受信者が確認できます。

参照
 S/MIMEでデジタル署名をしてインターネットファクスを送信するには、あらかじめ本機や
送信先の証明書が必要です。証明書については、『リファレンスガイド 付録編』の「暗号化
と署名機能」を参照してください。

次原稿 原稿送り装置に一度にセットできない枚数の原稿をファクスするときや、原稿ガラス
を使用して複数の原稿を１つのジョブとしてファクスするときに設定します。

項目 説明
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ポーリング予約
原稿を蓄積しておいて、相手先からの操作で送信できます。ポーリング予約には、ポーリング予約
と親展ポーリング予約の 2種類があります。

1. ［ポーリング予約］をタップします。
補足

 工場出荷時には、表示されていません。カスタマイズ機能で表示させてください。

2. ［ポーリング予約ボックス］をタップして、保存するフォルダーを選択します。

3. 必要に応じて、各機能を設定します。

4. ［スキャン］をタップします。
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文書のプリント /削除

1. ［ポーリング予約］をタップします。

2. ［ポーリング予約ボックス］をタップして、プリントまたは削除するフォルダーを選択します。

3. フォルダー名の をタップします。

4. 次の操作をします。

プリント
(1) プリントする文書にチェックマークを付けます。

(2)［プリントする］をタップします。

(3)［はい（プリントする）］をタップします。

削除
(1) 削除する文書にチェックマークを付けます。

(2)［削除］または［全削除］をタップします。

(3)［はい（削除する）］をタップします。
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基本操作（メール送信）

補足
 スキャンの方法は、ほかにも［ボックス保存］、［スキャン送信］、［USB 保存］、［WSD スキャン］があります。
 メール送信をするには、本体のメール環境を設定しておく必要があります。

1. 原稿をセットします。

参照
 原稿のセット方法については、『リファレンスガイド 本体編』の「本機の基本操作」を参照してください。

2. ［メール送信］をタップします。

3. キーボード入力、またはアドレス帳（ ）をタップして、宛先を指定します。

補足

 キーボード入力で複数の宛先を指定する場合は、 をタップして宛先を追加します。
  宛先の種類（To/CC/BCC）を変更するときは、宛先をタップします。

4. をタップして、件名を入力します。

6 スキャン
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5. をタップして、ファイル名を入力します。

6. 出力ファイル形式のアイコンをタップして、形式を指定します。

7. 必要に応じて、各項目を設定します。

8. ［送信］（または［スキャン］、［保存］）をタップします。
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中止

1. ［ストップ］をタップします。

2. ［中止］をタップします。

続けて読み込む

1. ［次原稿］の［あり］をタップします。

補足
 機能リストで［次原稿］にチェックマークを付けた場合、次の確認画面が表示されます。

2. 次の操作ができます。
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次原稿を読み込む
(1) 次の原稿をセットします。

(2)［次の原稿を読み込む］をタップします。

次原稿の設定を変更する
(1) 次の原稿をセットします。

(2)［次のスキャン設定を変更］をタップします。

(3) 機能リストの設定を変更します。

(4)［スキャン］をタップします。

3. すべての原稿を読み込んだら、［送信（次原稿なし）］をタップします。

宛先の編集

1. 宛先の入力エリアをタップします。

2. 宛先をタップします。

宛先の種類を指定する
メール送信では、［To］、［Cc］、［Bcc］が指定できます。スキャン送信では、Toだけ設定されます。

リストから削除
宛先を削除します。

編集（変更）
宛先を修正します。

アドレス帳に追加
新しく連絡先を作成します。または、既存の連絡先に宛先を追加します。

詳細（確認）
宛先の内容を表示します。
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出力ファイル形式

補足
［TIFF/JPEG自動］を選択すると、自動フルカラーとグレースケールの画像は［JPEG］が、白黒画像は［TIFF］が
ページごとに設定されます。

詳細設定

 圧縮方式
スキャンしたあとの画像データの圧縮方式を設定します。

 高圧縮（MRC）
PDFファイルまたは DocuWorksファイルを高圧縮形式で保存します。

 文字認識（OCR）
PDFファイルまたは DocuWorksファイルに、文字認識するか、しないかを設定します。
同時に、文字認識する言語を設定します。
［文字認識（OCR）］にチェックマークをつけたときは、次の読み取り設定が可能です。

 少数色で圧縮
色数の少ない原稿に圧縮して保存します。ファイルサイズは［高圧縮（MRC）］を選択して保存した
場合よりも小さくなります。

読み取り設定 ［高圧縮（MRC）］が［しない］ ［高圧縮（MRC）］が［する］
カラーモード 白黒（2階調）、自動、フルカラー、グレー

スケール（256階調）
自動、フルカラー、グレースケール（256
階調）

原稿の画質 文字 /写真、文字

出力ファイル形式 PDF、DocuWorks

色空間 標準色空間

補足
 機種によっては利用できません。

読み取り解像度 200 dpi、300 dpi

読み取り倍率 100%
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 サムネールを付加
DocuWorksファイルを選択した場合、スキャンデータにサムネールをつけることができます。

 1ページずつ分割する
1ページずつ 1ファイルにして、指定したファイル形式で保存します。

 PDFセキュリティ
PDFファイル形式で保存したデータにセキュリティーを設定して、不正なアクセスを防ぎます。

 PDF署名
ファイルに署名を付けます。

 Web表示用に最適化する
Webブラウザーで PDFを表示するとき、ページが表示されるまでの時間を短くできます。

 DocuWorksセキュリティ
DocuWorks ファイル形式で保存したデータにセキュリティーを設定して、不正なアクセスを防ぎま
す。

 DocuWorks署名
ファイルに署名を付けます。

ボックス保存

1. 原稿をセットします。

2. ［ボックス保存］をタップします。

3. 保存するボックスをタップします。
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4. ［日時］をタップして、ファイル名を入力します。

5. 以降の操作は、「基本操作（メール送信）」（P.74）の手順 7以降と同じです。

スキャン送信

1. 原稿をセットします。

2. ［スキャン送信］をタップします。

3. 使用する機能をタップします。

機能 説明
お気に入り お気に入りの宛先から該当するアプリを起動できます。

連絡先 宛先から該当するアプリを起動できます。

メール スキャンしたデータをメールに添付して送信します。
SMB/FTP/SFTP スキャンしたデータをクライアント PCに転送します。

URL 本機に保存されたスキャンデータの取り出し用と削除用の URL を本文に添付
して送信します。送信できる宛先は、本機で認証されたユーザーだけです。

マイフォルダー 認証モードが外部認証のときに利用できます。認証ユーザーに応じて、異な
る転送先にスキャン文書を転送します。
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補足
 サーバーの SMBv1を無効にした場合は、［SMB］で宛先を検索できなくなります。その場合は、［直接入力］を選
択して入力します。

 CentreWare Internet Servicesで SMBの NetBIOS機能を無効にした場合は、次のことはできません。
-［SMB］で宛先を検索できません。［保存先設定］を選択して入力します。
-［SMB］で、ホスト名だけを指定しても送信できません。

4. 以降の操作は、「基本操作（メール送信）」（P.74）の手順 3以降と同じです。

USB保存

1. 原稿をセットします。

2. USBメモリーを差し込みます。

3. ［確認］をタップします。

4. ［USB保存］をタップします。

5. 文書を保存するフォルダーを選択します。

補足
［USB保存］画面が表示されたら、 をタップしてください。
 保存先を指定しない場合、スキャンデータはルートディレクトリー直下に保存されます。

6. 以降の操作は、「基本操作（メール送信）」（P.74）の手順 5以降と同じです。

WSDスキャン
スキャンしたデータを指定したクライアント PCに保存できます。

補足
 スキャン時の解像度やファイル形式などは、Windowsのスキャンプロファイルで設定してください。

保存

1. 原稿をセットします。

2. ［WSDスキャン］をタップします。

3. 用途に合わせてリストから保存先を選択します。

4. ［スキャン］をタップします。
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リモートスキャン
ここでは、Windows 10での操作を例に説明します。

1. 原稿をセットします。

2. ［スタート］ボタンをクリックし、［Windows アクセサリ］から［Windows FAX とスキャン］
を選択します。

3. ［新しいスキャン］をクリックします。

4. ［デバイスの選択］画面で、本機を選択します。

5. ［新しいスキャン］画面で、［スキャナー：］の右に本機の機種名が表示されていることを確認
します。

補足
 本機の機種名が表示されていない場合は、［変更］をクリックして、本機を選択します。

6. ［プロファイル］で［ドキュメント］を選択します。

7. 必要に応じて、各項目を設定します。

8. ［スキャン］をクリックします。

9. すべての原稿を読み込んだら、［保存（次原稿なし）］をタップします。

スキャンデータの取り込み
TWAIN対応アプリケーション
TWAIN対応アプリケーションでの取り込みには、スキャナードライバーを使用します。

補足
 スキャンした文書を TIFFファイル形式で取り出すには、TIFF Viewerを使用します。
 セカンダリーイーサネットキット（オプション）を装着している場合、イーサネット 2の IPアドレスを指定して
も、「ネットワークスキャナユーティリティ 3」は動作しません。

1. アプリケーションを起動します。

2. ［ファイル］メニューから、スキャナー（ソース）を選択するコマンドを選択します。

3. ［FX Network Scanner 3 TWAIN］を選択し、［選択］をクリックします。

4. ［ファイル］メニューから、スキャナーから画像を取り込むコマンドを選択します。
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5. 表示されているリストの中から、接続する本機のスキャナー名をクリックし、［次へ］をクリッ
クします。

補足
 何も表示されない場合は、［再検索］をクリックしてください。
 スキャナー名が表示されるのは、同一ネットワーク内にあるスキャナーだけです。ほかのネットワークにあるス
キャナーを表示するには、［検索 /表示の設定］をクリックして、IPアドレスとスキャナー名を登録してください。

6. ［ボックス番号］に取り込む文書が蓄積されている親展ボックス番号と、［パスワード］にパス
ワードを入力します。

7. ［決定］をクリックします。

8. リストから取り込む文書を選択し、［取り込み］をクリックします。

 スキャナー名の表示方法
スキャナーを選択するダイアログボックスで、［検索 /表示の設定］をクリックして表示されるダイ
アログボックスで設定します。
［スキャナー名の表示］で［検索するスキャナー］に表示するスキャナー名の表示方法を変更できま
す。
［検索対象の設定］で検索対象とするスキャナーを指定します。

補足
［追加］をクリックしてスキャナーを登録すると、異なるサブネットワークにあるスキャナーを表示できます。

 スキャンした文書の取り込み方法
取り込む文書を選択するダイアログボックスで、［ファイル］メニューから［取り込み設定］を選択
して表示されるダイアログボックスで設定します。

DocuWorks
DocuWorks 7以降の場合、スキャナードライバーを利用せずにスキャン文書を取り込めます。

親展ボックスビューワー
親展ボックスビューワー 3を使用すると、アプリケーションを介さずに取り込めます。
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機能リスト

項目 説明
プリセット 設定した内容を呼び出すことができます。

プレビュー 原稿の読み込み時に、スキャンした原稿を確認します。
［プレビュー］にチェックマークを付けると、直前にスキャンした原稿の先頭
ページを表示します。

カラーモード 原稿を読み取るときのカラーモードを設定します。

両面原稿送り 原稿送り装置を利用する場合に有効です。読み込む原稿の面を指定します。
原稿の綴じ方を設定すると、原稿のおもてとうらの天地をそろえて読み取りま
す。

読み取り解像度 原稿を読み取るときの解像度を設定します。

原稿の画質 画質タイプを設定します。

原稿セット向き指定 原稿の上の部分を指示するために原稿のセット向きを設定します。

PDFセキュリティ -文書を
開くパスワード

チェックマークを付けてパスワードを設定すると、ファイルを開くときにパス
ワードが必要になります。

読み取りサイズ 原稿の読み取りサイズを指定します。
非定形サイズの原稿を読み取る場合や、セットしている原稿とは異なるサイズ
で読み取る場合は、原稿サイズを指定します。

ミックスサイズ原稿送り いろいろなサイズの原稿を一度に読み取って、それぞれのサイズにスキャンし
たり、１つのサイズにそろえてスキャンしたりできます。

補足
 推奨する組み合わせは、A4たてと A3よこ、JIS B5たてと JIS B4よこです。
［読み取りサイズ］を［自動検知］に設定してください。

読み込み濃度 原稿の読み込み濃度を調整します。

シャープネス シャープさを調整します。

読み取り倍率 読み取った原稿を指定した倍率に拡大 /縮小してスキャンします。
固定の倍率から選択するか、数値を入力して指定します。

画質 /ファイルサイズ ［カラーモード］を［フルカラー］、または［グレースケール（256階調）］でス
キャンするときの画像の圧縮率を選択します。

印画紙スキャン カラーの印画紙写真原稿をスキャンする場合に設定します。

地色除去 新聞や下地（背景）に色が付いている原稿の下地の色を除いてスキャンできま
す。



リファレンスガイド　操作編

85

コントラスト ［カラーモード］が［自動］、［フルカラー］、［グレースケール（256階調）］の場
合、コントラストを調整します。

裏写り防止 薄い紙に両面にプリントしてある原稿などをスキャンする場合、原稿の裏が写
らないようにできます。
［カラーモード］が［自動］、［フルカラー］、［グレースケール（256階調）］の場
合に設定できます。

色空間 ［色空間］を指定してスキャンします。

標準色空間 sYCCに準拠した色表現の基準（色空間）でスキャンされます。

デバイス色空間 独自の色表現の基準（色空間）でスキャンします。カラーを忠実に再現するた
めに高度な色処理をする場合に使用してください。

補足
 色を専門に扱うアプリケーションで、［デバイス色空間］を指定してスキャンした
データに、特別な加工を行なうときなどに、ICCプロファイルが有効です。ICCプロ
ファイルは弊社公式サイトからダウンロードしてください。

ページ連写 本などの冊子の見開きページを、別々の用紙にページ順でスキャンします。

わく消し 原稿カバーを開いたままスキャンしたり、冊子になっている原稿をスキャンし
たりするときに、スキャンの周りや中央のとじ部分に黒い影ができることがあ
ります。このような場合に、影を消してスキャンできます。

補足
 両面原稿の場合は、原稿のおもて面とうら面には同じわく消し量が設定されます。
［読み取り倍率］を設定している場合は、倍率に比例して、わく消し量も拡大 /縮小
されます。

ファイル名重複時の処理 指定された保存先に、すでに同じ名前のファイルが存在しているときの処理を
設定できます。

次原稿 原稿送り装置に一度にセットできない枚数の原稿をスキャンするときや、原稿
ガラスを使用して複数の原稿を１つのジョブとしてスキャンするときに設定し
ます。

本文（URL送信） URL送信時の本文を入力します。

件名（URL送信） URL送信の件名を入力します。

件名 メールの件名を入力します。

送信者 送信者のメールアドレスを表示します。

本文 メールの本文を入力します。

開封確認（MDN） メール送信機能を使用する場合、メールの送信結果を相手がメールで知らせて
くれるように設定できます。相手が MDN機能に対応している必要があります。

補足
［分割送信］で複数のメールが送信された場合は、各メールに対して開封確認の要求
をします。

返信先アドレス アドレスの入力エリアをタップして、返信先のアドレスを設定します。［送信ア
ドレスを設定］をタップすると、送信者に設定されているアドレスが、返信先
のアドレスに入力されます。

分割送信 メール送信機能を使用する場合、添付するデータの量が大きいときに、設定さ
れたページ単位、または一定のデータ量単位で分割して送信できます。

項目 説明
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ページの区切りで分
割

データをページ単位で分割します。

補足
［出力ファイル形式］で［PDF］、［DocuWorks］のどちらかを選択したとき、または
［TIFF］で［1ページずつ分割する］にチェックマークを付けていないときだけ設定
できます。

データサイズ単位で
分割

データを一定のデータ量ごとに分割します。

補足
［データサイズ単位で分割］は、受信者が message/partialに対応している場合に選択
してください。

項目 説明
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読み込んだスキャン文書や、ファクス文書、クライアント PCから指示したプリント文書を保存する
場所です。
また、ボックスに格納された文書のメール送信、文書の確認、プリントを行ったり、ネットワーク
上のクライアント PCから取り出したりすることもできます。
個人ボックスや共有ボックスを登録し使い分けることもできます。

親展ボックスの登録

1. ［ボックス操作］をタップします。

2. ［追加］をタップします。

3. 登録するボックスをタップします。

7 親展ボックス
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4. ボックス名称を入力します。

5. ［次へ］をタップします。

6. 必要に応じて、各項目を設定します。

アクセス制限 /パスワード
チェックマークが付いているときは、ボックスへのアクセス制限が有効になります。

パスワード
ボックス利用時のパスワードを設定します。

制限する操作
ボックス利用時にパスワードが必要な操作を指定します。

7. ［OK］をタップします。

8. 必要に応じて、各項目を設定します。
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取り出し /プリント後の文書削除
チェックマークが付いているときは、ボックス内の文書の取り出しやプリントしたあとに、文
書が削除されます。

保存期間経過文書の削除
ボックス内に保存されている文書が保存期間経過後に削除されます。

ジョブフローの関連付け
ジョブフローを親展ボックスに関連付けできます。一連の作業内容を登録したジョブフローを
関連付けることにより、親展ボックス内に保存されている文書の処理方法を設定できます。

使用可能なネットワーク
文書の保存や取り出しに使用されるネットワークを設定します。親展ボックスに文書が保存さ
れている場合は、設定を変更できません。

ホームにショートカットボタンを配置
ホーム画面に親展ボックスのショートカットを作成できます。親展ボックスのショートカット
は、最大 10 個まで作成できます。

9. ［OK］をタップします。

親展ボックスの操作

1. ［ボックス操作］をタップします。

2. ボックスをタップします。

補足

 ジョブフローが関連づけられているボックスには が表示されます。自動実行が設定されているボックスには
が表示されます。
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サムネール表示

リスト表示

補足

 をタップすると、ボックスの設定変更と削除ができます。

3. 文書をプリントするときは、文書をタップし、チェックマークを付けます。

アイコン 説明
スキャン文書

プリント文書

ポーリング予約文書

ファクス親展受信文書、IPファクス（SIP）親展受信文書

インターネットファクス親展受信文書
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4. ［プリントする］をタップします。

5. 必要に応じて、各機能を設定します。

個別 /束ねプリント
複数の文書を選択した場合に、［個別プリント］または［束ねプリント］にするかを設定しま
す。束ねプリントを設定すると、1 つの文書としてプリントできます。文書は、選択した順番
に結合されます。100文書まで束ねられます。

補足
 複数の文書を束ねた結果、サイズの異なる原稿が混在すると、意図しない向きでプリントされることがあります。
 その他の項目は、該当する機能の機能リストを参照してください。

6. ［プリント］をタップします。

7. ［はい（プリントする）］をタップします。
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登録された一連の作業内容を実行する機能です。ジョブフローは 1,000件まで登録できます。
親展ボックスにジョブフローを関連付けて、蓄積された文書をプリントしたり、送信先を指定して
送信したりできます。
親展ボックスを起点とするジョブフローは、本機で作成します。スキャンを起点とするジョブフロー
は、Device Setup（デバイス設定ツール）を使用して作成します。
 ボックスに文書が蓄積された時点で自動で実行
 ボックスに保存されている文書を選択して、関連付けされているジョブフローを手動で実行
 ボックスに保存されている文書とジョブフローを選択して、手動で実行
 デバイス設定ツールで作成したジョブフローを選択して、手動で実行

デバイス設定ツールの利用設定
 TCP/IP

参照
「プロトコル設定」（P.168）を参照してください。

 SOAP
［設定］＞［ネットワーク設定］＞［ポート設定］＞［SOAP］＞［SOAP- ポート］＞［起動］をタップします。

 SNMP
CentreWare Internet Servicesを使用して、SNMPポートのトランスポートプロトコルを設定します。

 ソフトウェア
Device Setup（デバイス設定ツール）は、弊社の会員制ポータルサイト「富士ゼロックスダイレクト」
の ApeosWare Management Suite 2のページからダウンロードします。

参照
 デバイス設定ツールのマニュアルを参照してください。

8 ジョブフロー
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ジョブフローの作成

1. ［設定］＞［アプリ設定］＞［ジョブフロー設定］＞［ジョブフロー登録］をタップします。
補足

［ボックス操作］からでも作成できます。［ボックス操作］＞ボックスを選択＞ ＞［ジョブフローの関連付け］
＞［関連付けられているジョブフロー］をタップします。

［ボックス操作］から作成したジョブフローは、ジョブフローを作成した親展ボックスだけで利用できます。ほ
かの親展ボックスでは使用できません。

作成済みのジョブをタップすると、ジョブフローの編集、削除できます。

2. 画面右上の［+］をタップします。

3. ［名称］にジョブフロー名を入力して、［完了］をタップします。

4. 必要に応じて、［説明］、［検索キーワード］を設定します。
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5. ［送信先 /処理］でジョブフローの動作をタップします。

6. 必要に応じて、各項目を設定して、［OK］をタップします。

7. 新規作成画面で［OK］をタップします。

ジョブフローの実行
自動

1. ［ボックス操作］をタップします。

2. ボックスをタップします。

3. ＞［ジョブフローの関連付け］をタップします。

4. ［関連付けられているジョブフロー］をタップします。

5. 使用するジョブフローをタップします。

6. ［OK］をタップします。

7. ［自動実行］をタップして、チェックマークを付けます。
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8. ［OK］をタップします。

補足

 親展ボックスにジョブフローが関連付けされると、［ボックス操作］画面のボックス表示が に変わります。

手動

1. ［ボックス操作］をタップします。

2. ボックスをタップします。

3. ジョブフローを使用して実行する文書をタップします。

4. ＞［ジョブフローの関連付け］をタップします。

5. ［今すぐ実行］をタップします。

文書選択

1. ［ボックス操作］をタップします。

2. ボックスをタップします。

3. ジョブフローを使用して実行する文書をタップします。

4. ［ジョブフローを実行する］をタップします。
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5. ［ジョブフローを選択する］をタップして、使用するジョブフローを選択します。

6. ［OK］をタップします。

7. ［スタート］をタップします。

デバイス設定ツールで選択実行

1. 原稿をセットします。

2. ［ジョブフロー］をタップします。

3. 使用するジョブフローをタップします。

4. ［OK］をタップします。

5. ジョブフローの設定を一時的に変更する場合は、次の操作をします。
(1)［設定の一時変更］をタップして、項目を変更します。

(2) 変更が終わったら、［OK］をタップします。

6. ［スタート］をタップして、ジョブフローを実行します。

解除

1. ［ボックス操作］をタップします。

2. ジョブフローを解除するボックスをタップします。

3. ＞［ジョブフローの関連付け］をタップします。

4. 関連付けられているジョブフローを確認して、［関連付けを解除］をタップします。

5. ［はい（解除する）］をタップします。
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アドレス帳の登録
アドレス帳に登録すると、メールやファクス、スキャン機能の宛先や転送先を、アドレス帳から簡
単に指定できます。また、アドレス帳の宛先からアプリを起動させて、送信できます。
アドレス帳には、5,000 件の連絡先を登録できます。1 件の連絡先には、メール、ファクス、サー
バー、インターネットファクス、IPファクス（SIP）の宛先をそれぞれ 1件ずつ登録できます。

補足
 CentreWare Internet Services を使用して、大量のアドレス情報を CSVフォーマットで一度に登録できます。

1. ［アドレス帳］をタップします。

2. 画面右上の［追加］をタップします。

作成済みの連絡先をタップすると、連絡先の編集、削除できます。

9 アドレス帳
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3. ［連絡先を追加］をタップします。

4. 表示名を入力します。

5. 必要に応じて、その他の名称を入力します。

補足

［お気に入り］に登録する場合は、 をタップします。

6. 各宛先を追加します。

(1) 各宛先の をタップして、宛先を入力します。

(2)［OK］または［完了］をタップします。

(3)［設定］をタップして、詳細項目を設定します。

(4)［＜］をタップして、［連絡先を追加］画面まで戻ります。
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7. ［連絡先を追加］画面で［OK］をタップします。

詳細項目の設定

項目 説明
補助項目 1、補助項目 2、
補助項目 3

［補助項目 1の属性名］～［補助項目 3の属性名］で設定した属性名が、項目名と
して表示されます。補助項目として、任意の情報を入力できます。
［補助項目 1］
文字列が短めの情報（電話番号や社員番号など）に適しています。

［補助項目 2］
文字列が長めの情報（事業所や部署名など）に適しています。

［補助項目 3］
文字列が長い情報（部署名や住所など）に適しています。

参照
「補助項目 1の属性名～ 補助項目 3の属性名」（P.184）を参照してください。

S/MIME用証明書 S/MIME 用証明書の関連付けができます。あらかじめ、証明書を作成しておく必
要があります。
証明書を関連付ける場合は、［関連付けの変更］をタップして、表示された画面で
証明書を選択します。関連付けを解除する場合は、［関連付け解除］をタップしま
す。

補足
［設定］＞［リセット］＞［工場出荷時の設定に戻す］や証明書の削除により、アド
レス帳の S/MIME 用証明書に関連付けられていた証明書が削除されると、S/MIME 用
証明書の関連付けは無効になります。関連付けした S/MIME用証明書を再度登録した
場合には、アドレス帳の S/MIME用証明書の関連付けを手動でやり直してください。

 本機に登録されている証明書が多い場合は、証明書の関連付けに時間がかかる場合が
あります。

参照
『リファレンスガイド 付録編』の「暗号化と署名機能」を参照してください。

サーバー名 転送先のサーバー名または IPアドレスを入力します。

共有名 SMBフォルダーに設定されている共有名を入力します。

補足
 共有名の先頭には、「/」を使用しないでください。
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保存場所 文書を保存するためのディレクトリーを入力します。SMBの場合は、UNC形式で
入力します。
 FTP/SFTP転送の場合
例）ログイン時のルートディレクトリーにある、aaaディレクトリーの bbbディ
レクトリーに保存する場合
aaa/bbb

 SMB転送の場合
例）指定したボリュームの aaa ディレクトリーにある、bbb ディレクトリーに
保存する場合
aaa￥bbb

ポート番号 転送先のポート番号を指定します。

ユーザー名 転送先のサーバーからユーザー名の入力を求められる場合は、ユーザー名を設定
します。
 UPN形式の場合
ユーザー名 @ドメイン名
入力例：fuji@example.com（fuji：ユーザー名、example.com：ドメイン名）

 NetBIOS形式の場合
ドメイン名￥ユーザー名
入力例：example￥fuji（example：ドメイン名、fuji：ユーザー名）

 ワークグループの場合
ローカルユーザー名
入力例：Fuji-Taro

パスワード 転送先のサーバーからパスワードの入力を求められる場合は、パスワードを設定
します。

内線 / 外線 指定された宛先に内線または外線で送信するように設定します。

送信ヘッダ宛先名 送信ヘッダーに表示される宛先名を設定します。

通信モード 通信モードを設定します。

送信画質 送信するときの画質を設定します。

送信シート 送信シートを添付して送信できます。添付する場合は、送信シートに入れる送信
先と発信元のコメントを指定します。

最大蓄積サイズ 相手先の受信紙サイズや処理できるプロファイルに合わせて、最大蓄積サイズを
選択します。

時刻指定 時刻指定送信できます。

親展通信指示 親展通信ができます。なお、親展通信をする場合は、あらかじめ相手先の親展ボッ
クスの番号と暗証番号が必要です。

Fコード Fコード通信ができます。

補足
 Fコードは、「0」+親展ボックス番号になります。たとえば、親展ボックス番号が「123」
の場合、Fコードは、「0123」になります。

課金情報（昼間料金）、
課金情報（夜間料金）、
課金情報（深夜料金）

時間帯（昼間 / 夜間 / 深夜）別の 1 度数あたりの通信時間（単位通信時間）を設
定します。

インターネットファクス
プロファイル

インターネットファクスのプロファイル形式を設定します。
プロファイルとは、送受信するインターネットファクス対応機間で、画像の解像
度や用紙サイズなどの属性情報を制限するための決めごとです。

項目 説明
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宛先グループの登録
同報送信する宛先をまとめて宛先グループとして登録できます。
なお、宛先グループに登録する宛先は、あらかじめアドレス帳に登録しておく必要があります。
宛先グループは、メール送信およびファクス送信時の宛先に指定できます。

補足
 宛先グループは、最大 500件（メールグループ 250件、ファクスグループ 250件）を登録できます。
 メールグループでは、1グループあたり宛先を 100件登録できます。
 ファクスグループでは、1グループあたり宛先を 600件登録できます。

1. ［アドレス帳］をタップします。

2. 画面右上の［追加］をタップします。

作成済のグループをタップすると、グループの編集、削除できます。

TIFF-S A4より大きいサイズの原稿を、A4に縮小して送信する場合に選択します。

TIFF-F 送信画質で超高画質を指定したり、A3サイズ、JIS B4サイズの原稿を送信したり
する場合に選択します。

TIFF-J JBIGで原稿を送信する場合に選択します。

項目 説明
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3. ［グループを追加］をタップします。

4. 登録するグループの種類をタップします。

5. グループ名、よみがなを入力して、［完了］をタップします。

補足

［お気に入り］に登録する場合は、 をタップします。

6. ［メンバーを追加］をタップします。

7. 登録する宛先をタップして、チェックマークを付けます。

8. ［OK］をタップします。

9. ［グループを追加］画面で［OK］をタップします。
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表示切り替え
フィルター

1. ［アドレス帳］をタップします。

2. ［すべて］をタップします。

3. 該当する宛先種別をタップします。

検索

1. ［アドレス帳］をタップします。

2. ［検索］をタップします。
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3. キーボードで検索する文字列を入力します。
入力した文字列を含んだ連絡先がリスト表示されます。

4. 表示された連絡先から該当する連絡先をタップします。
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補足
 機械管理者モードでだけ操作できる項目も含めて記載しています。

言語切り替え
表示される言語とキーボードのレイアウトを切り替えます。

10 設定
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機械確認 /レポート
シリアル番号やプリントページ数、IPアドレスなどの本機のさまざまな情報を画面で確認できます。
また、レポート /リストをプリントして、ジョブの履歴や設定 /登録内容などを確認できます。

レポート /リストの出力
をタップすると、レポートまたはリストをプリントできます。

項目 説明
PostScriptフォントリスト PostScriptで使用できるフォントがプリントされます。

PCLフォントリスト PCLで使用できるフォントがプリントされます。

ジョブ確認 /通信管理レポート

ジョブ履歴レポート 最新の 200 件まで、ジョブの実行結果がプリントされます。ジョブの種類
ごとにプリントすることもできます。
［関連ジョブを含める］にチェックマークを付けると、関連ジョブそれぞれ
を 1 行ずつプリントします。チェックマークを外すと、複数の関連ジョブ
（ジョブフローのジョブなど）を 1行にまとめてプリントします。

エラー履歴レポート 参照
「エラー履歴レポート」（P.108）を参照してください。
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通信管理レポート 相手局名や通信結果 /状態が発信と着信に分けてプリントされます。

補足
 ApeosWare Management Suite 2（別売）を使用すると、通信管理レポートの内
容をクライアント PCに取り込めます。

蓄積文書リスト 親展ボックスに保存されている未完了ジョブ（送受信が完了していない文
書、ポーリング予約文書）がプリントされます。

コピー設定 本機のハードウェア構成やネットワーク情報、プリント機能やコピー機能
の設定状態を確認できる機能設定リストがプリントされます。

プリンター設定
機能設定リスト（共通項目） 本機のハードウェア構成やネットワーク情報、プリント機能やコピー機能

の設定状態を確認できる機能設定リストがプリントされます。

ART EXフォーム登録リスト オーバーレイ印字機能で、フォームとして登録した文書の一覧がプリント
されます。

参照
 ART EXプリンタードライバーのヘルプを参照してください。

PCL設定リスト PCLプリンターモードの各設定がプリントされます。

PCLマクロ登録リスト PCLプリンターモード用に登録したフォームの一覧がプリントされます。

PDF設定リスト PDFプリンターモードの各設定がプリントされます。

TIFF/JPEG設定リスト TIFFおよび JPEGプリンターモードの各設定がプリントされます。

TIFF/JPEG 論理プリンター
登録リスト

TIFFおよび JPEGプリンターモードで作成した論理プリンターの一覧がプリ
ントされます。

補足
 TIFFおよびJPEG論理プリンターの設定は、CentreWare Internet Servicesで行いま
す。

PostScript 論理プリンター
登録リスト

PostScriptで作成した論理プリンターの一覧がプリントされます。

補足
 PostScript論理プリンターの設定は、CentreWare Internet Servicesで行います。

ESC/P設定リスト ESC/Pエミュレーションモードの各設定がプリントされます。

ESC/Pメモリー登録リスト ESC/P エミュレーションモードのメモリー登録の各設定がプリントされま
す。

ART IV, ESC/Pユーザー定義
リスト

ART IV、ESC/P、PC-PR201Hで利用できるフォーム、ロゴ、パターンの登録
内容がプリントされます。

参照
 それぞれのモードの詳細な内容については、『リファレンスマニュアル』（別売）
を参照してください。

HP-GL/2設定リスト HP-GL、HP-GL/2、HP-RTL エミュレーションモードの各設定がプリントされ
ます。

HP-GL/2 メモリー登録リス
ト

HP-GL、HP-GL/2、HP-RTL エミュレーションモードのメモリー登録の各設定
がプリントされます。

HP-GL/2パレットリスト HP-GL、HP-GL/2エミュレーションのペン属性で設定できる 256色の見本リ
ストをプリントします。

PC-PR201H設定リスト PC-PR201Hエミュレーションモードの各設定がプリントされます。

項目 説明
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PC-PR201Hメモリー登録リ
スト

PC-PR201H エミュレーションモードのメモリー登録の各設定がプリントさ
れます。

フォントリスト 使用できるフォントの一覧がプリントされます。

PCLフォントリスト PCLで使用できるフォントがプリントされます。

PostScriptフォントリスト PostScriptで使用できるフォントがプリントされます。

DocuWorksプリント設定リ
スト

DocuWorksダイレクトプリントのための設定がプリントされます。

スキャナー設定
機能設定
機能設定リスト（共通項
目）

本機のハードウェア構成やネットワーク情報、プリント機能やコピー機能
の設定状態を確認できる機能設定リストがプリントされます。

拡張機能設定リスト スキャナー機能やファクス機能に関する設定状態がプリントされます。

送受信ドメイン制限リ
スト

送受信を制限するドメインの設定状況がプリントされます。

連絡先リスト アドレス帳の登録内容がプリントされます。

補足
［詳細情報の出力］にチェックマークを付けると、宛先種別や通信モードなど
の情報もプリントされます。

ファクス設定
機能設定
機能設定リスト（共通項
目）

本機のハードウェア構成やネットワーク情報、プリント機能やコピー機能
の設定状態を確認できる機能設定リストがプリントされます。

拡張機能設定リスト ファクス機能やスキャナー機能に関する設定状態がプリントされます。

ボックスセレクターリ
スト

親展ボックスへの振り分け機能の設定状況がプリントされます。

ファクス受信制限リス
ト

ファクス受信を禁止している G3-ID（電話番号）の設定状況がプリントされ
ます。

送受信ドメイン制限リ
スト

送受信を制限するドメインの設定状況がプリントされます。

VoIP ゲートウェイ登録
リスト

VoIPゲートウェイの登録状況がプリントされます。

連絡先リスト アドレス帳の登録内容がプリントされます。

補足
［詳細情報の出力］にチェックマークを付けると、宛先種別や通信モードなど
の情報もプリントされます。

コメント登録リスト 送信シートで使用するコメントの登録内容を確認できます。

課金データリスト 指定した宛先番号の課金データの登録状況を確認できます。

機能別カウンターレポート 各機能別に実際に利用した内訳（プリント枚数や使用回数など）や利用し
ていない時間（待機時間、低電力モード時間、スリープモード時間、電源
オフ時間など）の累計を分単位がプリントされます。

エラー履歴レポート 本機に発生したエラーに関する情報が、最新の 50件までプリントされます。

項目 説明
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通知
障害の状態、交換時期やその他の重要なメッセージなどの本機からの通知を重要度順に表示します。
通知を選択すると、詳細や関連するページを確認できます。

用紙トレイ
トレイ番号をタップして、セットされている用紙を設定します。
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共通設定

項目 設定
ユーザー用紙属性の名称設定 ユーザー用紙に名称を付けられます。

用紙選択画面の補助属性表示 用紙トレイの自動サイズ検知の設定有無、または［自動選択条件］の指定
内容が用紙選択画面が表示されます。

トレイセット時の用紙変更画
面表示

用紙をセットすると、用紙設定画面が表示されます。

用紙種類の優先順位 自動トレイ選択時に同一サイズ、同一方向の用紙が複数セットされている
場合に、使用する用紙種類がセットされた用紙トレイの優先順位を設定し
ます。
各トレイに設定した［トレイの優先順位］より優先されます。
ただし、異なる用紙種類に同じ優先順位を設定した場合は、［トレイの優先
順位］によって、選択される用紙が決まります。また、［自動トレイ選択し
ない］に設定した用紙種類がセットされているトレイは、自動トレイ選択
の対象にはなりません。

自動トレイ動作制御 選択しているトレイの用紙がなくなったときに、切り替える条件や対象を
設定します。

自動トレイ切り替え 自動切り替えの条件を設定します。
 常に切り替える
用紙トレイの［自動トレイ切り替え］の設定に関わらず、常に切り替え
ます。

［自動］選択時に切り替える
用紙トレイの［自動トレイ切り替え］の設定に応じて切り替えます。

 同一用紙種類 /色で切り替える
用紙種類と色が同じトレイを切り替え対象とします。

対象用紙種類（コピー） トレイを切り替えるときの用紙種類の扱いを設定します。
 優先順位に従う
［用紙種類の優先順位］に従って動作します。
 指定用紙種類のみ
用紙の種類を指定します。

対象用紙色（コピー） トレイを切り替えるときの用紙色の扱いを設定します。
 全ての用紙色を対象
すべての用紙色を対象にします。

 指定用紙色のみ
用紙色を指定します。

用紙種類別画質処理 用紙種類ごとに、画質の処理方法を設定します。
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 用紙種類と設定値
用紙種類 設定値 坪量（g/㎡）

普通紙の画質処理 普通紙（A） 64～ 70

普通紙（B） 71 ～ 82

普通紙（S） カスタム設定用です。

上質紙の画質処理 上質紙（A） 83～ 90

上質紙（B） 91～ 105

再生紙の画質処理 再生紙（A） 64～ 70

再生紙（B） 71～ 82

再生紙（C） 83～ 90

再生紙（D） 91～ 105

うら紙の画質処理 うら紙（A） 64～ 70

うら紙（B） 71～ 82

うら紙（S） カスタム設定用です。

穴あき紙の画質処理 普通紙（A） 64～ 70

普通紙（B） 71 ～ 82

普通紙（S） カスタム設定用です。

厚紙 1の画質処理 厚紙 1（A） 106～ 135

厚紙 1（B） 136～ 157

厚紙 1（C） 158～ 176

厚紙 1（S） カスタム設定用です。

厚紙 1（ウラ面）の画質処理 厚紙 1（A）（ウラ） 106 ～ 135

厚紙 1（B）（ウラ） 136 ～ 157

厚紙 1（C）（ウラ） 158 ～ 176

厚紙 1（S）（ウラ） カスタム設定用です。

厚紙 2の画質処理 厚紙 2（A） 177～ 220

厚紙 2（S） カスタム設定用です。

厚紙 2（ウラ面）の画質処理 厚紙 2（A）（ウラ） 177 ～ 220

厚紙 2（S）（ウラ） カスタム設定用です。

厚紙 3の画質処理 厚紙 3（A） 221～ 256

厚紙 3（B） 257～ 300

厚紙 3（S） カスタム設定用です。

厚紙 3（ウラ面）の画質処理 厚紙 3（A）（ウラ） 221～ 256

厚紙 3（B）（ウラ） 257～ 300

厚紙 3（S）（ウラ） カスタム設定用です。

コート紙 1の画質処理 コート紙 1（A） 106～ 135

コート紙 1（B） 136～ 157

コート紙 1（C） 158～ 176
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消耗品確認
消耗品の状態を確認できます。

コート紙 1（ウラ面）の画質処理 コート紙 1（A）ウラ 106～ 135

コート紙 1（B）ウラ 136～ 157

コート紙 1（C）ウラ 158～ 176

コート紙 3の画質処理 コート紙 3（A） 221～ 256

コート紙 3（B） 257～ 300

コート紙 3（ウラ面）の画質処理 コート紙 3（A）ウラ 221 ～ 256

コート紙 3（B）ウラ 257 ～ 300

はがきの画質処理 厚紙 1（A） 106～ 135

厚紙 1（B） 136～ 157

厚紙 1（C） 158～ 176

厚紙 2（A） 177～ 220

封筒の画質処理 封筒 106

厚紙 1（A） 106～ 135

厚紙 1（B） 136～ 157

厚紙 1（C） 158～ 176

厚紙 2（A） 177～ 220

厚紙 3（A） 221～ 256

厚紙 3（B） 257～ 300

ユーザー用紙 1の画質処理～ユーザー用紙 5の画質処理 普通紙（A） 64～ 70

普通紙（B） 71～ 82

普通紙（S） カスタム設定用です。

上質紙（A） 83～ 90

上質紙（B） 91～ 105

用紙種類 設定値 坪量（g/㎡）
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メーター確認
メーター別に、コピー /プリントページ数を確認できます。

 長尺用紙のカウント
A3（297.2×420.4）の面積サイズを基準にして、各メーターの値が増加します。
 1.5～ 2倍（たて：330.0 mmの場合、よこ：568.0～ 757.2 mm）：+1
 2～ 3倍（たて：330.0 mmの場合、よこ：757.3～ 1135.8 mm）：+2
 3倍以上（たて：330.0 mmの場合、よこ：1135.9 mm以上）：+3

項目 設定
シリアル番号 本機のシリアル番号が表示されます。

メーター 1 白黒コピー、白黒プリント、およびファクスの合計ページ数が表示されます。

補足
 次のときに、白黒プリントと認識されます。

- カラーモードで［白黒］や［グレースケール］を選択したとき
- カラーモードを指定しなかったときは、データが黒 1色と判断されたとき

メーター 2 通常は使用されません。

メーター 3 カラーコピー、カラープリントの合計ページ数が表示されます。

補足
 次のときに、カラープリントと認識されます。

- カラーモードで［フルカラー］を選択したとき
- カラーモードを指定しなかったときは、データに黒以外の色が使用されてい
ると判断されたとき
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ユーザー別メーター確認
ユーザー別のページ数を確認できます。
集計管理機能が有効に設定されている場合に、現在認証されているユーザー IDのメーターを確認で
きます。

補足
［ユーザー別メーター確認］は、［集計管理機能の運用］が［本体集計管理］のときだけ表示されます。

機能別カウンターのリセット
機能別に集計したスキャン、プリント数や稼動状況の累積時間などのカウントをリセットできます。
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システム設定

システム時計 /タイマー設定

項目 説明
日付 本機のシステム時計の日付を設定します。

時刻 本機のシステム時計の時刻を設定します。

時刻サーバー（NTP）と同期 時刻サーバー（NTP：Network Time Protocol）の時刻と同じになるように、
サーバーから時刻を取得し、本機の時刻を合わせます。

時刻サーバーの接続間隔 時刻サーバーに何時間ごとに接続するかを設定します。

時刻サーバーアドレス 時刻サーバーのサーバー名または IPアドレスを設定します。

自動リセット 何も操作をしない状態で一定の時間が経過したとき、自動リセットされる
かを設定します。［する］を選択した場合は、時間を設定します。

補足
［しない］に設定しても、ジョブの中断中に操作を 1分間しないと、自動リセッ
トされ、ジョブが再開される場合があります。自動リセット後のジョブの動作
は、「ジョブ一時停止後の処理」（P.127）で設定します。

ジョブ自動解除 コピーやスキャン中に、エラー（用紙の補給、原稿づまり、用紙詰まりな
ど）が発生したとき、現在のジョブを解除して、次のジョブを実行できる
までの時間を設定します。

プリント起動 タッチパネルディスプレイ（［スタート］は除きます）の操作後、プリント
ができるまでの時間を設定します。

プリント禁止の設定 ホーム画面に［自動プリントの許可 /禁止］を表示するかを設定します。
［手動で禁止する］に設定すると、［自動プリントの許可 / 禁止］をホーム
画面に表示できます。

補足
［自動プリントの許可 /禁止］の［禁止する］を選択すると、一時的にプリント
を禁止できます。［許可する］を選択すると、プリントが可能になります。

［手動で禁止しない］を選択すると、ホーム画面から［自動プリントの許可 /禁
止］の表示が消えます。

 CentreWare Internet Servicesで、特定の時間帯をプリント禁止に設定することも
できます。

タイムゾーン GMTを基準に、-12時間から +12時間の範囲で設定します。

サマータイム サマータイムを設定します。設定した期間は、現在の時刻に 1 時間加えた
時刻になります。
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節電モードの設定

暖機モード動作 本機内の結露を防止、または軽減する暖機モードに移行できます。
［する］を選択し、［開始時刻］と［継続時間］を設定すると、［開始時刻］
から［継続時間］まで暖機モードに移行します。

［自動的に動作する］にチェックマークを付けると、［しない］/［する］
にかかわらず、結露状況を予測して結露時期になると、暖機モード動作
が有効になります。設定した［開始時刻］になると、暖機モードに移行
します。

［自動的に停止する］にチェックマークを付けると、結露しない状態が一
定期間続いたときに、暖機モード動作が無効になります。

［結露注意の表示］にチェックマークを付けると、本機が結露発生の可能
性を感知したときに、メッセージを表示します。

補足
 製品によっては、カストマーエンジニアの設定が必要です。

オンデマンド印刷の有効時間 外部アクセスを使用してプリントする場合の有効時間を設定します。プリ
ントを指示したあと、ここで設定した時間以内に外部接続先からプリント
データを受信しないと、プリント指示が無効になります。

項目 説明
節電モード移行時間 モードごとに、移行する時間を入力します。

自動プリント後の節電モード
移行

クライアントPCからのプリントやファクスなどの受信プリントが完了した
あとに、節電モードへ移行するタイミングを設定します。

スリープモード設定 スリープモード中の動作を、省電力優先にするか復帰時間優先にするかを
設定します。

節電解除の制御 節電状態を解除するときに、使用する部分だけを解除できます。
Smart WelcomEyes Smart WelcomEyesが稼働するかを設定します。

電源の自動制御 設定した時刻になると電源が切れるように設定します。

項目 説明
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音の設定
操作時、エラー時に出力される音の種類と音量を設定します。

画面 /ボタンの設定

項目 説明
初期表示画面 電源を入れたり、節電状態を解除したときに表示する画面を設定します。

初期表示言語 * デフォルトで表示する言語を選択します。

自動リセット後の画面 自動リセット後に表示する画面を設定します。

認証画面の自動表示 認証機能を利用している場合、電源を入れたり、節電状態を解除したとき
に、認証画面を表示できます。

ボタンの配色 * ［メリハリ］を選択すると、各画面に共通の、スタート /ストップ /リセッ
トなどのボタンが強調される色合いに変更されます。

画面輝度調整 タッチパネルディスプレイの明るさを調整します。

宛先確認 -メール メール送信時に宛先を確認する画面を表示できます。

宛先確認 - ファクス / インター
ネットファクス

ファクス / インターネットファクス /IP ファクス（SIP）の宛先指定時や送
信時に、宛先を確認する画面を表示できます。

消耗品情報画面の表示 消耗品の状態が表示されます。
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* :最新のソフトウェアの場合に表示されます。

画質の設定

USBメモリー検出時の画面表示 USBメモリー差込口に USBメモリーを挿入したときに、画面表示を切り替
えるかを設定します。また、切り替える場合の画面を設定します。

補足
［機能選択画面］に設定すると、USBメモリー挿入時に［USB保存］、［文書プリ
ント］、［デジカメプリント］を選択する画面が表示できます。

USBメモリー検出時の警告画面
表示

USBを差し込むと、確認画面が表示されます。

キーボード入力制限 本機で表示されるキーボードの入力可能文字を ASCIIだけに制限できます。

ダブルタップの間隔 本機のタッチパネルディスプレイでダブルタップしたときに、ダブルタッ
プとして認識される間隔を設定します。

リセットボタンの表示 各アプリの画面に［リセット］が表示されます。

セキュリティ警告 - 機械管理者
設定

機械管理者モードでのログイン時、セキュリティの警告が表示されます。

セキュリティ警告 -SNMP設定

セキュリティ警告 - グローバル
IPアドレス

アプリ起動時の設定継続確認
画面表示

アプリケーションアイコンをタップしたとき、設定引き継ぎの確認が表示
されます。

通知バナーの抑制 * チェックマークを付けると、イベント通知（メンテナンスや注意を促すメッ
セージ）が非表示になります。

通知バナーの表示時間 メッセージの表示時間を選択します。

ジョブ確認バナーの表示設定 自動リセット後にメッセージが表示されます。

ラン画面の表示形式 ジョブを実行したときに、実行中画面とメッセージのどちらを表示するか
を設定します。

項目 説明
文字 /写真分離レベル ［原稿の画質］の［文字 /写真］でコピーする場合、原稿を読み取るときに、

文字か写真かを判別するレベルを設定します。

項目 説明
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レポート設定
［レポート / リストの出力］の内容を機械管理者モード以外のときに表示させるかと、各リポートを
プリントするかを設定します。

白黒 /カラー分離レベル ［カラーモード］を［自動］に設定したときに、原稿が白黒かカラーかを判
別するレベルを設定します。

写真部分再現レベル（カラーコ
ピー）

［原稿の画質］の［文字 /写真］でコピーするとき、写真と判別した画像の
色再現を調整できます。
［文字より］に設定すると、画像の高濃度部が強調され、はっきりとしたコ
ピー結果になります。
［写真より］に設定すると、淡い色の再現が向上し、画像の写真部分の階調
が滑らかになります。

写真の画質処理（コピー） ［原稿の画質］の［写真］でコピーするときに、速度を優先するか、画質を
優先するかを選択します。

地色除去方式（カラーコピー） カラーでコピーするときの地色除去の方式を設定します。

地色除去方式（白黒コピー） 白黒でコピーするときの地色除去の方式を設定します。

地色除去方式（スキャナー） スキャンするときの地色除去の方式を設定します。

イメージエンハンス コピーとファクスで印字するイメージを、滑らかに見えるように処理しま
す。

画質セットアップの自動実行 画質セットアップを定期的に実行するように設定すると、プリント開始ま
での時間を削減できます。

項目 説明
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複製管理
複製管理とは、書類の複製を抑止するために、用紙の背景全体に文字列や背景パターンを印字する
機能です。

補足
  ユーザー管理番号は、認証モードの設定によって印字されないことがあります。

項目 説明
印字する日付の形式 日付の形式を設定します。

ここで設定した値は、［アノテーション］、［複製管理］、［強制アノテーショ
ン］に適用されます。

隠し印刷初期値 複製管理の隠し印字の初期値を設定します。

文字列初期値 複製管理で印字される文字列を設定します。

文字列の大きさ 複製管理で印字される文字の大きさを設定します。

背景パターン 隠し印字で使用する文字列を埋め込むための、背景パターンを設定します。

印刷の色 複製管理の隠し印字の文字の色を設定します。

印刷の濃度 複製管理で印字される文字の濃度を設定します。

文字 /背景コントラスト 複製管理で印字される文字 /背景のコントラストを設定します。
［サンプルリストの出力］でプリントしたサンプルを参考にして設定してく
ださい。

強制複製管理 -コピー コピーするときに、強制的に複製管理するかを設定します。［する］に設定
すると、コピー機能の［複製管理］が［する］に固定され、変更できなく
なります。
印字される文字列は、ユーザー管理番号、本機の ID、コピー日時です。

強制複製管理 - クライアントプ
リント

クライアント PCからプリントするときに、強制的に複製管理するかを設定
します。
本機の設定を優先する場合は［本体の設定を優先］を、TrustMarkingBasic
（別売）などのソフトウェアやプリントサーバーの設定を優先する場合は、
［クライアントの設定を優先］を選択します。
［本体の設定を優先］を選択した場合は、ユーザー情報またはユーザー管理
番号、本機の ID、印字日時が印字されます。

補足
［強制ペーパーセキュリティー］（P.121）の［クライアントプリント］と共通です。

強制複製管理 - ボックスプリン
ト

親展ボックスからプリントをするときに、強制的に複製管理するかを設定
します。
印字される文字列は、ユーザー管理番号、本機の ID、プリント日時です。
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ペーパーセキュリティ
原稿に埋め込まれている複製制限コードを検出するかを設定します。複製制限コードが埋め込まれ
た原稿を読み込むと、ジョブは強制的に中止されます。

強制複製管理 - メディアプリン
ト

文書プリント、デジカメプリントするときに、強制的に複製管理するかを
設定します。
印字される文字列は、ユーザー管理番号、本機の ID、プリント日時です。

文字列登録 1～文字列登録 3 複製管理で印字される文字列を登録します。

サンプルリストの出力 背景のコントラストが異なる複数のサンプルをプリントします。プリント
サンプルをもとに、［文字 /背景コントラスト］を設定してください。

項目 説明
ぺーパーセキュリティーの動
作制御

原稿に埋め込まれている複製制限コードを、検出するかを設定します。

デジタルコードの設定 文書に埋め込むデジタルコードの解析パスワードと列を設定します。

補足
 デジタルコードの解析には、弊社ソフトウェアの PaperSecurity Analyzer（別売）
が必要です。

 解析パスワードを設定すると、文書のデジタルコードを解析するアプリケー
ション使用者を限定できます。

強制ペーパーセキュリティー ジョブの種類ごとに、強制的にペーパーセキュリティー機能を実行するか
を設定します。

補足
［クライアントプリント］で本機の設定を優先する場合は［本体の設定を優先］
を、TrustMarkingBasic（別売）などのソフトウェアやプリントサーバーの設定
を優先する場合は、［クライアントの設定を優先］を選択します。

［クライアントプリント］の設定は、「強制複製管理 - クライアントプリント」
（P.120）と共通です。

項目 説明
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強制アノテーション
ジョブの種類ごとに関連づけられたレイアウトテンプレートに従い、ユーザー名や日付などの文字
列（アノテーション）を強制印字する機能です。

 preset1
印字位置：右下
印字項目：文書名、クライアント PCの IPアドレス、ユーザー名、カード ID、ユーザー ID、年月日時

ペーパーセキュリティーの初
期値

複製制限コードを埋め込むかを設定します。
 埋め込まない
複製制限コードは埋め込まれませんが、デジタルコードが文書に埋め込
まれます。
印字した文書の複製は制限されません。

 埋め込む
複製制限コードとデジタルコードが文書に埋め込まれます。
印字した文書の複製が制限されるので、コピーはできません。

補足
 設定された複製制限コードは、ファクス操作、およびスキャン操作でも同様の
制限になります。

隠し印字の設定 隠し文字を設定すると、コピー / プリントする文書に隠し文字が埋め込ま
れます。隠し文字が埋め込まれた文書をコピーすると、埋め込まれた隠し
文字が白抜きになります。

文字列初期値 ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字列を設定します。

背景パターン ペーパーセキュリティーの隠し印字の背景パターンを設定します。

印刷の色 ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字の色を設定します。

文字 /背景コントラスト ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字 / 背景のコントラストを設定し
ます。
［サンプルリストの出力］でプリントしたサンプルを参考にして設定してく
ださい。

文字列登録 1～ 3 ペーパーセキュリティーの隠し印字の文字列を登録します。

サンプルリストの出力 背景のコントラストが異なる複数のサンプルをプリントします。プリント
したサンプルをもとに、［文字 /背景コントラスト］を設定してください。

項目 説明
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 preset2
印字位置：左下
印字項目：文書名、クライアント PCの IPアドレス、ユーザー名、カード ID、ユーザー ID、年月日時

 preset3
印字位置：右下
印字項目：ユーザー ID、年月日時

 preset4
印字位置：左下
印字項目：ユーザー ID、年月日時

UUID印字
データごとにジョブを特定できるように、識別 ID（UUID）を印字できます。
ApeosWare Management Suite 2（別売）やイメージログ管理機能を利用すると、UUIDをキーとして
ログを検索し、ジョブごとに「いつ」、「誰が」、「コピー、プリント、スキャンしたか」などの情報
を確認できます。

補足
［強制アノテーション］の［レイアウトテンプレートの関連付け］でレイアウトテンプレートを設定している場
合は、設定しているテンプレートの上に、ここで設定する文字が印字されます。

 微調整値は、用紙の端を 0 mm として、値を大きくすると用紙中央方向に移動します。ただし、印字位置で［中
央上］または［中央下］を選択し場合、よこ方向の調整値は用紙の中央を 100 mm としています。印字位置で
［中央上］、または［中央下］を選択する場合は、微調整値をいったん 100 mm に設定してから調整をしてください。
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イメージログ管理
イメージログ管理は、本機で実行されたジョブの文書を画像データとして保存し、ジョブの利用者、
利用時刻、部数などのデータと共に、ログとして蓄積 / 管理する機能です。文書が漏えいしたとき
に、対象文書に対してジョブを実行したユーザーを特定するための情報を保存します。

補足
 イメージログ管理機能の起動後に実行されたジョブだけが、イメージログ管理機能の対象になります。
［イメージログ作成］の［解像度］の設定にかかわらず、入力イメージよりも解像度が高いイメージは作成され
ません。入力イメージの解像度が、［イメージログ作成］の［解像度］よりも低い場合は、入力イメージと同じ
解像度でイメージが作成されます。

 ファクス送受信のジョブは、［イメージログ作成］の［作成保証レベル］の設定にかかわらず、常に［作成保証
レベル］を［低］として動作します。

 イメージは、最大 8,191ページまで作成できます。
 格納できるイメージログの最大数は、2,000件です。

 解像度とめやす

イメージログ管理
イメージログ管理を利用できます。

イメージログ作成対象
ジョブの種類ごとに、イメージログを作成できます。

イメージログ作成
ログとして管理する画像データについて設定します。画像データは、ジョブひとつに対して、1ファ
イル（PDF形式）作成されます。

解像度 読み取り可能な文字サイズ 一般文書でのめやす
カラージョブ
の場合

白黒ジョブの
場合

200 dpi 6 pt 6 pt 一般文書では問題ないレベルです。
100 dpi 10 pt 14 pt 大きめの文字がわかるレベルです。
72 dpi 12 pt 18 pt タイトルの文字がわかるレベルです。
50 dpi 16 pt 24 pt 文字はわかりません。プレビュー用に適しています。
25 dpi 24 pt 32 pt 文字はわかりません。サムネール用に適しています。
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イメージログ転送
作成したイメージログは、ログ管理サーバーに転送して、保存 /管理できます。

ジョブ終了時のメール通知設定

項目 説明
転送機能 転送機能を使用して、イメージログをログ管理サーバーに転送できます。

転送保証レベル 作成したイメージログが、ログ管理サーバーに確実に転送されるか保証す
るレベルを設定します。
［高］
イメージログが転送できなかった場合、本体に 2,000件まで未送信ログと
して保存され、2,000件を超えると次のジョブは実行できなくなります。

［低］
次のジョブは実行され、2,000件を超えた古いジョブから削除されます。

転送動作 本機からログ管理サーバーに、イメージログを自動転送できます。

時刻指定転送 ［転送動作］で［まとめて転送］に設定すると表示されます。
毎日決まった時刻にイメージログを転送できます。

転送タイミング ［転送動作］で［まとめて転送］に設定すると表示されます。
本機からログ管理サーバーに、イメージログを転送するタイミングを設定
します。

項目 説明
通知対象ジョブ ジョブの実行結果を通知するサービスと、通知するタイミングを設定しま

す。通知対象ジョブが 1つ以上設定されている場合は、［設定あり］が表示
されます。
［ファクス］を通知対象ジョブとして選択した場合、［ファクス送信原稿の
添付］を設定できます。ここで設定されたページ数に応じて、PDF 化され
たファクス送信原稿が通知メールに添付されます。

メールアドレス 1～メールアド
レス 5

メールの通知先を設定します。

メール本文 メールに付加されるコメントを入力できます。
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プラグイン設定
カスタム認証機能を利用する場合に、利用できるプラグインの一覧の表示や切り替えの設定をしま
す。

補足
 電子署名の検証の設定は、CentreWare Internet Servicesで行います。

その他の設定

項目 説明
オフセット排出 区切りがわかるように用紙の排出位置を交互にずらして排出する設定をし

ます。
［セット単位］に設定すると部数単位で、［ジョブ単位］に設定するとジョ
ブ（プリント指示）単位で、オフセット排出をします。

折り目あり分割製本のオフ
セット

分割単位でのオフセットの有無を設定します。
［オフセット排出（フィニッシャートレイ）］を［セット単位］に設定して
いる場合だけ有効です。ただし、製本の設定を［折り目 + ホチキス］に設
定した場合は、オフセットしません。

プリントジョブの追い越し 本機が何らかの原因で実行開始できない（コピーやプリントを開始しよう
としたときに、用紙トレイの用紙がなくなったなど）場合、ほかに実行開
始できるジョブがあるときに、ジョブの追い越しを許可できます。

プリント用紙サイズ初期値 レポート /リストをプリントするときに使用する用紙サイズを設定します。

奇数ページ文書の両面処理 文書のページ数が奇数のときに、最終ページを両面処理できます。

サイズ検知切り替え 定形サイズの原稿、および用紙を検知するときの、用紙サイズグループを
設定します。
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ミリ /インチ切り替え 画面に表示される単位を設定します。

トレイ 1の種別 オプションの封筒 /はがきトレイを装着したときに設定します。

データの暗号化 保存されているアドレス帳、認証情報、蓄積文書などのデータを暗号化し
ます。また、コピー、スキャン、およびプリントしたデータを書き込むと
きに、暗号化されます。

秘密情報の暗号化キー 機械管理者のパスワードや親展ボックスのパスワードなどの秘密情報を暗
号化するための暗号化キーを設定します。

参照
 暗号化キーは、工場出荷時には機械管理者のパスワードの初期値に設定されて
います。機械管理者のパスワードの初期値は『取扱説明書』を参照してくださ
い。

カストマーエンジニアの操作
制限

カストマーエンジニアのなりすましによって、本機のセキュリティーの設
定が変更されないように、カストマーエンジニアの操作を制限できます。
カストマーエンジニアが本機の保守作業をするときには、保守パスワード
の入力が必要になります。保守パスワードを 4～ 12桁の英数字で設定して
ください。

注記

 制限項目の変更や保守作業をするには、電子基板の交換が必要になります。電
子基板の交換には、代金ならびに交換手数料が必要になりますので、機械管理
者のユーザー ID とパスワード、および保守パスワードは忘れないようにご注
意ください。

ソフトウェアダウンロード ソフトウェアダウンロードを許可できます。この項目は、カストマーエン
ジニアが設定します。

原稿送り装置の静音制御 原稿送り装置で、原稿を読み取るときの動作音を軽減するかを設定します。
動作音を軽減させるときは、［静音動作］を選択します。

原稿送りトレイの上昇 原稿送り装置に原稿をセットしたときに、どのタイミングで原稿送りトレ
イを上昇するかを設定します。

原稿ガイド位置の確認 原稿送り装置のガイド位置を8.5"にセットして読み込みを開始したときに、
確認画面が表示されます。

原稿の重送検知 重送のメッセージが表示されます。

カラーモード自動時の印刷動
作

［カラーモード］で［自動］に設定したときに、原稿の種類でカラーかモノ
クロかを判別させて印字するか、カラーで印字するかを設定します。
 標準
原稿の種類（カラー /モノクロ）で判別させて印字します。

 速度優先
カラーで印字します。

データランプの点灯パターン データランプの点灯パターンを設定します。

センタートレイお知らせライ
ト

用紙が排出中、または排出された用紙がトレイに残っていることを知らせ
るライトが有効になります。

ジョブ一時停止後の処理 起動したジョブの操作を途中で止め、［自動リセット］で指定した時間が経
過するまで放置したあとの処理方法を設定します。

割り込み機能の設定 ホーム画面に［割り込み］が表示されます。

転写装置の待機状態 カラープリントと白黒プリントのどちらの状態で待機しておくかを設定し
ます。

項目 説明
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アプリ設定

コピー設定

プリセットボタンの設定

コピー動作制御

項目 説明
倍率ボタン -3 段目、
倍率ボタン -4 段目

［倍率選択］に表示する倍率を設定します。
倍率ボタンに割り当てる設定値は、［固定倍率ボタン］に登録した中から選
択します。

手差しトレイプリセット 1～
手差しトレイプリセット 4

［用紙選択］のトレイ 5（手差し）の画面に表示するプリセットを登録します。

項目 説明
メモリーオーバーフローの処
理

原稿の読み込み中に、ストレージの領域が不足した場合、原稿の読み込み
を中断します。
中断してから何も操作をしない状態で一定時間が経過したあとの処理方法
を設定します。

最大蓄積ページ数 コピー原稿の最大蓄積ページ数を設定します。

自動解除時のトレイ ［コピー］画面にある、［用紙選択］の［自動］が解除されたときに選択さ
れるトレイを設定します。
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異サイズ原稿の裏面コピー 両面コピーでおもて面とうら面の原稿サイズが異なる場合に、自動用紙選
択でおもて面とうら面で異なるサイズの用紙が選択されたとき、うら面を
コピーする用紙を設定します。

しない（新しい用紙にコ
ピー）

選択された新しい用紙のおもて面にコピーします。

する 用紙サイズを変更しないで、そのままおもて面と同じ用紙のうら面にコ
ピーします。

等倍微調整 等倍（100％）でコピーするときの倍率を微調整します。設定値は、［コ
ピー］画面の倍率［100%］に反映されます。

地色除去レベル（文字 /写真） カラーコピーをするときの、地色除去レベルを設定します。［原稿の画質］
で［文字 /写真］を選択する場合に有効な設定です。数値が大きくなると、
地色除去の強度が増します。

地色除去レベル（文字） カラーコピーをするときの、地色除去レベルを設定します。［原稿の画質］
で［文字］を選択する場合に有効な設定です。
数値が大きくなると、地色除去の強度が増します。

文字 /写真（印刷写真）の原稿 ［原稿の画質］で［文字 /写真］の［印刷写真］を選択したときの原稿の種
類を設定します。

標準 標準の画質でコピーします。

インクジェット原稿 インクジェットプリンターでプリントされた原稿をコピーするときに選択
します。インクジェット原稿の色識別を向上させることができます。

蛍光ペン原稿 蛍光ペンでマーキングされた原稿をコピーするときに選択します。蛍光ペ
ンの色識別（オレンジ色 /緑色）を向上させます。

原稿の画質 -うす紙原稿 ［原稿の画質］で［文字］を選択したときに、［うす紙原稿］を表示できます。

アノテーション - スタンプの透
過度

アノテーションで印字されるスタンプの透過度を設定します。

スタンプ位置微調整 - 左上～ス
タンプ位置微調整 -右下

アノテーションのスタンプをプリントする位置を調整します。

日付位置微調整 - 左上～日付位
置微調整 -右下

アノテーションの日付をプリントする位置を調整します。

ページ位置微調整 - 左上～ペー
ジ位置微調整 -右下

アノテーションのページ番号をプリントする位置を調整します。

文字付ページ位置調整 - 左上～
文字付ページ位置調整 -右下

アノテーションの文字付きページ番号をプリントする位置を調整します。

アノテーション - スタンプ－ 1
の編集～アノテーション - スタ
ンプ－ 8の編集

アノテーションのスタンプとして印字する文字列の登録や変更を、ユー
ザーに許可できます。
［禁止］に設定すると、機械管理者を含むすべてのユーザーが、文字列を編
集できなくなります。

コピー部数の制限 コピー部数を設定します。ここで設定した数を超える部数は、設定できな
くなります。

項目 説明



10設定

130

原稿サイズボタン
［原稿サイズ入力］の［サイズ指定］に表示する原稿サイズを設定します。
定形外サイズの原稿を頻繁にコピーするときなど、あらかじめ定形外サイズを設定しておくと、コ
ピーのたびに原稿サイズを入力する操作が省けます。

固定倍率ボタン
［倍率選択］＞［他の倍率］の［定形変倍 /ズーム］に表示する倍率を設定します。
［100%］と［自動%］以外のボタンに割り当てる倍率を変更できます。

登録色
［カラーモード］＞［他のカラーモード］の［単色カラー］、および［2 色カラー］で使用するユー
ザー登録色を設定します。
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IDカードコピー設定
［コピー設定］と共通です。

プリンター設定

メモリー設定
インターフェイスごとに、受信バッファ（クライアントから送信されるデータを一時的に蓄えてお
く場所）のメモリー容量を設定します。
受信バッファ容量は、使用状況と目的に応じて変更できます。受信バッファ容量を増やすと、各イ
ンターフェイスに対応するクライアントの解放が早くなることがあります。

補足
 メモリー容量を変更すると、メモリーがリセットされるので、各メモリー領域に格納されているデータは、すべ
て消去されます。

項目 説明
IDカードコピー選択時の倍率 IDカードコピーをするときの倍率を設定します。



10設定

132

フォーム削除
登録されたフォームを個別に削除します。プリンターモードごとのフォーム番号を入力して、表示
されたフォーム名称を確認してから削除してください。

ボックス文書の保存期間
親展ボックス内の文書の保存期間が経過したときに削除するかを設定します。設定すると、保存期
間経過後、［削除時刻］で設定した時刻になると、文書は削除されます。すべての親展ボックスに共
通の設定となります。

蓄積プリント文書の保存設定
蓄積プリント文書の削除方法を設定します。
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プリント文書一覧の初期表示
蓄積プリント文書の一覧を［リスト表示］または［サムネール表示］に設定します。

プリント時の確認画面表示
蓄積プリント文書をプリントするときに、プリント後の文書削除に関する確認画面を表示できます。
［しない］に設定すると、プリント後に文書は削除されます。

プレビューイメージの作成
蓄積プリント文書の一覧を表示するときに、プレビューイメージを作成できます。

補足
 プレビューイメージを作成するかはプリンタードライバーから設定することもできます。
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プレビューイメージの作成時間
蓄積プリント文書のプレビューイメージの作成時間を制限できます。［制限する］に設定すると、制
限時間内で作成されたプレビューイメージだけが表示されます。

蓄積時の暗証番号最小桁数
セキュリティープリント文書や認証プリント文書を蓄積したり、プリントしたりするときに必要な
暗証番号の最小桁数を設定します。

全文書選択時のプリント順
蓄積プリント文書の全文書を選択した場合のプリントの順番を設定できます。
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その他の設定

項目 説明
プリント可能領域 プリント可能領域を拡張します。

用紙の置き換え 指定された用紙サイズの用紙が、トレイにセットされていない場合の処理
を設定します。

補足
 ART IV、PC-PR201H、ESC/P、HP-GL/2などのエミュレーションを使用してプリ
ントする場合は、ここでの設定にかかわらず、用紙補給のメッセージが表示さ
れます。

用紙補給を表示 置き換えはしないで、用紙補給のメッセージを表示します。

大きいサイズを選択 指定されている用紙サイズの次に大きなサイズの用紙に、等倍でプリント
します。

近いサイズを選択 指定されている用紙サイズに最も近いサイズの用紙にプリントします。用
紙の長さ、または幅が画像のサイズに足りないときは、縮小してプリント
されます。

近いサイズを選択（等倍） 指定されている用紙サイズに最も近いサイズの用紙にプリントします。
画像が収まらない場合でも縮小は行われません。

トレイ 5（手差し）を選択 指定されている用紙サイズでトレイ 5（手差し）からプリントします。サイ
ズが異なる用紙がセットされていた場合は、選択されているサイズの用紙
をセットするようにメッセージが表示されます。

AB系 /インチ系置き換え AB系サイズの用紙と、インチ系サイズの用紙を置き換えてプリントします。
置き換え可能な組み合わせは次の通りです。
 A5と 5.5×8.5"

 A4と Letter（8.5×11"）

 A3と Ledger（11×17"）

用紙種類不一致時の処理 プリンタードライバーなどでプリント時に指定された用紙種類と、用紙ト
レイにセットされている用紙種類が一致しない場合の処理を設定します。

プリントする 用紙トレイに設定されている用紙の種類でプリントされます。

確認画面を表示する プリントする前に確認画面が表示されます。
プリントする場合は、プリンタードライバーなどでプリント時に指定され
た用紙種類の指定は無効となり、［トレイの優先順位］や用紙サイズ、［用
紙の置き換え］の設定に従ってプリントされます。

設定変更画面を表示する ディスプレイに表示されたメッセージに従って、用紙トレイの用紙を入れ
替えたあと、［スタート］をタップすると、用紙トレイに設定されていた用
紙種類が、ディスプレイに表示された用紙種類の設定に変更されて、プリ
ントされます。
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手差しトレイの優先選択 プリンタードライバーで［用紙トレイ選択］を［自動］に設定していると
きに、トレイ 5（手差し）を最優先で選択できます。

補足
 プリントジョブで指定している用紙サイズと用紙種類がセットされている用
紙と一致するときに、トレイ 5（手差し）から給紙されます。

手差しプリントの確認 トレイ 5（手差し）の用紙にプリントするときに、セットされている用紙を
確認する画面を表示できます。

未登録フォーム指定時の処理 フォームデータファイル（オーバーレイ印字）にプリント指示されたフォー
ムが、プリンター側で未登録だった場合の処理方法を設定します。［プリン
トする］に設定した場合、指定したフォームがないため、データだけがプ
リントされます。

異常終了後のプリント処理 エラーなどでプリントジョブがキャンセルされるときに、以降のジョブの
再開方法を設定します。

補足
 ジョブキャンセル時に、後続のプリントジョブを制限するため、オフライン状
態になります。

自動的に再開する ジョブをキャンセルし、以降のジョブのプリントを再開します。

ユーザー操作で再開する ジョブがキャンセルされる前に、確認画面を表示します。ジョブをキャン
セルしてオンラインに戻すと、以降のジョブのプリントが再開されます。

紙づまり発生時のプリント処理 プリント実行中に紙詰まりなどのエラーが発生した場合のプリント処理方
法を設定します。

紙づまり除去後再開する 紙詰まりの処置が終了すると、正常に排出された次のページから、プリン
トを再開します。

プリントを中止する プリントを中止して、そのプリントジョブを削除します。

ID印字 プリンタードライバーを使用してプリントする場合、ユーザーを区別する
ために、プリントする用紙にプリンタードライバーに設定されたユーザー
ID を印字できます。プリンタードライバーに設定されたユーザー ID のう
ち、先頭の 64文字まで印字されます。

補足
 ID印字機能を使用するには、あらかじめプリンタードライバーで、ユーザーID
の設定が必要です。

バナーシート出力 本機を複数のユーザーで使用している場合など、ユーザーごとのジョブを
区分けして、プリント物が混在しないようにバナーシートをプリントしま
す。
バナーシートには、日付、時間、ユーザー名、ファイル名などがプリント
されます。

バナーシートのオフセット出力 仕分け用の用紙（バナーシート）をプリントするときにオフセット排出で
きます。

バナーシートトレイ 仕分け用の用紙（バナーシート）を給紙するトレイを設定します。
トレイ 5（手差し）は設定できません。

PostScript のカラーモード初期
値

PostScriptのカラーモードの初期値を設定します。

項目 説明
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PostScriptの用紙選択 用紙選択時に、PostScript の遅延媒体選択（Deferred Media Selection）機能
を有効にできます。遅延媒体選択機能を有効にする場合は［自動］に、無
効にする場合は［用紙トレイから選択］に設定します。
プリンタードライバー以外が生成するPostScriptデータをプリントするとき
に、PostScriptデータの記述方法によっては、意図どおりにトレイが選択さ
れないことがあります。その場合は［用紙トレイから選択］に設定してく
ださい。

PSフォント未搭載時の処理 ジョブで指定された PostScript フォントがなかった場合の処理を設定しま
す。［フォントを置換えてプリントする］に設定したときに、指定された
フォントがなかった場合は、Courierに置き換えられます。
日本語フォントに置き換えられた場合は正しくプリントされません。日本
語フォントでプリントする場合は［PostScriptのフォント置き換え］を［ATCx
を使用する］に設定してください。

PostScriptのフォント置き換え ジョブで指定された PostScriptフォントがなかった場合、フォントの置き換
えで ATCxを使用できます。
ATCx機能は、ジョブで指定されたフォントが本機に搭載されていない日本
語フォントの場合に、本機に搭載されている日本語の PostScriptフォントに
置き換えてプリントする機能です。

XPS PrintTicket処理 XPS（XML Paper Specification）文書内に記述されたプリント設定（PrintTicket）
を読み込むときの本機の動作を設定します。

無効 PrintTicket処理をしません。

標準モード PrintTicket処理を標準モードで行います。

準拠モード PrintTicket で記述されたプリント設定を、Microsoft の仕様に準拠した動作
で行います。

LPDのプリント順序 LPDのプリントの順番を設定します。

受け付けと同時にプリント データを受信後すぐに印刷されます。

データ処理順 データを受信後、プリント可能な状態になった順序で印刷されます。
複数の文書を連続して印刷した場合、データ処理に時間がかかるデータを
先に受け付けても、データ処理が終了したデータが先にプリントされるこ
とがあります。

受け付け順 lprのプリントを受け付けた順番でプリントされます。

OCRフォントのグリフ（0x5C） OCRフォントを使用するときに、「0x5C」の文字をバックスラッシュ（\）と
円記号（￥）のどちらで印字するかを設定します。

項目 説明
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スキャン送信設定

PC保存機能設定初期値

読み取りサイズボタン
［読み取りサイズ］の［サイズ指定］に表示する原稿サイズを設定します。［自動検知］以外の各ボ
タンに、原稿サイズを割り当てられます。

項目 説明
保存時の認証ユーザー SMB/FTP/SFTP 送信でクライアント PC にログインするとき、外部認証した

ユーザーを利用できます。

FTP時のユーザー名 FTP 送信で外部認証ユーザーをログインユーザー名に使用するとき、認証
ユーザーのドメイン部分を使用できます。

ユーザー名のみ 認証ユーザー名のユーザー名部分（「@」の前）だけをログイン名に使用し、
ドメイン部分は使用しません。

ドメインを付加する 認証ユーザー名のドメイン名（「@」の後ろ）も含めた認証ユーザー名をロ
グイン名に使用します。

SFTP時のユーザー名 SFTP送信で外部認証ユーザーをログインユーザー名に使用するとき、認証
ユーザーのドメイン部分を使用できます。

ユーザー名のみ 認証ユーザー名のユーザー名部分（「@」の前）だけをログイン名に使用し、
ドメイン部分は使用しません。

ドメインを付加する 認証ユーザー名のドメイン名（「@」の後ろ）も含めた認証ユーザー名をロ
グイン名に使用します。
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出力サイズボタン
［読み取り倍率］の［自動%］に表示するサイズを設定します。
出力サイズボタンに、任意の出力サイズを割り当てることができます。

固定倍率ボタン
［読み取り倍率］の［定形変倍 /ズーム］に表示する倍率を設定します。
［100%］以外の各ボタンに、任意の倍率を割り当てることができます。

メール送信動作制御

項目 説明
指定可能な最大送信先数 メールを送信するときの最大宛先アドレス数を設定します。

宛先アドレス数は、To:/Cc:/Bcc:の合計です。
最大宛先アドレス数を超えた場合は、メールの送信は中止されます。
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その他の設定

受信メールシートのプリント 本機のメールアドレスに宛てたメールを受信したときの、プリントについ
て設定できます。

エラー通知メールの自動プリン
ト

間違ったアドレスを設定した場合や、エラーが発生して送信できなかった
場合に、エラー通知メールをプリントできます。

開封確認（MDN）要求への応答 開封確認（MDN）を要求するメールを開封したときに、開封したことを送
信元に知らせることを設定します。

開封確認（MDN）機能の使用 本機からメールを送信するときに、開封確認機能を使用できます。

送達確認メールの自動プリント 送信結果のメール（DSN返信メール /MDN返信メール）をプリントできます。

メールの分割方式 メールの分割方法の初期値を設定します。

ページの区切りで分割 ページの区切りで分割します。

データサイズ単位で分割 ［1通ごとのデータサイズ上限］で設定されたサイズで分割します。

1通ごとのデータサイズ上限 ［データサイズ単位で分割］を選択したときのメール 1通ごとのデータサイ
ズの上限を設定します。

合計データサイズ上限 メールのデータサイズの上限を設定します。

分割送信時の分割数上限 メール分割時の分割数の上限を設定します。

送信者アドレスの変更 メール送信時に機能リストの［送信者］で、送信アドレスを変更できます。

取得失敗時のメール送信制限 認証ユーザーがメールアドレスを取得できなかった場合、メール送信の利
用を制限できます。

ユーザーのアドレスを宛先に追
加

送信者のアドレスを宛先に追加できます。

ユーザーのアドレスを CC に追
加

送信者のアドレスを CCに追加できます。

メール送信先の編集 メールの送信先（TO/CC/BCC）の編集を許可できます。

補足
［メール送信先の編集］を［禁止］に設定した場合は、［ユーザーのアドレスを
宛先に追加］にチェックマークを付けてください。

項目 説明
メモリーオーバーフローの処理 原稿の読み込み中に、ストレージの領域が不足した場合、原稿の読み込み

を中断します。
中断してから何も操作をしない状態で一定時間が経過したあとの処理方法
を設定します。

項目 説明
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* :最新のソフトウェアの場合に表示されます。

ボックス保存設定
［スキャン送信設定］と共通です。

最大蓄積ページ数 スキャン原稿の最大蓄積ページ数を設定します。

彩度 フルカラー原稿をスキャンするときの彩度を設定します。スキャンをする
ときに、ここで設定した値に従って調整されます。

地色除去レベル 地色除去レベルを設定します。

裏写り防止レベル 裏写り防止レベルを設定します。

色空間機能の表示 機能リストに、［色空間］を表示できます。

TIFFの形式 スキャンデータを読み込むときの、TIFFの形式を設定します。

文字認識時の正立判定 文字認識（OCR）して原稿を読み込んだときに、文字が正立するように処理
する機能の精度を設定します。

文字認識時のページ向き 文字認識（OCR）して原稿を読み込んだときに、文字が正立するように処理
できます。

読み込み終了後の画面表示 原稿を読み込んだあとに、終了メッセージや転送画面を表示できます。

ファイル名の形式 スキャンした文書のファイル名の形式を設定します。

メールに添付するファイル名の
日付

［メール送信］を使用する場合、送信する文書のファイル名に日付やページ
番号を付加できます。

URL送信の文書保存期間 URL送信の文書の保存期間を設定します。

URL送信の URL生成方法 URL送信で送信する URLの生成方法を設定します。

URL送信の最大蓄積サイズ URL送信の文書の最大蓄積サイズを設定します。

認証ユーザー名の記載（PDF） 本体認証、外部認証などを利用して PDF 形式でスキャンした場合、保存し
た PDF文書の属性情報の「作成者」に、認証ユーザー名を記載できます。

スタート後の設定値リセット * ジョブ実行後に宛先を含む送信設定をリセットするかどうかと、リセット
しない場合のメッセージの表示有無を設定します。

項目 説明
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メール送信設定
［スキャン送信設定］と共通です。

ファクス設定

ファクス画面表示設定

項目 説明
送信中画面表示 送信状態が表示されます。

ファクス回線選択の表示 機能リストに［回線選択］が表示されます。
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ファクス動作制御

項目 説明
内線設定 ファクスを内線で使用する場合に、どの回線で使用するかを設定します。

宛先の再入力 ファクス、IPファクス（SIP）の誤送信を避けるため、宛先を指定したあと
に、宛先の再入力を必要とするかを設定します。
［する］に設定した場合、ダイヤル入力を使用して宛先を指定すると、再度
宛先を指定する画面が表示されます。1回目に指定した宛先と一致する場合
だけ、送信できます。

再入力時の同報指示 同報送信を許可するかを設定します。

再入力時の連絡先指示 アドレス帳の宛先を指定したときに、確認画面が表示されます。

再入力時のグループ宛先指示 グループの宛先を指定したときに、確認画面が表示されます。

同報切り替えボタンの表示 機能リストに［同報する］が表示されます。

チェーンダイヤル アドレス帳に登録してある宛先のダイヤル番号と入力した番号を組み合わ
せて、1つの宛先として指定できます。

手動リダイヤル宛先保存数 リダイヤル宛先として保存される件数を設定します。

手動リダイヤル対象宛先 リダイヤル宛先として保存される宛先の種別を設定します。
すべてのチェックマークを外すと、リダイヤル機能なしになります。

発信元記録 /送信シートの宛先 発信元記録と送信シートの相手欄に印字する送信先の項目を設定します。
登録されている文字列から、先頭の 18文字が印字されます。

補足
 アドレス帳で［送信ヘッダ宛先名］が設定されている宛先に送信する場合は、
宛先に設定された文字列が印字されます。

ポーリング予約の発信元記録 ポーリング予約した文書に発信元記録を付けることを設定します。

ポーリング予約文書の自動削除 ポーリング予約した文書を、送信後に削除できます。

相手機からのポーリング /蓄積 次の機能の使用を許可できます。
 ポーリング予約（相手用蓄積）
 相手機からの指示によるポーリング予約文書の送信
 ファクス親展受信

自動回転送信 原稿の向きを回転するかを設定します。

G3-IDの送出 -ファクス G3通信時に、G3-IDを相手先に通知できます。

G3-IDの送出 -IPファクス（SIP） G3通信時に、G3-IDを IPファクス（SIP）の相手先に通知できます。

リダイヤル回数 リダイヤルする回数を設定します。

リダイヤル間隔 リダイヤルする間隔を設定します。
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ファクス未送信時の文書保存 ファクスが送信できなかった場合に、文書を保存できます。チェックマー
クを付けた場合、［ジョブ情報］画面に［ファクス未送信文書］が表示され
ます。［ファクス未送信文書］画面から、送信できなかった文書を選択して
再送信できます。

ファクス送信強制終了時の文書 強制的にファクス送信を終了した文書を保存対象にできます。

ファクス保存文書の自動削除 保存された文書を 24時間後に削除できます。

通信インターバル 1つの通信が終わったあと、次に送信を始めるまでの時間を設定します。
通信インターバルが長いほど、同報送信などにかかる全体の時間は長くな
りますが、待機時間中に受信できます。

同一宛先一括送信 複数の送信が予約されている場合に同一の宛先があるとき、1回の通信で同
一の宛先の文書を送信できます。

手動送受信初期値 オンフック、またはオフフックを使用した場合、タッチパネルディスプレ
イに最初に表示される状態を手動受信か、手動送信に設定します。

ファクス自動受信時の受信方式 自動受信時の受信方式を設定します。

指定時間後に受信 電話がかかってきてからファクス通信を開始するまでの時間を設定しま
す。
相手が電話なら、設定時間内にハンドセット（オプション）や外付け電話
を取って会話ができます。ファクス通信なら手動受信ができます。

ファクス識別信号検知後に
受信

ファクス識別信号が検知されると、ファクス通信が開始されます。

ファクス受信モード 相手からの送信を自動で受信するか手動で受信するかを設定します。

ページ分割しきい値 受信文書の長さが用紙サイズより長い場合、どの長さでページを分割する
かを設定します。

自動縮小受信 受信文書の長さが、ページ分割しきい値以内で用紙の長さを超える場合、用
紙に収まるように画像を縮小できます。
チェックマークを外している場合、用紙の長さを超えた部分の画像は切り
捨てられます。

受信紙宣言 ファクスの受信側から送信側に、受信文書をプリントする用紙を知らせる
方法を設定します。

トレイモード ファクスの受信文書をプリントするために使用する用紙トレイを設定しま
す。ここで設定した用紙トレイだけが、受信文書をプリントするために使
用されます。手差しトレイを除く、すべての用紙トレイを複数設定できま
す。ここで指定した用紙トレイでプリントできないときは、手差しトレイ
に用紙をセットするよう促すメッセージが表示されます。

ユーザーモード プリントする用紙サイズを指定し、トレイにセットされていることに関係
なく、指定したサイズの用紙だけを対象にします。用紙サイズは、複数選
択が可能です。

ページ合成受信 2ページを 1ページに合成して受信するように設定します。

両面プリント ファクス受信文書を用紙の両面にプリントできます。

上下わく消し量 原稿の上下方向のわく消し量を設定します。

左右わく消し量 原稿の左右方向のわく消し量を設定します。

8.5×11" 原稿の A4 縮小 ［読み取り倍率］が［自動 %］の場合で、8.5×11" サイズの原稿を読み取る
ときに、A4に縮小できます。

項目 説明
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写真画質の擬似階調方式 写真原稿の階調表現方式を設定します。写真の画質に近づけるために、中
間の明るさ（グレー）部分の処理方式を切り替えます。［誤差拡散］、また
は［ディザ］から設定できます。
変更すると、スキャン機能のカラーモード（2階調）の写真原稿の階調表現
方式も変更になります。

回線 1付加サービス～
回線 3付加サービス

回線１～３で電話会社が提供しているサービスを利用しているかを設定し
ます。
ナンバー・ディスプレイ契約をしている場合は、［発信電話番号］を［あり］
に、ダイヤルイン契約をしている場合は、［ダイヤルイン］を［あり］に設
定します。サービスを利用していない場合は、［なし］を設定します。

回線 SIP付加サービス 次世代ネットワーク（NGN）を使用するときに、電話会社が提供している
サービスを利用しているかを設定します。
企業内ネットワークでの IPファクス（SIP）利用時は、電話会社との契約に
よらず、発信者電話番号を取得する場合は、［発信電話番号］を［あり］に、
自局の電話番号を取得する場合は［ダイヤルイン］を［あり］に設定します。

電話番号別ボックスセレクター 電話番号 /G3-ID別ボックスセレクター機能を使用できます。
受信文書を、相手の電話番号（発信者電話番号）や、相手の G3-ID や、自
分の電話番号（ダイヤルイン番号）ごとに、指定した親展ボックスに振り
分けて蓄積できます。

ボックスセレクター優先度 電話番号 /G3-ID別ボックスセレクター機能を使用する場合に、送信した相
手の電話番号（発信者電話番号）や G3-ID、受信した自局の電話番号（ダイ
ヤルイン）に優先度を設定して親展ボックスに受信文書を振り分けます。

受信回線別ボックスセレクター 受信回線別ボックスセレクター機能を使用できます。
受信回線別ボックスセレクター機能を使用すると、受信文書を受信した回
線ごとに、指定した親展ボックスに振り分けて蓄積できます。

ボックス保存時のファイル名形
式

ファクス文書を親展ボックスに保存するときのファイル名の形式を設定し
ます。

メモリオーバフローの処理 原稿の読み込み中に、ストレージの領域が不足した場合、原稿の読み込み
を中断します。
中断してから何も操作をしない状態で一定時間が経過したあとの処理方法
を設定します。

最大蓄積ページ数 ファクス原稿の最大蓄積ページ数を指定します。

ミックスサイズ原稿読み取り
モード

自動原稿送り装置で複数のサイズが混在した原稿を読み込むときの、読み
取りモードを設定します。

親展受信情報の表示優先順 1～
親展受信情報の表示優先順 5

親展受信した文書のファクス情報を表示するための優先順位を設定しま
す。

ダイレクトファクスの使用 クライアントPCからファクスドライバーで指示されたファクスの送信を許
可できます。

受信制限番号 ファクス受信を拒否する G3-ID（電話番号）を設定します。

非通知番号の受信制限 送信先からの G3-IDが非通知の場合に受信を制限するかを設定します。

1300Hz無鳴動受信 ファクシミリ通信網からの 1300 Hz無鳴動受信ができます。
チェックマークを付けると、［ファクス受信モード］が［手動受信］の場合
でも、ファクスが受信されます。

項目 説明
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受信文書の保存先 /排出先
受信文書の親展ボックスへの振り分け方法、および受信プリント時の排出先を設定します。

補足
［電話番号 /G3ID別ボックスセレクター］と［受信回線別ボックスセレクター］の両方を使用する場合は、［電話
番号 /G3ID別ボックスセレクター］の振り分けが優先されます。

固定倍率ボタン
［読み取り倍率］に表示する倍率を設定します。［100%］と［自動 %］以外の各ボタンに、任意の
倍率を割り当てることができます。

項目 説明
電話番号 /G3ID別ボックスセレ
クター

受信文書を、相手の電話番号（発信者電話番号）や、相手の G3-ID や、自
分の電話番号（ダイヤルイン番号）ごとに各親展ボックスに振り分けて蓄
積できます。

受信回線別ボックスセレク
ター

受信した文書を受信した回線ごとに、指定した親展ボックスに振り分けて
蓄積します。

受信回線別排出先 受信回線別の排出先などを設定します。

回線 1の排出先～回線 3の
排出先

各回線の排出トレイを設定します。

回線 SIPの排出先 IPファクス（SIP）の排出トレイを設定します。

ポーリング予約ボックスの
排出先

ポーリング予約ボックスの排出トレイを設定します。
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読み取りサイズボタン
［読み取りサイズ］の［サイズ指定］を選択したときに、表示する原稿サイズを設定します。

自局情報
自局名や発信元名など自局に関する設定をします。

項目 説明
自局名 自局の名前を自局名として登録します。

自局名は、相手側のディスプレイや通信管理レポートに表示されます。た
だし、相手機によっては表示されないことがあります。

発信元名 発信元の名前を登録します。発信元名は、発信元記録や送信シートなどに
プリントされる自局の名称です。

受信パスワード 受信パスワードは、ファクスを送信してくる相手を制限するときに設定し
ます。
受信パスワードを設定すると、Fコードで正しい受信パスワードを指定して
送ってくる相手だけ、受信やポーリングを受け付けます。F コード機能を
持っていないファクスなどからは、受信できなくなります。

回線 1発信元名～回線 3発信元
名

回線 1 ～ 3 の発信元の名前を登録します。発信元名は、発信元記録や送信
シートなどにプリントされる自局の名称です。

回線 1 G3ID（ファクス番号）～
回線 3 G3ID（ファクス番号）

回線 1～ 3の G3通信をする場合の G3-IDの登録をします。G3-IDには、通
常、自局のファクス番号を設定します。

回線 1 G3 ダイヤル種別～回線
3 G3ダイヤル種別

回線 1～ 3のダイヤル種別を設定します。
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コメント登録
送信シートに付けるコメントを登録します。

回線 1 G3発信動作～回線 3 G3
発信動作

回線 1～ 3の発信動作を設定します。

補足
 工場出荷時は［トーン検知する］が設定されています。通常は変更しないでく
ださい。

トーン検知する NTTまたは PBXで発信する場合に設定します。
一般電話回線や構内交換回線などを使用していて、ダイヤルトーンを検出
したら発呼させたい場合に選択してください。

トーン検知しない NTTまたは PBX設定で発信できない場合に選択してください。

回線 SIP発信元名 IPファクス（SIP）の発信元の名前を登録します。発信元名は、発信元記録
や送信シートなどにプリントされる自局の名称です。

回線 SIP G3 ID IPファクス（SIP）をする場合の相手局に送信する G3-IDを登録します。

項目 説明
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インターネットファクス設定
［ファクス動作制御］、［受信文書の保存先 /排出先］、［固定倍率ボタン］、［読み取りサイズボタン］、
［自局情報］は、［ファクス設定］と共通です。

インターネットファクス画面表示設定

インターネットファクス動作制御

項目 説明
送信中画面表示 送信状態が表示されます。

項目 説明
送信経路
メールサーバー経由 SMTPサーバーを経由してメールを送信します。

ダイレクト（P2P） SMTPサーバーを経由しないで、インターネットファクス対応機へ直接送信
します。

同報時のプロファイル インターネットファクスの同報送信をするときの、インターネットファク
スプロファイルの初期値を設定します。

TIFF-S A4より大きいサイズの原稿を、A4に縮小して送信する場合に選択します。

TIFF-F 送信画質で超高画質を指定したり、A3サイズ、JIS B4サイズの原稿を送信
したりする場合に選択します。

TIFF-J JBIGで原稿を送信する場合に選択します。
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メール送信動作制御
［スキャン送信設定］の［メール送信動作制御］と共通です。

送達確認方式 インターネットファクス送信したメールが、受信側に届いたことを確認す
る方法を設定します。
送信結果をプリントするには、［メール送信動作制御］＞［送達確認メール
の自動プリント］を［する］に設定してください。

配送確認（DSN） インターネットファクス送信したメールが、最終宛先のメールボックスま
で正しく送信されたかを確認できます。

開封確認（MDN） インターネットファクス送信したメールが、最終宛先で添付ファイルの処
理を含めて正しく処理されたかを確認できます。

受信メールシートのプリント インターネットファクス対応機から本機のメールアドレスに宛てたメール
を受信したときの、プリント動作について設定できます。

受信文書の排出先 インターネットファクス受信文書の排出トレイを設定します。

アドレス帳によるファクス転
送制限

SMTP形式でインターネットファクス受信したメールを、アドレス帳に登録
されていないファクスに転送しないように制限します。

ファクス転送時の発信元記録 受信メールをインターネットファクスからファクスに送信するときに、発
信元記録（通信開始時刻、発信元名、宛先名、G3-ID、枚数など）を付ける
ことを設定します。

ファクス転送時の上限データ
サイズ

受信メールをインターネットファクスからファクスに送信するときの、最
大データサイズを設定します。

項目 説明
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ポーリング予約設定
［ファクス設定］と共通です。

アドレス帳設定

項目 説明
ディレクトリサービス ディレクトリーサーバーに保存されているアドレス帳を利用できます。

宛先の選択方法 アドレス帳の宛先を選択するときに、一度に複数の宛先を選択できます。
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ボックス操作設定
親展ボックスに保存された文書の処理方法を設定します。

項目 説明
ボックス操作時のアクセス制
限

パスワードの入力を必須にできます。

外部取り出し後の文書削除 親展ボックス内に保存されている文書がクライアント側から取り出された
場合に、文書を削除できます。

親展ボックス文書の初期表示 親展ボックス内の文書一覧画面を開いたときの表示方法を設定します。

プリント文書保存時の向き指
定

非定形サイズの文書を保存するときの向きを設定します。［たて］を指定し
ていても、用紙トレイにセットできない向きのプリント文書が保存される
と強制的に［よこ］で保存されます。

プリント時の削除確認画面表
示

親展ボックス内の文書をプリントしたあとに、文書を削除する確認画面を
表示できます。

非定形文書転送時の定形化 親展ボックス内のファクス /インターネットファクス受信文書、親展ポーリ
ング予約文書などを転送するときに、非定形サイズを定形サイズに変更で
きます。

定形化時のサイズしきい値 ［非定形文書転送時の定形化］にチェックマークを付けたとき、非定形サイ
ズを定形サイズに変更するための、しきい値を設定します。

インターネットファクス受信
文書転送 -1 ～インターネット
ファクス受信文書転送 -2

インターネットファクス受信文書をインターネットファクスで転送できま
す。

取り出し時の画質 / ファイルサ
イズ

親展ボックスから文書を高圧縮して取り出す場合の、ファイル画質とファ
イルサイズを設定します。

ボックス文書の保存期間 親展ボックス内の文書の保存期間を設定します。保存期間を過ぎると削除
されます。すべての親展ボックスに共通の設定になります。
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ジョブ情報設定
［プリンター設定］と共通です。

ジョブフロー設定

表示するジョブフローの初期値
ホーム画面の［ジョブフロー］をタップしたときに表示される、所有者、起点の初期値を設定します。

項目 説明
所有者 機械管理者と機械管理者以外のジョブフローを表示できます。

起点 スキャンのジョブフローを表示できます。
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カラー文書ファクス転送時の解像度
ジョブフローを使用して、カラー文書をファクス送信するときの解像度を設定します。

ジョブフローの自動実行
ジョブフローを実行できるユーザーを設定します。

ジョブフロー登録
ジョブフローを新規に登録したり、内容を変更したりできます。

参照
「ジョブフローの作成」（P.93）を参照してください。
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USB設定
［スキャン送信設定］と共通です。

外部アクセス設定
本機と連携した外部サービスをタッチパネルディスプレイに直接表示したり、本機でスキャンした
文書を外部サービスにアップロードしたり、外部のサーバーに保存されている文書を選択して直接
プリントしたりする機能です。

項目 説明
接続先の登録 外部アクセスの接続先を登録します。

その他の設定
認証情報送信時の確認画面 本機でユーザー認証をしたときのユーザー情報（認証したユーザー ID、パ

スワード、メールアドレス、サービス制限など）を外部アクセスの接続先
サーバーに送信するときに、確認画面を表示できます。
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Webブラウザー設定

リモートアシスタンス設定
リモートアシスタンスのサービス起動待ち時間の上限を設定します。

項目 説明
外部アクセスバージョンの選
択

外部アクセスバージョンを設定します。

終了時の永続 Cookie削除 外部アクセス終了時に永続（期限付き）Cookieを削除できます。

終了時のキャッシュ削除 外部アクセス終了時にキャッシュを削除できます。

キャッシュの使用 キャッシュを利用できます。

Cookieの使用 Cookieを使用できます。

SSL証明書検証失敗時の動作 SSLサーバー証明書の検証を失敗したときに、サーバーへのアクセスを中止
するか、アクセス確認画面を表示するかを設定します。

ファイルプリント機能の使用 ファイルプリント機能を使用できます。ファイルプリント機能とは、外部
Web サーバーから取得したプリント可能なファイルを直接プリントできる
機能です。

機能コード 他機との連携サービス使用時に必要に応じて設定します。
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ワンタッチボタン設定
アドレス帳に登録されている宛先をワンタッチボタンに割り当てます。

ネットワーク設定

補足
 LPD、Port9100、HTTP-SSL/TLS通信、SIP、プライマリーサーバー、セカンダリーサーバーは、ほかのポートと同
じポート番号を使用しないでください。

 HTTPを使用するポート（IPP、インターネットサービス（HTTP）、UPnPディスカバリー、SOAP、WSD、BMLinkS）
は、LPD、Port9100、HTTP-SSL/TLS通信と同じポート番号を使用しないでください。

 次のポート番号を設定した場合、ポートの設定状況によっては正常に動作しなくなることがあります。
- 25

- 139

- 427

- 445

- 631

- 15000

ポート設定
クライアントに接続されている本機のインターフェイスの設定をします。
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USB

項目 説明
USB-ポート USBを使用するときは［起動］に設定します。

USB-プリントモード指定 使用するプリント言語の種類を設定します。［自動］に設定すると、ホスト
装置から受信したデータが、どの言語で記述されているかを判断し、デー
タに合わせて適切にプリント処理します。

USB-JCL JCL（Job Control Language）コマンドとは、実際のプリントジョブの先頭に
付加されたデータです。通常は、［有効］のままで使用します。

USB-自動排出時間 本機にデータが送られなくなってから、用紙を排出するまでの時間を設定
します。

PS印刷待ちタイムアウト データをプリントしているときに接続を切断するまでの時間は、［無効］に
設定した場合は［USB-自動排出時間］に従います。
また、［有効］に設定した場合は PostScriptのタイムアウトに従います。

補足
［USB-Adobe通信プロトコル］を［RAW］に設定してください。

USB - Adobe通信プロトコル

標準 プリンタードライバーの出力プロトコルが ASCII形式のときに設定します。

バイナリー プリンタードライバーの出力プロトコルが BCP形式のときに設定します。

TBCP プリンタードライバーの出力プロトコルが TBCP形式のときに設定します。

RAW プリンタードライバーの出力プロトコルが ASCII 形式、またはバイナリ形
式のときに設定します。
Adobe通信プロトコルの制御を受けないで、データをそのまま出力します。
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LPD

SMBクライアント

項目 説明
LPD-ポート LPDを使用するときは［起動］に設定します。

LPD-ポート番号 LPDで使用するポート番号を設定します。

LPD-セッション数 本機に LPDで同時に接続できるクライアントの最大数を設定します。

項目 説明
SMBクライアント -ポート SMB を使用するときは［起動］に設定します。［スキャン送信］で SMB 転

送する場合や SMB 認証を行うときに設定します。
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IPP

Bonjour

項目 説明
IPP-ポート IPPを使用するときは［起動］に設定します。

IPP（Internet Printing Protocol）を使用して、インターネット経由でプリン
トするときに設定します。

IPP-追加ポート番号 標準のポート番号以外で IPPを受け付けることを設定します。

項目 説明
Bonjour-ポート Bonjourを使用するときは［起動］に設定します。
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Port9100

SNMP

項目 説明
Port9100-ポート Port9100を使用するときは［起動］に設定します。

Windowsの標準 TCP/IPポートモニターで Rawプロトコルを使用する場合に
設定します。

Port9100-ポート番号 Port9100で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
SNMP-ポート SNMPを使用するときは［起動］に設定します。本機をネットワークを使っ

て管理する弊社製アプリケーションを使用するときに設定します。
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SIP

FTPクライアント

項目 説明
SIP-ポート IPファクス（SIP）を使用するときは［起動］に設定します。

SIP-ポート番号 IPファクス（SIP）で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
FTPクライアント -ポート FTPを使用するときは［起動］に設定します。

補足
 スキャンした画像を FTP通信で送信するときの通信モードの設定は、

CentreWare Internet Services で行います。
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メール受信

メール送信

項目 説明
メール受信 -ポート メールやインターネットファクスを受信するときは［起動］に設定します。

項目 説明
メール送信 -ポート メールやインターネットファクスを送信するときは［起動］に設定します。
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メール通知サービス

UPnPディスカバリー

項目 説明
メール通知サービス -ポート メール通知サービスを使用するときは［起動］に設定します。

通知される本機の状態は、［消耗品の状態］、［交換部品の状態］、［用紙の状
態］、［排出先の状態］、［ジャム状態］、［インターロック状態］、［フォルト
の通知］です。

補足
 メール通知サービスの設定は CentreWare Internet Servicesで行います。

項目 説明
UPnPディスカバリー -ポート UPnPを使用するときは［起動］に設定します。

UPnP ディスカバリー - ポート
番号

UPnPの通信で使用するポート番号を設定します。
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WSD

BMLinkS

項目 説明
WSDプリント -ポート WSDプリントを使用するときは［起動］に設定します。

Windows OSからネットワーク内の機器を検索するときに設定します。

WSDスキャン -ポート WSDスキャンを使用するときは［起動］に設定します。
Windows OSからネットワーク内の機器を検索するときに設定します。

WSD-ポート番号 WSDの通信で使用するポート番号を設定します。

項目 説明
BMLinkS-ポート BMLinkSを使用するときは［起動］に設定します。

プリントサービス -ポート番号 プリントサービス用のポート番号を設定します。

ディスカバリー -ポート番号 ディスカバリー用のポート番号を設定します。
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インターネットサービス（HTTP）

SOAP

項目 説明
インターネットサービス - ポー
ト

CentreWare Internet Servicesを使用するときは［起動］に設定します。

インターネットサービス - ポー
ト番号

CentreWare Internet Servicesで使用するポート番号を設定します。

項目 説明
SOAP-ポート SOAP ポートを使用するときは［起動］に設定します。Device Setup（デバ

イス設定ツール）などのアプリケーションを使用するときに設定します。

SOAP-ポート番号 SOAPで使用するポート番号を設定します。
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WebDAV

ThinPrint

項目 説明
WebDAV-ポート WebDAV を使用するときは［起動］に設定します。アプリケーションを使

用して本機の親展ボックスにアクセスするときに設定します。

WebDAV-ポート番号 WebDAVで使用するポート番号を設定します。

WebDAV-操作の時間制限 タイムアウトの時間を設定します。

項目 説明
ThinPrint-ポート ThinPrintを使用する場合は、［起動］に設定します。

本機は、ThinPrint 環境でのプリントに対応しています。プリントサーバー
から圧縮して送られたデータを解凍してプリントします。

ThinPrint-ポート番号 ThinPrintで使用するポート番号を設定します。

補足
 通信プロトコルが IPv4で動作しているときに利用できます。
 同時に接続できる最大接続数は、3です。
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SFTPクライアント

無線 LAN設定

参照
「無線キット」（P.3）を参照してください。

プロトコル設定
通信に必要な条件を設定します。

項目 説明
SFTPクライアント -ポート SFTPを使用するときは［起動］に設定します。
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Ethernet設定

TCP/IP-共通設定

項目 説明
Ethernet1-ネットワークの名称
/Ethernet2- ネットワークの名
称

Ethernet インターフェイスを 2 回線利用する場合に、それぞれの名称を設
定します。

Ethernet-速度設定 /
Ethernet1-速度設定 /
Ethernet2-速度設定

Ethernetインターフェイスの通信速度を設定します。接続するネットワーク
環境に合わせて、自動検知または固定の速度を選択します。

Energy Efficient Ethernet Ethernetインターフェイスの省電力機能を有効にできます。

項目 説明
プライマリーネットワーク 複数のインターフェイスを使用している場合、プライマリーネットワーク

として動作するネットワークの名称が表示されます。

補足
 プライマリーネットワークの設定は、CentreWare Internet Servicesで行います。

IP動作モード TCP/IPの動作モードを設定します。

補足
 次世代ネットワーク（NGN）を利用する場合は、［IPv4 モード］または［デュ
アルスタック］に設定します。
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TCP/IP - ネットワーク設定 /TCP/IP 設定（Ethernet1）、TCP/IP 設定
（Ethernet2）、TCP/IP設定（Wi-Fi）

補足
［TCP/IP設定（Ethernet1）］、［TCP/IP設定（Ethernet2）］、［TCP/IP設定（Wi-Fi）］に同じ IPアドレスを設定すること
はできません。

 セカンダリーネットワークで使用できるポートは、LPD、Port9100、SNMP、インターネットサービス（HTTP）、
Bonjour、IPP、ThinPrint、WSD、AirPrint、Mopriaです。その他のポートを使用するアプリケーションで、セカン
ダリーネットワークのインターフェイスを設定しても動作しないことがあります。

項目 説明
IPv4 - IPアドレス取得方法 IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレスの取得方法を設定

します。

補足
 次世代ネットワーク（NGN）を利用する場合は、［DHCP/AutoIPから取得］また
は［DHCPから取得］に設定します。

IPv4 - IPアドレス IPアドレスを指定します。

IPv4 - サブネットマスク サブネットマスクを指定します。

IPv4 - ゲートウェイアドレス ゲートウェイアドレスを指定します。

IPv4 - DNS設定 DNSサーバーを設定します。

DHCPからのアドレス取得 DNSサーバーのアドレスを DHCPサーバーから取得できます。

DNSサーバーアドレス 1～
DNSサーバーアドレス 3

DNSサーバーのアドレスを手動で設定します。DNSサーバーアドレス 2と
3には代替 DNSサーバーのアドレスを設定できます。

IPv4 - 受付 IPアドレス制限 本機への接続を IPv4アドレスで制限できます。

補足
［IPv4-受付 IPアドレス制限］は、TCP/IPを使用する全機能が対象となります。た
とえば、プリント、スキャン（親展ボックススキャン）、CentreWare Internet
Services、外部アクセスなどです。

［受付 IPアドレス制限］を有効に設定して、本機からスキャン画像を FTP転送す
る場合は、FTP の通信モードを必ず［Active モード］に切り替えてください。
FTP通信モードの切り替えは、CentreWare Internet Servicesで設定できます。

 接続を受け付ける IPv4アドレスの登録は、CentreWare Internet Servicesの［受付
IPアドレス制限］で行います。

IPv6 - アドレスの手動設定 IPv6アドレスを手動で設定できます。

IPv6 - 手動設定 IPアドレス IPv6アドレスを設定します。
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Ping接続確認
設定した条件で本機とクライアント PCが正しく通信できるかを確認できます。

IPv6 - 手動IPアドレスプレフィ
クス

プレフィクス長を設定します。

IPv6 - 手動設定ゲートウェイ ゲートウェイアドレスを設定します。

IPv6 - DNS設定 DNSサーバーを設定します。

DHCPからのアドレス取得 DNSサーバーのアドレスを DHCPサーバーから取得できます。

DNSサーバーアドレス 1～
DNSサーバーアドレス 3

DNSサーバーのアドレスを手動で設定します。DNSサーバーアドレス 2と
3には代替 DNSサーバーのアドレスを設定できます。

IPv6 - 自動設定アドレス 設定された IPアドレスを表示します。

補足
 手動で IPアドレスを設定している場合、ステートレス自動設定で割り当て可能
なアドレスは 2つまでです。

IPv6 - 受付 IPアドレス制限 本機への接続を IPv6アドレスで制限できます。

補足
［IPv6-受付 IPアドレス制限］は、TCP/IPを使用する全機能が対象となります。た
とえば、プリント、スキャン（親展ボックススキャン）、CentreWare Internet
Services、外部アクセスなどです。

［受付 IPアドレス制限］を有効に設定して、本機からスキャン画像を FTP転送す
る場合は、FTP の通信モードを必ず［Active モード］に切り替えてください。
FTPの通信モードは、CentreWare Internet Servicesで設定できます。

 接続を受け付ける IPv6アドレスの登録は、CentreWare Internet Servicesの［受付
IPアドレス制限］で行います。

項目 説明



10設定

172

ネットワークプロトコルレポート出力
プライマリーインターフェイスのプロトコル設定をレポート出力します。

本体メールアドレス /ホスト名

メールアドレス
本機のメールアドレスを、128文字以内で入力します。
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 SMTP受信の場合
アカウント（＠マークの左側）は、任意の名称を設定できます。アドレス部（＠マークの右側）に
は、ホスト名とドメイン名を組み合わせたものを設定します。エイリアスは設定できません。
たとえば、
 アカウント名：mymail
 ホスト名：myhost
 ドメイン名：example.com

の場合、メールアドレスは、mymail@myhost.example.comとなります。

 POP3受信の場合
アカウント（＠マークの左側）には POP3ユーザー名を、アドレス部（＠マークの右側）には受信用
POP3メールサーバー名を設定します。mymail@example.comのようなエイリアスも設定できます。
たとえば、
 アカウント名：mymail

の場合、メールアドレスは、mymail@myhost.example.comとなります。

名前
本機の名前を 32文字以内で入力します。

ホスト名
ホスト名を半角 32文字以内で入力します。
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補足
 SMBで通信する場合、先頭から半角 15文字までをホスト名として使用します。本機を正しく識別するためには、
ホスト名を半角 15文字以内で設定してください。

ドメイン名
ドメイン名を 64文字以内で入力します。

プロキシサーバー一覧
外部アクセスを使用するときに設定してください。

補足
 プロキシ設定が必要なサービスを使用する場合だけ、設定を変更してください。

プロキシサーバー設定 /プロキシサーバー設定 -Ethernet1、プロキシサー
バー設定 -Ethernet2、プロキシサーバー設定 -Wi-Fi
ネットワーク環境に応じて、インターフェイスごとのプロキシサーバー設定ができます。

補足
 SFTPサーバーとの接続にも適用されます。

項目 説明
プロキシサーバーの使用 プロキシサーバーを使用できます。
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プロキシサーバー指定方法 プロキシサーバーの指定方法を設定します。
［すべてのプロトコルに同じ設定］

HTTPSプロキシサーバーの設定が、HTTPプロキシサーバーに反映されま
す。

［プロトコルごとに設定］
HTTPSプロキシサーバー、および HTTPプロキシサーバーをそれぞれ設定
できます。

［PACファイルを指定］
HTTPS プロキシサーバー、および HTTP プロキシサーバーの設定に PAC
ファイルを使用して設定します。

［自動検出］
HTTPSプロキシサーバー、および HTTPプロキシサーバーの設定を検出し
ます。

PACファイルの URL ［プロキシサーバー指定方法］を［PACファイルを指定］に設定した場合に、
URLを指定します。

プロキシを使用しないアドレ
ス

プロキシサーバーを使用しないアドレスを設定します。IPv4アドレス、IPv6
アドレスおよび FQDN 形式で指定できます。また、「*」（ワイルドカード）
を使用した指定もできます。

HTTP プロキシサーバー - サー
バー名 /HTTPS プロキシサー
バー -サーバー名

サーバー名または IPアドレスを入力します。IPv4アドレス、IPv6アドレス
および FQDN形式で指定できます。

HTTP プロキシサーバー - ポー
ト番号 /HTTPS プロキシサー
バー -ポート番号

HTTPプロキシサーバー、および HTTPSプロキシサーバーのポート番号を指
定します。

HTTPプロキシサーバー-認証 /
HTTPSプロキシサーバー-認証

HTTPプロキシサーバー、および HTTPSプロキシサーバーに接続するときに
認証が必要な場合は、［有効］に設定します。

HTTP プロキシサーバー - ログ
イン名 /HTTPS プロキシサー
バー -ログイン名

ログイン名を入力します。

HTTP プロキシサーバー - パス
ワード /HTTPS プロキシサー
バー -パスワード

パスワードを入力します。

項目 説明
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EPプロキシサーバー設定
インターネットを使用して EP-BB複合機管理サービスの EPシステムを利用する場合の、EP通信用の
プロキシサーバーについて設定します。
［プロキシサーバー一覧］と共通です。

参照
 EP-BB複合機管理サービスについては、弊社公式サイトを参照してください。

次世代ネットワーク（NGN）設定

項目 説明
次世代ネットワーク（NGN）接
続

次世代ネットワーク（NGN）を利用できます。

補足
 IPファクス（SIP）が利用可能な状態で、TCP/IPの動作モードを［IPv4モード］
または［デュアルスタック］設定時に利用できます。

発信者 ID通知 発信者 IDを通知できます。

発信者 ID 発信者 IDとして登録されている電話番号を確認できます。

IP ファクス（SIP）最大使用帯
域幅

IPファクスに使用する最大使用帯域幅を設定します。

補足
 最大使用帯域幅は、NTTのデータ通信向けの料金表を確認して、設定してくだ
さい。
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SIP設定
IPファクス（SIP）を使用するときの設定をします。

ファクスによる自動再送信 送信相手に IPファクス（SIP）機能がなく、G3ファクスが利用できる場合
に、G3で再送信できます。

項目 説明
SIP本体アドレス 本機の SIP本体アドレスを設定します。

補足
 SIPサーバーを使用していない場合には、＠以後に、本機の IPアドレスを指定し
てください。

 Cisco社製 SIPサーバーを使用する場合、本機に設定する［SIP本体アドレス］で
は、@以降は SIPサーバーの IPv4アドレス文字列だけが指定できます。
IPv6アドレス文字列、FQDN文字列、および SIPドメイン名文字列を指定した
場合は、動作しません。

SIP トランスポートプロトコル
設定

SIPトランスポートプロトコルを設定します。

補足
 Cisco社製 SIPサーバーを使用する場合、［UDP］を設定してください。

SIPサーバーの使用 SIPサーバーを使用できます。

項目 説明



10設定

178

SIPサーバーアドレス取得方法 SIPプロキシサーバー、SIPレジストラーサーバーの IPアドレス取得方法を
指定します。

補足
［DHCPから取得］、［DHCPv6から取得］の場合でも、SIPプロキシサーバー、SIP
レジストラーサーバーのポート番号、認証ユーザー名、認証パスワード、種別
は手動で設定する必要があります。

［DHCPから取得］に設定して IPアドレスを自動取得する場合は、本機の TCP/IP
設定で、［IPv4-IPアドレス取得方法］を［DHCPから取得］または［DHCP/AutoIP
から取得］に設定してください。

 IPアドレスを自動取得した場合は、プロキシサーバーとレジストラーサーバー
の両方に、自動取得した同じ IP アドレスが設定されます。プロキシサーバー
とレジストラーサーバーで異なるアドレスを使用する場合は、手動で設定して
ください。

 複数のアドレスを自動取得した場合は、1 番目のアドレスをプライマリーのプ
ロキシ / レジストラーサーバーに、2 番目のアドレスをセカンダリーのプロキ
シ / レジストラーサーバーにそれぞれ設定します。3 番目以降のアドレスは使
用されません。

 IPアドレスを自動取得した場合でも、ポート番号、認証ユーザー名、認証パス
ワード、サーバー種別は自動取得できません。これらの項目は手動で設定して
ください。

 次世代ネットワーク（NGN）を利用する場合は、［DHCPから取得］に設定して
ください。

SIPプロキシサーバー設定 SIPプロキシサーバーを設定します。プライマリーサーバーとセカンダリー
サーバーが設定できます。

補足
 利用できる SIPプロキシサーバーは 2台までです。

SIPレジストラサーバー設定 SIPレジストラーサーバーを設定します。プライマリーサーバーとセカンダ
リーサーバーが設定できます。

補足
 利用できる SIPレジストラーサーバーは 2台までです。

VoIPゲートウェイ登録 VoIPゲートウェイ 1～ 50を設定します。
相手先の電話番号によって、別々の VoIPゲートウェイが設定できます。

補足
 固定の VoIPゲートウェイを使用する場合には、VoIPゲートウェイ１に、識別番
号を登録しないで、アドレスだけを設定してください。

 IPv6ネットワークでは、使用できません。

VoIPゲートウェイ 1～ VoIPゲートウェイ 50

識別番号 相手先の電話番号を特定する数字を設定します。
たとえば「03」と設定した場合、0312345678、0312345679など「03」で
始まる電話番号には、この VoIPゲートウェイが使用されます。

補足
 特定の電話番号を指定する場合には、「0312345678」などの電話番号全体を設
定してください。

アドレス VoIP ゲートウェイの IP アドレスを入力します。IPv4 アドレス、IPv6 アド
レスおよび FQDN形式で指定します。

項目 説明
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T.38設定
IPファクス（SIP）を使用するときの、T.38について設定します。通常、変更する必要はありません。

メール送受信設定

POP3サーバー設定

項目 説明
POP3サーバー-サーバー名 /ア
ドレス

POP3サーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。

POP3サーバー -ポート番号 POP3サーバーのポート番号を設定します。

POP3サーバー -受信間隔 POP3サーバーへのメールの確認間隔を設定します。
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SMTPサーバー設定
［接続確認］をタップし、本機から指定したメールアドレスにテストメールを送信することで、本機
と SMTPサーバーとの接続状況を確認できます。また、［接続確認］＞［SMTP通信レポート出力］を
選択すると、本機が送信 /受信した SMTP通信のプロトコルの内容を表すレポートがプリントされま
す。

POP3サーバー -ログイン名 POP3サーバーにログインするための名前を入力します。

POP3サーバー -パスワード POP受信用のパスワードを設定します。

POP受信パスワードの暗号化 パスワードを暗号化できます。

項目 説明
SMTPサーバー-サーバー名 /ア
ドレス

SMTPサーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。

SMTPサーバー -ポート番号 SMTPサーバーのポート番号を設定します。

送信時の認証方式 SMTP送信時の認証方法を設定します。

補足
 認証方式は、AUTH GSSAPI（Kerberos 指定時のみ）、AUTH NTLMv2、AUTH

NTLMv1、AUTH PLAIN、AUTH LOGIN、AUTH CRAM-MD5に対応しています。

送信時の認証ユーザー 送信時の認証ユーザーを設定します。
［外部認証のユーザー］に設定した場合、ジョブの実行前に本機で外部認証
していれば、外部認証のユーザー名 /パスワードで SMTPサーバーに認証し
ます。また、認証に失敗した場合の動作を選択することができます。外部
認証を利用しない場合は、本体に設定したユーザー名 /パスワードが使用さ
れます。

SMTP AUTH - ログイン名 SMTPサーバーのログイン名を設定します。

SMTP AUTH - パスワード SMTPサーバーの認証用パスワードを設定します。

項目 説明
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外部認証サーバー /ディレクトリサービス設定

認証システムの設定

Kerberosサーバー設定

項目 説明
認証システム 認証するためのシステムを選択します。

補足
 外部認証サーバーに、ApeosWare Management Suite 2（別売）を使用する場合
は、［Authentication Agent］を選択してください。

 Azure Active Directoryの設定は、CentreWare Internet Servicesで行います。

認証応答待ち時間の上限 認証の応答の待ち時間の上限を設定します。

ユーザー情報検索時間の上限 ユーザー情報の検索の待ち時間の上限を設定します。

項目 説明
Kerberosサーバー 1（標準）～
Kerberosサーバー 5

Kerberosサーバー 1～ 5それぞれに、次の設定をします。
Kerberosサーバー1に設定した内容が、認証時の初期値として使用されます。

プライマリーサーバー-名前
/アドレス

プライマリーサーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。

プライマリーサーバー-ポー
ト番号

プライマリーサーバーのポート番号を入力します。

セカンダリーサーバー-名前
/アドレス

セカンダリーサーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。
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LDAPサーバー /ディレクトリサービス設定
LDAP 認証および LDAP によるアドレス帳検索を行うための、ディレクトリーサーバーや認証方式、
検索のための属性や範囲などについて設定します。
［接続確認］をタップすることで、サーバーとの接続を確認できます。

セカンダリーサーバー-ポー
ト番号

セカンダリーサーバーのポート番号を入力します。

認証先（レルム名） サーバーとして、Windows Server のアクティブディレクトリーを使用する
場合は、アクティブディレクトリーのドメイン名を認証先に設定します。

補足
 認証先名は、必ず大文字で設定してください。小文字で設定すると認証エラー
になります。

サーバー証明書の検証 サーバー証明書を検証できます。

項目 説明
プライマリーサーバー - 名前 /
アドレス

プライマリーサーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。

プライマリーサーバー - ポート
番号

プライマリーサーバーのポート番号を入力します。

セカンダリーサーバー - 名前 /
アドレス

セカンダリーサーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。
プリマリーサーバーがメンテナンス中などで通信不能の場合に、代替サー
バーに接続します。

セカンダリーサーバー - ポート
番号

セカンダリーサーバーのポート番号を入力します。
プリマリーサーバーがメンテナンス中などで通信不能の場合に、代替サー
バーに接続します。

認証方式
直接認証 入力したユーザー IDとパスワードで、LDAPサーバーに認証します。

ユーザー属性認証 特定の属性情報を基に、LDAP サーバーに認証します。［入力ユーザー名の
属性］に属性名を設定します。

項目 説明
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入力ユーザー名の属性 LDAP認証の認証方式が［ユーザー属性認証］の場合に、属性名を設定します。
特定の属性情報を基に、LDAP サーバーに認証します。［入力ユーザー名の
属性］に属性名を設定します。たとえば、メールアドレスを入力させる場
合は「mail」を設定します。

補足
  ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。

認証用ユーザー名の属性 ユーザーの表示名や識別子とする属性名を入力します。

補足
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。
 設定した属性が LDAP サーバーから取得できない場合は、ログインできません。
 認証方式が［直接認証］の場合、操作パネルから認証時に入力するユーザー ID
の属性と同じものを設定してください。

ユーザー名追加文字列の使用 タッチパネルディスプレイから認証情報を入力するときに、［ユーザー名の
追加文字列］で入力した情報を自動で付加できます。

ユーザー名の追加文字列 ［ユーザー名追加文字列の使用］で［使用する］を設定した場合にその固定
文字列を入力します。
たとえば、メールアドレス（user@myhost.example.com）を使用して認証す
る場合、「@myhost.example.com」を設定にしておくと、「user」だけの入力
でログインできます。

ICカード認証に使用する属性 ICカードを使用して LDAP認証する場合に、カード IDの検索属性を設定し
ます。

ネットワーク用ユーザー ID 属
性

ICカードを使用して LDAP認証する場合に、ICカードのカード IDで検索す
るユーザー名の属性を設定します。取得したユーザー名は、外部サービス
に通知する認証情報として使用されます。

検索用の認証ユーザー 検索のときに使用するユーザーを設定します。

検索用ログイン名 アドレス帳検索および［ユーザー属性認証］方式の LDAP認証で、ディレク
トリーサーバーにアクセスするときのユーザー名を設定します。ディレク
トリーサービス認証が必要なときだけ設定してください。

補足
 基本的には DN 形式で入力してください。ただし、Active Directory の場合、表
示名などの属性値を指定することもできます。詳しくは、Microsoft 社の公式サ
イトを参照してください。

検索用パスワード ［検索用ログイン名］で指定したユーザーのログインパスワードを設定しま
す。

検索起点エントリー（DN） 検索の起点となる文字列を入力します。

補足
 ここで指定したエントリーがユーザー検索の基準になります。ログインする
ユーザーが含まれる階層のエントリーを指定してください。ただし、エント
リー以下の階層に含まれるユーザーやグループの数が多すぎると、本機へのロ
グインに時間がかかることがあります。

起点からの検索範囲 起点からの検索範囲を設定します。

検索対象のオブジェクトクラ
ス

検索のためのオブジェクトクラスを入力します。

リフェラルの使用 接続した LDAPサーバーから、別の LDAPサーバーへの接続を指示された場
合に、指示されたサーバーに再接続できます。

項目 説明
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リフェラルのホップ数上限 リフェラル機能を使用する場合に、接続するサーバーの切り替えを何回ま
で許可するかを設定します。

サーバーのソフトウェア ディレクトリーサーバーで使用されるソフトウェアを設定します。

名前の検索条件 -宛先名 名前を検索キーとして検索する場合に、宛先名の属性型を検索条件として
使用できます。

名前の検索条件 -姓 名前を検索キーとして検索する場合に、姓の属性型を検索条件として使用
できます。

名前の検索条件 -名 名前を検索キーとして検索する場合に、名の属性型を検索条件として使用
できます。

宛先名の属性型 宛先名の属性型を設定します。使用する LDAP サーバーに登録されている
ユーザー情報の項目の中で、宛先名として使用するフィールドの属性名を
入力できます。Windowsの場合は、宛先名として使用する属性名に「cn」を
入力します。

姓の属性型 送信先の姓の属性型を設定します。

名の属性型 送信先の名の属性型を設定します。

メールアドレスの属性型 メールアドレスの属性型を設定します。使用する LDAPサーバーに登録され
ているユーザー情報の項目の中で、メール情報として使用するフィールド
の属性名を設定します。Windows の場合は、メール情報として使用する属
性名に「mail」を入力します。

ファクス番号の属性型 ファクス番号の属性型を設定します。

IPファクス（SIP）番号の属性型 使用する LDAPサーバーに登録されているユーザー情報の IPファクス（SIP）
番号を、使用するフィールドの属性名として設定します。

インターネットファクスアド
レスの属性型

インターネットファクスアドレスの属性型を設定します。

補助項目 1の属性型～
補助項目 3の属性型

補助項目 1 ～ 3 の LDAP 属性型を設定します。［宛先名の属性型］または
［メールアドレスの属性型］以外に、検索の対象の LDAP サーバーに登録さ
れたユーザー属性を任意で指定できます。

補助項目 1の属性名～
補助項目 3の属性名

補助項目 1～ 3に割り当てる属性名を設定します。

証明書の属性型 証明書の属性型を設定します。使用する LDAP サーバーに登録されている
ユーザー情報の項目の中で、証明書として使用するフィールドの属性名を
入力します。
Windows の場合は、証明書の属性名に「userCertificate;binary」を入力しま
す。この情報は、ディレクトリサービスを使用して宛先を選択し、メール
送信で S/MIMEの暗号化を行う場合に、S/MIMEの証明書として使用します。

補足
 暗号化通信を行う場合は、本機に使用する証明書のパスに登録されている信頼
されたルート証明機関、中間証明機関すべての登録が必要です。

検索結果の最大表示数 検索条件に合ったアドレスを表示する件数を設定します。検索結果が上限
数を超えた場合は、それ以上の検索処理は中断します。

検索時間の上限 検索のタイムアウト時間を設定します。

項目 説明
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SMBサーバー設定
外部認証サーバーとして SMBサーバーを利用するときに設定します。

セキュリティ設定

項目 説明
SMBサーバー指定方法 サーバーの指定方法を設定します。

ここで設定した指定方法に合わせて、SMBサーバー 1～ 5それぞれに、次
の設定をします。
SMBサーバー 1に設定した内容が、認証時の初期値として使用されます。

SMBサーバー 1（標準）～ SMBサーバー 5

サーバー -ドメイン名 サーバーのドメイン名を設定します。
［SMB サーバー指定方法］で設定している SMB サーバーの指定方法にかか
わらず、ドメイン名の設定は必須です。

補足
 ドメイン名は NetBIOSドメイン名、またはアクティブディレクトリーのドメイ
ン名を指定してください。

サーバー - サーバー名 / ア
ドレス

サーバーのサーバー名または IPアドレスを入力します。

補足
 サーバー名は NetBIOSコンピューター名、または DNSサフィックス付きのフル
コンピューター名を指定します。
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SSL/TLS設定
サーバーやクライアント PCと本機との通信を暗号化するときに設定します。

項目 説明
本体の証明書 -サーバー SSL/TLS通信するための、サーバー証明書を設定します。

HTTP - SSL/TLS通信 SSL/TLS通信だけを使用可能にできます。

補足
［HTTPSのみ使用可能］に設定すると、［UPnPディスカバリー］、［WSD］、およ
び［BMLinkS］の各ポートは停止されます。

HTTP - SSL/TLS通信ポート番号 SSL/TLS通信のポート番号を指定します。

LDAP - SSL/TLS通信 認証や検索などのアクセスに SSL/TLS通信できます。
SSL通信を有効にした場合には、［LDAPサーバー /ディレクトリサービス設
定］の［プライマリーサーバー - ポート番号］と［セカンダリーサーバー -
ポート番号］を変更する必要があります。LDAPのディレクトリーサーバー
の SSL通信のポート番号は、通常、636になります。

SMTP-SSL/TLS通信 SSL/TLS通信について設定します。

補足
 インターネットファクスダイレクト（P2P）には、対応していません。

無効 SSL/TLS通信しません。

STARTTLS接続（利用可能
時）

証明書を検証して、SSL/TLS 通信します。検証できない場合は、SSL/TLS 通
信しません。

STARTTLS接続 証明書を検証して、SSL/TLS通信します。検証できない場合は、通信できま
せん。

SSL/TLS接続 SSL/TLS通信します。

ThinPrint-SSL/TLS通信 SSL/TLS通信を有効にできます。

本体の証明書 -クライアント SSL/TLS通信するための、クライアント証明書を設定します。

相手サーバーの証明書の検証 本機を SSL クライアントとして動作させるときに、相手サーバーの証明書
を検証できます。
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S/MIME設定
メールやインターネットファクスを暗号化または署名機能を利用して送受信するときに設定しま
す。

参照
 暗号化と署名機能については、『リファレンスガイド 付録編』の「暗号化と署名機能」を参照してください。

項目 説明
本体の証明書 - S/MIME S/MIME通信で使用する証明書を設定します。

S/MIME通信 S/MIME通信を有効にできます。

信頼できないメール ［受信しない］に設定すると、次のメールは受信できません。
［S/MIME通信］を有効にした場合の S/MIME以外のメール

 署名 /検証に失敗したメール

 期限切れの証明書が添付されたメール

信頼できないインターネット
ファクス

［受信しない］に設定すると、次のインターネットファクスは受信できませ
ん。
［S/MIME通信］を有効にした場合の S/MIME以外のインターネットファク
ス

 署名 /検証に失敗したインターネットファクス

 期限切れの証明書が添付されたインターネットファクス

メッセージダイジェスト方式 メールをメッセージダイジェストと呼ばれるハッシュ値に変換するときに
使用する暗号方式を設定します。

補足
 証明書の公開 が RSA 512ビットの場合、［SHA512］に設定すると不完全なメー
ルが送信されることがあります。

本文の暗号化方式 本文の暗号化方式を設定します。

暗号化メール分割送信 暗号化メールを送信先ごとに分割送信できます。

暗号化インターネットファク
ス分割送信

暗号化したインターネットファクスを送信先ごとに分割送信できます。

署名 -メール送信 メールを送信するときに、常にデジタル署名をするか、送信するときに選
択するかを設定します。

署名用証明書（メール） メール送信の［デジタル署名］で使用する証明書を指定します。

署名 - インターネットファクス
送信

本機からインターネットファクスを送信するときに、常にデジタル署名を
するか、送信するときに選択するかを設定します。



10設定

188

PDF/DocuWorksの署名設定

参照
 署名機能については、『リファレンスガイド 付録編』の「暗号化と署名機能」を参照してください。

証明書の自動取得 アドレス帳に登録されているメールアドレスから S/MIME 用証明書が添付
されたメールを受信したときに、証明書を保存できます。

項目 説明
本体の証明書 署名に使用する証明書を設定します。

PDF署名 PDF文書に署名できます。

PDF署名ハッシュアルゴリズム PDF署名をするときのハッシュアルゴリズムを設定します。

DocuWorks署名 DocuWorks文書に署名できます。

DocuWorks 署名ハッシュアル
ゴリズム

DocuWorks署名をするときのハッシュアルゴリズムを設定します。

署名用証明書 スキャナーの PDF/DocuWorks署名で使用する証明書を設定します。

項目 説明
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IPsec設定

項目 説明
IPsec設定 ネットワークをパケット単位で暗号化して安全に通信するように設定しま

す。

補足
 セカンダリーイーサネットキットまたは無線キットを取り付けている場合、こ
の項目は 1回線にだけ指定できます。

［IKE認証方式］、［事前共有 ］、［DHグループ］、［PFS設定］についてはネット
ワーク管理者に確認してください。

IKE認証方式 IKE認証方式を設定します。

事前共有 事前共有 を入力します。
［IKE認証方式］が［事前共有 による認証］の場合に設定します。

本体の証明書 IPsec通信で使用する証明書を設定します。
［IKE認証方式］が［デジタル署名による認証］の場合に設定します。
ここでは、CentreWare Internet Servicesで作成した自己証明書は使用できま
せん。

IPsec通信 IPSec通信を有効にできます。

IKE SAのライフタイム IKE SAの有効期間を設定します。

IPsec SAのライフタイム IPsec SAの有効期間を設定します。

DHグループ DHグループを設定します。

PFS設定 PFSを有効にできます。

相手アドレス - IPv4 通信を許可する相手先の IPv4アドレスまたは範囲を設定します。

相手アドレス - IPv6 通信を許可する相手先の IPv6アドレスまたは範囲を設定します。

非 IPsec通信 相手アドレスで設定した以外のアドレスの、IPsecに対応していない機器に
対して、通信ができます。
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IEEE802.1x設定

証明書失効確認の設定

項目 説明
IEEE 802.1x設定 /IEEE 802.1x設定（Ethernet1）、IEEE 802.1x設定（Ethernet2）

IEEE 802.1x認証の使用 IEEE 802.1x認証を使用できます。

認証方式 IEEE 802.1xの認証方式を設定します。

認証ユーザー名 認証ユーザー名を 128文字以内で入力します。

認証パスワード 認証パスワードを 1～ 128バイト以内で入力します。

サーバー証明書の検証 ［認証方式］が［PEAP/MS-CHAPv2］の場合に、サーバー証明書を検証でき
ます。

項目 説明
証明書検証レベル 証明書の検証レベルを設定します。

証明書失効確認方式 証明書失効確認の方式を設定します。
本機が検証局から失効リスト（CRL）を取得して照合する場合は、［失効リ
スト（CRL）を取得する］に設定します。証明書の有効性を確認できる OCSP
（Online Certificate Status Protocol）を使用して認証局や検証局に問い合わせ
て確認する場合は、［OCSPで問い合わせる］に設定します。

失効リスト（CRL）の自動取得 失効リスト（CRL）を自動取得できます。

失効リスト（CRL）取得時間上限 失効リスト（CRL）を取得する時間の上限を設定します。
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その他の設定

 FIPS140認定モード
FIPS140（Federal Information Processing Standard 140）とは、暗号モジュールに関するセキュリティー
要件の仕様を規定する米国連邦標準規格です。
FIPS140-2認定モードを［有効］に設定することによって、セキュリティーをより強化できます。

次の機能は FIPS140認定されていない暗号アルゴリズムで動作します。FIPS140に対応した環境での
運用をお勧めします。

メール送信は S/MIME、SMTP AUTHを使用した場合に該当します。

OCSPレスポンダ指定方法 OCSPレスポンダーの指定方法を指定します。
［証明書に記載の URL を使用］、［本体で設定した URL を使用］から設定で
きます。

OCSPレスポンダ ［OCSPレスポンダ指定方法］で［本体で設定した URL を使用］を選択した
場合は、問い合わせ先の URLを設定します。

OCSP通信時間上限 OCSPレスポンダーとの通信時間の上限を設定します。

 SMB認証

 SMTP認証

 HTTP認証

 SMB転送

 ボックス保存
 DocuWorksダイレクトプリント

 LDAP認証
 Kerberos認証

 802.1x認証

 メール送信
 PDFダイレクトプリント

項目 説明
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 蓄積文書のネットワーク分離
親展ボックスでの文書の蓄積や、取り出しに使用するネットワークを限定できます。

その他の設定
ネットワークに関するその他の設定をします。

項目 説明
メール受信プロトコル 使用環境に合わせて設定します。

認証ユーザー名へのドメイン
付加

ユーザー名にドメイン名を付加できます。

メールプリントの排出先 メール受信プリントの排出先を設定します。［自動］に設定すると、排出先
の初期設定値に設定されている排出先が選択されます。

送受信ドメインの制限 メール、インターネットファクス、IPファクス（SIP）の送受信を許可また
は禁止するドメインを設定します。

制限方法 ［送受信許可ドメインの指定］に設定すると、送受信を許可するドメインを
指定できます。［送受信拒否ドメインの指定］に設定すると、送受信を禁止
するドメインを指定できます。

ドメイン 1～ドメイン 50 ［制限方法］を［送受信許可ドメインの指定］、または［送受信拒否ドメイ
ンの指定］に設定した場合に、送受信ドメイン名を指定できます。

USBポート ID固定機能 USBインターフェースで通知する IDとして、シリアル番号を使用するか固
定値を使用するかを設定します。
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認証 /集計管理

ユーザー情報の設定

パスワード変更
認証ユーザーが自分のパスワードを変更できます。

参照
「登録ユーザーのパスワードの変更」（P.250）を参照してください。

集計管理
本機を利用するユーザーの登録や、集計管理機能の運用設定を設定します。

参照
「認証と集計管理機能」（P.230）を参照してください。
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ユーザー登録 /集計確認
集計管理を有効にする場合、登録したユーザーの認証を行うために、ユーザー ID、およびユーザー
名を登録します。
本機を利用するユーザーごとに、使用枚数の上限を設定できます。また、登録したユーザーごとの
累積ページの確認などができます。
［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］の［ユーザー登録 /集計確認］と共通です。

補足
 ユーザー登録は、「集計管理機能の運用」（P.196）で、使用する集計管理モードを設定してから行ってください。
 この項目は、［集計管理機能の運用］（P.196）を［ネット集計管理］に設定しているときは表示されません。

登録内容の削除 /集計リセット
全登録ユーザーに対して、一括で登録内容を削除したり、集計データをリセットしたりできます。削
除 /リセットする前に、レポートをプリントして、削除 /リセットされる内容を事前に確認すること
もできます。
［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］の［登録内容の削除 /集計リセット］と共通です。

補足
 この項目は、［集計管理機能の運用］（P.196）を［ネット集計管理］に設定しているときは表示されません。

項目 説明
全ユーザーの登録内容 ユーザーごとに登録している設定内容をすべて削除します。また、上限ペー

ジ数、累積ページ数、プリンター集計データなどのデータもすべて削除し
ます。

全ユーザーの機能制限 全ユーザーの機能制限をすべて削除します。

全ユーザーの上限ページ数 全ユーザーの上限ページ数を初期値にリセットします。
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機械管理者のコピー集計確認
機械管理者モードから使用したコピーの累積ページ数を、画面で確認 /リセットできます。

補足
 この項目は、［集計管理機能の運用］（P.196）を［ネット集計管理］に設定しているときは表示されません。

全ユーザーの集計管理データ 機械管理者を含む、全ユーザーのすべての集計管理データをリセットしま
す。ページ数も、「0」にリセットされます。

全ユーザーの権限グループ 全ユーザーのすべての権限グループをリセットします。

プリンター集計データ すべてのプリンター集計データをリセットし、自動登録されたジョブオー
ナー名を削除します。プリントした集計枚数も、「0」にリセットされます。

補足
［プリンター集計データ］は、プリンターを集計しない設定の場合に表示され
ます。

全機能の集計管理レポート 全機能の集計データのレポートをプリントできます。削除 /リセットする内
容を、事前に確認する場合に使用します。

プリンター集計レポート プリントの集計データのレポートをプリントできます。削除 /リセットする
内容を、事前に確認する場合に使用します。

補足
［プリンター集計レポート］は、プリンターを集計しない設定の場合に表示さ
れます。

削除 /リセット 選択した項目のデータを削除 /リセットします。

項目 説明
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集計管理機能の運用
集計管理機能を使用できます。

項目 説明
運用しない 集計管理は行いません。

本体集計管理 集計管理します。

ネット集計管理 外部サービスで管理されているユーザー情報を使用して集計管理します。
ユーザー情報は、外部サービスから登録します。

補足
 集計が必要なサービスを利用しようとしたときに表示される認証画面で、
「Account ID」を入力できます。

各機能の集計 サービスごとに集計管理機能を使用できます。

補足
 表示される項目は、搭載しているサービスによって異なります。
［Client Scan］とは、AirPrint などを使用したクライアントPCから操作するスキャ
ンのことです。

 サービスを［集計する］に設定すると、ホーム画面の該当するサービスに が
表示されます。認証すると表示は消えます。

入力情報の照合 入力するときに、入力情報を照合できます。
［する］を選択すると、［プリント /ダイレクトファクスジョブの照合］も選
択することができます。

ユーザー入力項目 認証するために、ユーザーが入力する項目を設定します。

補足
 Account IDは集計のための IDです。
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集計管理情報の設定

項目 説明
User IDの代替表記 タッチパネルディスプレイの認証情報の表示エリアをタップしたときに表

示される認証画面の、「ユーザー ID」と表示されている表記を、「UserName」
や「Number」のように必要に応じて変更できます。

User IDの入力表示 ユーザー IDを入力したときの文字列の表示方法を設定します。

Account IDの代替表記 タッチパネルディスプレイの認証情報の表示エリアをタップしたときに表
示される認証画面の、「Account ID」と表示されている表記を、
「AccountName」や「Number」のように必要に応じて変更します。

補足
 この項目は、［集計管理機能の運用］（P.196）を［ネット集計管理］に設定して
いるときに表示されます。

Account IDの入力表示 Account IDを入力したときの文字列の表示方法を設定します。

補足
 この項目は、［集計管理機能の運用］（P.196）を［ネット集計管理］に設定して
いるときに表示されます。

認証時の集計情報表示 認証直後に、ユーザー別の集計情報を表示できます。

補足
 この項目は次の設定にされているときに表示されます。

-［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［認証方式の設定］：［本体認証］
-［認証・セキュリティ設定］＞［集計管理］＞［集計管理機能の運用］：［本
体集計管理］
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ファクス課金データの設定
ファクス課金の単位料金を設定します。

補足
 時間帯（昼間 /夜間 /深夜）別の 1度数あたりの通信時間は、［課金情報（昼間料金）］、 ［課金情報（夜間料金）］、
［課金情報（深夜料金）］（P.100）で設定してください。

認証・セキュリティ設定
本機を利用するユーザーの登録や、認証およびセキュリティーの設定ができます。

参照
「認証と集計管理機能」（P.230）を参照してください。
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機械管理者情報の設定
機械管理者のユーザー IDとパスワードを設定します。

認証の設定

項目 説明
認証方式の設定 認証方式を設定します。

認証しない 認証機能を利用しません。

本体認証 本機に登録されたユーザー情報を、認証に使用します。

補足
［本体認証］から、［認証しない］または［外部認証］に変更した場合、本機に
登録されているユーザー情報がすべて削除されます。

外部認証 外部認証サーバーに登録されたユーザー情報を、認証に使用します。

補足
 外部認証を行うと、ユーザー情報が本機に保存され、外部認証時に外部認証
サーバーが起動していなくても、本機に保存されたユーザー情報を利用して
ユーザーを認証し、本機を使用できます。

 外部認証に使用したユーザー情報を本機に保存させない場合は、［外部認証情
報の本体保存］（P.202）を［しない］に設定してください。

カスタム認証 サーバーレス認証連携キット（別売）を使用するときに設定します。
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アクセス制御 認証モードでは、本機および各サービスの利用を制限することができます。
利用するには、ユーザー認証が必要になります。

補足
 外部認証時（ApeosWare Management Suite 2（別売）を使用する場合を除く）
は、外部認証サーバーから取得した利用可能なサービスへのアクセス許可情報
に基づきます。

仕様設定へのアクセス 機械管理者以外の本機の設定変更を制限できます。

デバイスへのアクセス 本機のタッチパネルディスプレイのボタンの操作を制限できます。

サービスへのアクセス 本機の各サービスを制限できます。

補足
 サービスを［制限する（表示）］に設定すると、ホーム画面の該当するサービ
スに が表示されます。認証すると の表示は消えます。

 サービスを［制限する（非表示）］に設定すると、ホーム画面に該当するサー
ビスは表示されません。認証すると該当するサービスも表示されます。

機能の制限
カラーコピーの使用 カラーコピーを制限できます。

ボックスからのプリ
ント

親展ボックス文書のプリントを制限できます。

ボックスからの外部
取り出し

親展ボックス文書の送信や転送を制限できます。

宛先指示方法の制限 ファクス /インターネットファクス、またはメール送信で、アドレス帳に登
録されていない宛先への送信を制限できます。
［登録宛先のみ許可］に設定すると、キーパッドやキーボードからは、宛先
を入力できなくなります。送信できるのは、アドレス帳に登録された宛先
に制限されます。

アドレス帳登録 /変更
の制限

一般ユーザーによるアドレス帳への宛先の登録、変更を制限できます。

ユーザー登録 /集計確認 認証を有効にする場合、登録したユーザーの認証を行うために、ユーザー
ID、およびユーザー名を登録します。
本機を利用するユーザーごとに、使用枚数の上限を設定できます。また、登
録したユーザーごとの累積ページの確認などができます。ユーザーデータ
は、1,000件まで登録できます。
［ユーザー登録 /集計確認］（P.194）と共通です。

登録内容の削除 /集計リセット 全登録ユーザーに対して、一括で登録内容を削除したり、集計データをリ
セットしたりできます。削除 / リセットする前に、レポートをプリントし
て、削除 /リセットされる内容を事前に確認することもできます。
［登録内容の削除 /集計リセット］（P.194）と共通です。

権限グループ登録 機械管理者は認証ユーザーに対して、本来利用できない機能を利用できる
「権限」を与えることができます。権限グループを登録しておくと、ユー
ザーを権限ごとにグループ化して管理できます。

認証情報の設定 認証するときに必要な情報を設定します。

User IDの代替表記 タッチパネルディスプレイの認証情報の表示エリアをタップしたときに表
示される認証画面の、「User ID」と表示されている表記を、「UserName」や
「Number」のように必要に応じて変更できます。

項目 説明



リファレンスガイド　操作編

201

User IDの入力表示 ユーザー IDを入力したときの文字列の表示方法を設定できます。セキュリ
ティーの強化など、必要に応じて設定してください。
［そのまま表示する］に設定すると、ユーザー ID を入力したときに、入力
した文字列で表示します。［隠す］に設定すると、［*****］のように表示します。

認証失敗の記録 不正なアクセスを検知するための、認証回数を設定します。所定時間（10
分）以内に、ここで設定した回数の認証に失敗したときに、エラーとして
記録します。

認証解除時の確認画面表
示

認証解除時に確認画面を表示できます。

認証時の User ID文字種 認証時、ユーザー IDの文字種を設定します。
［大文字小文字を区別する］に設定すると、登録したまま（大文字小文字を
含む）のユーザー ID で認証します。［大文字小文字を区別しない］に設定
すると、ユーザー IDに大文字小文字が混在していても、大文字小文字を区
別しないで認証します。

ICカード接続時の認証 本体認証の場合、本機に ICカードリーダーが接続されているときに、ユー
ザー ID認証を有効にできます。
［IC カードのみ］に設定すると、ユーザー ID 認証は使用できません。［IC
カードまたはパネル入力］に設定すると、ICカード認証とユーザー ID認証
の両方が使用できます。

ICカード認証時のユー
ザー登録

本体認証で登録されていないユーザーが、ICカードリーダーに ICカードを
かざしたとき、ユーザー登録できます。
［しない］に設定すると、ユーザー登録はされません。［自動登録する］に
設定すると、ユーザーが登録されます。

ゲストの使用 外部認証の場合、ゲストのユーザーを使用できます。

ICカードの使用 本機に ICカードリーダーが接続されているときに、ICカードを使用できま
す。
［する］に設定すると、ICカードでジョブを制御するかを、機能ごとに設定
できます。
［する（PKIのみ）］は、認証やジョブ制御には ICカードを使用せず、セキュ
リティー機能だけを制御する場合に設定します。

ICカード連携モード 外部認証の場合、ICカード認証時に、パスワードの入力を要求できます。

ICカードの証明書検証 ICカードを使用する場合に、ICカードの証明書を検証できます。
チェックマークを付けると、IC カードの所有者を、PIN コードによる照合
だけでなく、IC カード内の証明書の検証と秘密 との の一致を検証しま
す。この場合、IC カードの証明書の上位 CA 証明書を本機にインポートし
ておく必要があります。
チェックマークを外すと、IC カードの所有者を、PIN コードによる照合で
検証します。

非接触型 ICカード設定 非接触型 ICカード認証時に、認証の解除方法を設定します。
［カードが離れると認証解除］に設定すると、ICカードを ICカードリーダー
から離すことで認証が解除されます。［パネル指示で認証解除］に設定する
と、タッチパネルディスプレイの操作で認証が解除されます。

項目 説明
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外部認証情報の本体保存 外部認証に使用したユーザー情報を本機に保存できます。保存に設定して
外部認証を行うと、ユーザー情報が本機に保存され、外部認証時に外部認
証サーバーが起動していなくても、本機に保存されたユーザー情報を利用
してユーザーを認証し、本機を使用できます。

補足
 ICカードで認証したユーザーだけが対象です。
 本体保存されたユーザー情報を利用して認証されたユーザーは、［（保存済み外
部認証情報での動作時の権限）］に設定されます。

保存済み外部認証情報削
除

本機に保存した外部認証のユーザー情報を削除できます。

補足
 ICカードで認証したユーザーだけが対象です。

不正使用防止の設定 なりすましによる不正な操作が行われないようにするための機能です。同
一のユーザーIDの認証に連続して失敗した場合にアクセスを拒否するよう
に、［連続失敗回数］にアクセスを拒否するまでの回数を設定します。

補足
 本機を再起動すると、失敗した回数はリセットされます。
 設定する場合は、［認証回数制限 -機械管理者］、または［認証回数制限 -一般ユー
ザー］を［する］に設定してください。

 アクセス拒否状態を解除するときは、本機を再起動してください。
 一般ユーザーの認証回数制限は、本体認証の場合に設定できます。

パスワードの運用
パスワード使用 -パネル入
力時

ユーザーが本機を使用するときに、パスワードを入力できます。
［する］に設定すると、［ユーザー登録 /集計確認］の［パスワード］が有効
になります。
［しない］に設定すると、上記の設定でパスワードが指定されていてもパス
ワードの入力は要求されません。

パスワード使用 -ICカード
認証時

本体認証の場合、機械管理者およびユーザーが ICカード認証をするときに、
パスワードを入力できます。

パスワードの最小桁数 パスワードの最小桁数を指定します。

パスワードの最大桁数 パスワードの最大桁数を指定します。

認証 / プライベートプリントの
設定

受信したプリントジョブを、どのように扱うかを設定します。

受信時の PJL命令制御 外部機器からのプリント受信を制御します。クライアント PCからプリント
指示した認証プリント、またはプライベートプリントジョブを、［ジョブ情
報］の［認証プリント］、または［プライベートプリント］に保存する場合
は、［する］に設定します。

出力時の PJL命令制御 外部機器からのプリントジョブのプリントを制御します。［ジョブ情報］の
［認証プリント］、または［プライベートプリント］に保存された文書をプ
リントするときに、用紙、両面プリントなどのプリントモードをジョブの
指示どおりに行う場合に、［する］に設定します。

受信制御 受信したプリントジョブを、どのように扱うかを設定します。
プリンターの認証に
従う

認証 /集計機能を利用し、［サービスへのアクセス］の［プリンター］を［制
限する］に設定しているときに、［認証成功のジョブ］、［認証が不正のジョ
ブ］、［User IDなしのジョブ］、それぞれについてジョブの扱いを設定します。

項目 説明
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強制印字一時解除
強制印字をするが、特定の出力物だけ強制印字なしでプリントする場合などに使用します。
強制複製管理、強制ペーパーセキュリティー、UUID印字、強制アノテーションなどの強制印字が設
定されていても、一時的に強制印字を解除できます。
［する］に設定した状態で、コピー、親展プリント、ボックスプリント、文書プリント、デジカメプ
リントを実行すると、一時解除の対象となります（ファクス、通常のプリント、レポート /リストは
対象となりません）。
認証ユーザーの属する権限グループの［強制印字の一時解除］が［許可する］に設定されている場
合だけ表示されます。

補足
 ジョブフローを使用して親展ボックス内の文書を選択し、手動で実行する場合でも強制印字を一時解除できま
す。

 管理者権限のユーザーは権限グループにかかわらず設定可能です。
 TrustMarkingBasic（別売）やコピーでユーザーが指定した複製管理に関しては解除対象となりません。

プライベートプリン
トに保存

認証機能を利用しているいないにかかわらず、ユーザー IDが付いたジョブ
をすべてプライベートプリントに保存します。また、［User ID なしのジョ
ブ］、［PJL 命令なしのジョブ］、それぞれについてジョブの扱いを設定でき
ます。

認証プリントに保存 認証機能を利用しているいないにかかわらず、受信したジョブをすべて認
証プリントに保存します。

項目 説明



10設定

204

ジョブ操作の設定
実行中や実行待ちジョブやログの表示制限ができます。認証していないユーザーやジョブオーナー
でないユーザーに対して、プライバシー保護、情報漏えいの抑止になります。

ダイレクトプリント機能の禁止
［する］に設定した場合、デジカメプリント、文書プリント、メール受信プリント、インターネット
ファクス受信プリント、モバイルプリントなどのダイレクトプリント機能が使用できなくなります。

項目 説明
実行中 /待ちジョブの表示設定 実行中 /実行待ちジョブの情報表示を制限できます。

実行完了ジョブの表示設定
常に表示する 認証に関わらず、すべての完了ジョブを確認できます。ジョブの詳細情報

の表示を制限できます。

認証中は表示する 本機に認証中のユーザーだけが完了ジョブを確認できます。確認できる
ジョブを認証ユーザーのジョブだけにすること、ジョブの詳細情報の表示
を制限できます。

表示しない 認証に関わらず、すべての完了ジョブを非表示にします。

ジョブ操作の制限 操作の種類ごとに、ジョブ操作を許可するユーザーの範囲を設定します。
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稼動時の改ざん防止
本機の稼動時に、許可されていないファイルへのアクセスおよび実行を検知するかを設定します。
［する］に設定すると、ファイルの書き込みや実行を拒否して、アクセス内容を監査ログに記録しま
す。
［ログ記録のみ］に設定すると、監査ログには記録しますが、ファイルへのアクセスは拒否されませ
ん。

参照
 監査ログに記録するには、監査ログ機能を有効に設定する必要があります。詳しくは、「監査ログ設定」（P.205）
を参照してください。

監査ログ設定
監査ログの設定と Syslog 送信（Syslog プロトコルを使用して監査ログをネットワーク上のほかのク
ライアント PCに送信）に関する設定をします。
監査ログとは、いつ、誰が、どのような作業を本体で行ったかを記録したものです。監査ログ機能
を使用すると、本体の不正使用や不正使用の試みを監視できます。

補足
 監査ログを取り出すには、CentreWare Internet Servicesを使用します。

参照
 監査ログの記録項目については、弊社公式サイトで提供している『監査ログリファレンスガイド』を参照してく
ださい。
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保守

保守レポートの出力

親展ボックス登録リスト
指定した番号の範囲の親展ボックスに設定されている内容と、ボックス保存時の処理方法を表形式
でプリントします。

項目 説明
監査ログの記録 監査ログを記録すること設定します。

監査ログ機能が有効になると、本体に監査ログが記録されます。
ログは最大で 15,000件まで記録され、15,000件を超えると日付の古いログ
から削除されます。

監査ログの Syslog送信 監査ログを Syslogサーバーに送信すること設定します。

Syslog-サーバー名 /アドレス Syslogサーバーのサーバー名、または IPアドレスを入力します。

Syslog-UDP/TCPポート番号 Syslogサーバーの UDP、または TCPのポート番号を入力します。

Syslog-TLSポート番号 Syslogサーバーの TLSポート番号を入力します。

Syslog- トランスポートプロト
コル

Syslogに送信するときのトランスポートプロトコルを設定します。

Syslog-ファシリティ Syslogに送信する監査ログのファシリティ番号を入力します。

Syslog-タイムアウト値 Syslog送信時の送信タイムアウト値を入力します。

送信エラー時の対応方式 デバイス内の監査ログが Syslog 未送信のまま最大記録件数に達したときの
動作を設定します。

稼動優先 日付の古いログから上書きされます。上書きされた監査ログは、Syslog 送
信できません。

監査優先 システムエラーとなり、本機が停止します。本体と Syslog サーバーを接続
できる状態にしてから、再起動してください。
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機能別カウンターレポート
参照

「機能別カウンターレポート」（P.108）を参照してください。

ユーザー別集計管理
ユーザー別の集計管理レポートをプリントできます。なお、ユーザー別集計管理レポートは、集計
管理機能を有効にしているかで、表示される画面が異なります。

補足
 レポートはファイルにプリントできません。レポートをファイルにプリントするには、ApeosWare Management

Suite 2（別売）をご利用ください。

［集計管理機能の運用］が［本体集計管理］以外に設定されている場合
次の画面が表示され、プリンター集計レポートをプリントできます。クライアント別（ジョブオー
ナー別）に、本機でプリントした総ページ数、使用した用紙の総枚数を確認できます。

補足
［プリンター集計］は、データを初期化した時点からのカウントになります。

［集計管理機能の運用］が［本体集計管理］に設定されている場合
［ユーザー別集計管理］画面が表示されます。集計管理機能を［集計する］に設定している機能の、
ユーザー別の集計管理レポートを、機能ごとにプリントできます。

参照
「集計管理」（P.193）を参照してください。

集計管理レポートをプリントするには、各集計管理レポートを選択し、ユーザー番号の範囲を指定
します。
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補足
 レポートに表示される［No.］は、［集計管理］、［認証・セキュリティ設定］で、ユーザー登録した No.（ユーザー
管理番号）です。

使用済み製品回収情報シート
使用済みの本機の回収を依頼する場合に、情報シートをプリントできます。お客様から弊社のカス
トマーコンタクトセンターに本機の情報を通知していただくことにより、本機の回収経路が決定し
ます。

GS1-128バーコードサンプル
GS1-128バーコードサンプルをプリントできます。
バーコードモードを有効にした場合と無効にした場合のバーコードのプリント状態を確かめること
ができます。

［点検 /修理依頼］/［EP 診断 /修理依頼］/［EP 診断］/［修理依頼］
点検や修理が必要になったときに、弊社のカストマーコンタクトセンターに連絡します。

項目 説明
コピー集計管理 本機でコピーした総ページ数、プリントページ数を確認できます。また、

ページ数の制限を設定している場合は、それらの制限値を表示します。［コ
ピー集計管理レポート］は、データを初期化した時点からのカウントにな
ります。

プリンター集計管理 クライアント別（ジョブオーナー別）に、本機でプリントした総ページ数、
使用した用紙の総枚数を確認できます。［プリンター集計管理］は、データ
を初期化した時点からのカウントになります。

補足
［集計管理機能の運用］の［各機能の集計］で［プリンター］を［集計しない］
に設定している場合は、［プリンター集計管理］ではなく、［プリンター集計］
が表示されます。

スキャナー集計管理 本機でスキャンした総ページ数を機能別に確認できます。また、ページ数
の制限を設定している場合は、それらの制限値を表示します。［スキャナー
集計管理］は、データを初期化した時点からのカウントになります。

ファクス集計管理 通信回数、送信原稿枚数などのデータをユーザー別に確認できます。
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初期設定項目
本機を使用するための初期設定が完了していることを確認します。初期設定されてない項目は、こ
こから設定画面を起動できます。

EP 通信確認
EP-BB 複合機管理サービスの通信が正常に行われるかを確認します。

参照
 EP-BB 複合機管理サービスについては、弊社公式サイトを参照してください。

ソフトウェアオプションの設定
カストマーエンジニアが設定します。
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ソフトウェアオプションの設定 -USB
USBドングルを取り付けてオプション機能を使用できます。

ソフトウェアバージョンアップ
ソフトウェアのバージョンアップが必要になったときに、ソフトウェアを更新するための機能です。

注記

 ソフトウェアがダウンロードされると、再起動して、ソフトウェアの更新を行います。そのあと再起動し、ホー
ム画面が表示されたらソフトウェアバージョンアップは終了です。ソフトウェアバージョンアップが終了するま
で、電源は切らないでください。途中で電源を切ると、ソフトウェアが不完全な状態となり、本機が起動できな
くなることがあります。
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機械起動時のプログラム診断
本機の電源を入れたときに、プログラム診断ができます。
プログラム診断で意図的なプログラムの書き換えなどの異常が見つかった場合は、起動を停止し、監
査ログに記録します。

ICカード情報の確認
［ICカード情報の確認］を選択し、ご利用の ICカードを ICカードリーダーにタッチすると、ICカー
ドの情報がタッチパネルディスプレイに表示されます。

補足
 認証に使用する情報は、CentreWare Internet Servicesで設定します。



10設定

212

証明書の一括削除 /初期化
証明書を一括削除し、初期化します。［ネットワーク設定］＞［セキュリティ設定］の［SSL/TLS 設
定］で証明書を使用するように設定しているにもかかわらず、証明書ファイルの異常などが原因で、
証明書データが使用できなくなった場合に使用します。

画質調整

補足
［総合画質調整］、［自動アライメント調整］、［転写出力調整］の［自動調整］、［プリントヘッド縦ムラ調整］、
［点・筋の画質トラブル診断］は、親展ボックスに空きがある場合にだけ使用できます。
 画質調整を定期的に実行しても状況が改善しない場合は、弊社のカストマーコンタクトセンターまたは販売店に
お問い合わせください。

項目 説明
総合画質調整 画質を自動的に調整します。
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アライメント調整 用紙にプリントするイメージの位置を調整します。

補足
 182 × 182 mm 以上のサイズの用紙を使用してください。
 イメージのばらつきを考慮して、調整用チャートは 3 枚以上プリントすること
をお勧めします。

自動アライメント調整
イメージ位置を自動調整します。
手動アライメント調整
調整値を入力してイメージ位置を調整します。

参照
 詳しくは、「 自動アライメント調整」（P.214）/「 手動アライメント調整」（P.217）
を参照してください。

転写出力調整 トナー画像が用紙に最適な状態で転写されない場合に、用紙種類ごとに最
適な転写出力値を設定できます。

自動階調補正 プリント画質の色階調がずれた場合に、階調を補正します。補正すること
によって、本機のプリント画質を一定の品質に保てます。

補足
 自動階調補正実行前に、コピーの機能リストをリセットしてください。

コピー用スクリーン 1
［原稿の画質］の、［文字］、［文字 / 写真］または［地図］に使用されるスク
リーンの階調を補正します。
コピー用スクリーン 2
［原稿の画質］の、［写真］に使用されるスクリーンの階調を補正します。
プリンター用スクリーン 1
ART EXプリンタードライバーの場合
［グラフィックス］タブで設定される機能（［印刷モード］、［画質調整］、［おすす
め画質タイプ］）のすべてに使用されるスクリーンの階調を補正します。

［詳細設定］タブの［スクリーン］で［自動］、［精細度優先］、［標準］を選択した
ときに使用されるスクリーンの階調を補正します。

PostScriptプリンタードライバーの場合
［カラー］タブの［スクリーン］で［自動］、［精細度優先］、［標準］を選択したと
きに使用されるスクリーンの階調を補正します。
プリンター用スクリーン 2
ART EXプリンタードライバーの場合
［詳細設定］タブの［スクリーン］で［階調優先］を選択したときに使用されるス
クリーンの階調を補正します（印刷モードで［高精細（文字 /線）］を選択してい
るときは例外です）。

［詳細設定］タブで［ページ印刷モード］を［する］に設定したときに使用される
スクリーンの階調を補正します。

PostScriptプリンタードライバーの場合
［カラー］タブの［スクリーン］で［階調優先］を選択したときに使用されるスク
リーンの階調を補正します。

項目 説明
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自動アライメント調整
出力イメージの位置を用紙トレイごとに自動で調整します。
用紙の伸縮、断裁精度、用紙の保管状態などによって、出力イメージの位置がずれたときなどに調
整してください。

補足
 原稿ガラスでは、背景用シートを用いて調整します。背景用シートは、『リファレンスガイド 付録編』の巻末に
ある「SIQA_sheet1_11x17」、または「SIQA_sheet1_A3」を両面プリントしておきます。

 調整用チャートのプリント

1. 調整するトレイに、調整する用紙をセットします。

補足
 調整用チャートをプリントするときは、182 × 182 mm 以上のサイズの用紙をセットしてください。

2. 機械管理者モードへログインします。

3. ［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［アライメント調整］をタップします。

4. ［自動アライメント調整］をタップします。

面内ムラ調整 用紙にプリントするイメージの濃度のムラを調整します。
自動面内ムラ調整
イメージのムラを自動調整します。
手動面内ムラ調整
調整値を入力してイメージのムラを調整します。

参照
 詳しくは、「 自動面内ムラ調整」（P.222）/「 手動面内ムラ調整」（P.223）を参
照してください。

プリントヘッド縦ムラ調整 周期的な縦方向の濃度ムラを調整します。

補足
 210 × 279.4 mm以上の用紙をセットしてください。

点・筋の画質トラブル診断 出力物に点や筋状の不良がある場合に、不良の原因を診断します。
診断結果は本機には表示されませんが、EP システムへの接続がある場合に、
［EP 診断］をタップすることで、弊社のカストマーコンタクトセンターに送
信されます。

項目 説明
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5. 各項目を設定して、［スタート］をタップします。

用紙選択
手順 1 で用紙をセットしたトレイを選択します。

像密度設定 おもて面 /像密度設定 うら面
調整用チャートにプリントする濃度を設定します。

枚数
プリントするチャートの枚数を設定します。ばらつきの平均値を算出するため、3 枚以上プリ
ントすることをおすすめします。

調整チャートの出力
すでに調整用チャートをプリントしていて、読み込みだけする場合は、オフに設定します。

補足
 一度に複数の用紙トレイを調整するときは、［用紙選択］で用紙トレイを選択し直して、再度プリントします。

6. プリントされた調整用チャートを読み込みます。

参照
「原稿ガラスの調整」（P.215）
「原稿送り装置の調整」（P.216）

 原稿ガラスの調整
原稿ガラスで調整用チャートを読み込んで調整します。

1. ［原稿ガラスで読み込む］をタップします。
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2. 画面の指示に従って、調整用チャートと背景用シートを原稿ガラスにセットし、［読み込み］を
タップします。
背景用シートの四角マークと調整用チャートの四角マークを合わせて、おもて面で 2 回、うら
面で 2 回、読み込みます。

補足
 調整用チャートの四角マーク上部にある線と、背景用シートの下辺を合わせてください。

3. 調整用チャートを複数枚プリントしている場合は、［次のチャートをセットする］をタップし
て、調整用チャートの枚数だけ読み込みを繰り返します。

4. 調整用チャートの読み込みが完了したら、［調整を開始する］をタップします。

5. ［確認プリント］でサンプルをプリントして、調整結果を確認します。

6. 調整を反映する場合は、［確定］をタップします。

補足
 再調整が必要な場合は、［中止］をタップして調整を中止し、調整をやり直してください。

 原稿送り装置の調整
原稿送り装置で調整用チャートを読み込んで調整します。

1. ［自動原稿送り装置で読み込む］をタップします。

2. 画面の指示に従って、調整用チャートを原稿送り装置にセットし、［継続］をタップします。
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補足
 複数枚の調整用チャートを同時に読み込むことができます。異なる用紙トレイの場合も、自動でトレイ情報を読
み込みます。

 サイズが異なる調整用チャートは、一緒にセットしないでください。

3. ［確認プリント］でサンプルをプリントして、調整結果を確認します。

4. 調整を反映する場合は、［確定］をタップします。

補足
 再調整が必要な場合は、［中止］をタップして調整を中止し、調整をやり直してください。

手動アライメント調整
手動アライメント調整では、より正確にアライメントが調整できます。長尺用紙は、自動調整がで
きませんので、手動アライメント調整します。

 調整可能項目
調整は次の順に行います。

直角度
副走査方向（用紙送り方向）のイメージの歪み（平行四辺形）を調整します。

副走査方向倍率
副走査方向（用紙送り方向）のイメージの倍率を調整します。

副走査方向
（用紙送り方向）

主走査方向

A

B

理想のイメージ

実際のイメージ

副走査方向のイメージ長

副走査方向
（用紙送り方向）

副走査方向の用紙長さ
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リード /サイドレジ
副走査方向（用紙送り方向）、主走査方向（用紙送り方向に対して垂直方向）のイメージの位置を調
整します。

 調整手順

1. 調整するトレイに、調整する用紙をセットします。

補足
 調整のためのサンプルチャートをプリントするときは、A3 、A4 、11×17" 、8.5×11" のどれかの用紙をセッ
トしてください。

2. ［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［アライメント調整］をタップします。

3. ［手動アライメント調整］をタップします。

4. ［用紙選択］をタップして、手順 1で用紙をセットしたトレイ選択します。

理想のイメージ

実際のイメージ

10 mm リードレジのずれ量

10 mm

サイドレジのずれ量

10 mm

10 mm
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5. ［調整面］で調整する印字面を選択します。

6. ［プリント設定］でサンプルのプリント枚数を指定します。

補足
 イメージのばらつきを考慮して、サンプルは 3枚程度プリントすることをお勧めします。

7. ［サンプル出力］をタップします。
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8. プリントされたサンプルを確認し、調整値を入力します。

補足
 用紙送り方向を示すため、用紙の後端には■（黒い四角マーク）がプリントされます。おもて面には■が 1つ、う
ら面には■が 2つプリントされます。

9. ［調整値設定］をタップします。
調整値が反映されます。

10.［サンプル出力］をタップします。
調整結果を確認します。

 直角度の調整

補足
 トレイ / 調整面ごとの調整はできません。

1. ［直角度］をタップします。

2. 調整量を現在の設定値に加えた値を、入力します（1ステップ =0.1 mm）。

補足
 調整量（mm）=傾き量（Aと Bの差分）（mm）×400÷（用紙の主走査方向幅（mm）-20）
 自動調整後の微調整を行なう場合は、次の式で計算します。
調整量（mm）=傾き量（A と B の差分）（mm）×400÷（用紙の主走査方向幅（mm）-30）

3. ［決定］をタップします。

　用紙送り方向

10 mm
10 mm

10 mm
10 mm

副走査方向
（用紙送り方向）

主走査方向

A

B
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 副走査方向倍率の調整

1. ［副走査方向倍率］をタップします。

2.  調整量を現在の設定値に加えた値を、入力します（1ステップ = 0.025%）。

補足
 調整量（%） =（副走査方向のイメージ長（mm） - 副走査方向の用紙長さ（mm）-20) ÷（副走査方向の用紙長さ
（mm）-20) × 100
 自動調整後の微調整を行なう場合は、次の式で計算します。
 調整量（%） =（副走査方向のイメージ長（mm） - 副走査方向の用紙長さ（mm）-30) ÷（副走査方向の用紙長さ
（mm）-30) × 100

3. ［決定］をタップします。

 リード /サイドレジの調整

1. ［リード /サイドレジ］をタップします。

2. 調整量を現在の設定値に加えた値を、入力します（1ステップ =0.1 mm）。

補足
 調整量（mm）=実際のイメージ位置の用紙端からの距離（mm）-10
 自動調整後の微調整を行なう場合は、次の式で計算します。
調整量（mm）=実際のイメージ位置の用紙端からの距離（mm）- 15

3. ［決定］をタップします。

理想のイメージ

実際のイメージ

副走査方向のイメージ長

副走査方向
（用紙送り方向）

副走査方向の用紙長さ

理想のイメージ

実際のイメージ

10 mm リードレジのずれ量

10 mm

サイドレジのずれ量

10 mm

10 mm
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自動面内ムラ調整
出力イメージの濃度ムラを自動で調整します。

1. 調整するトレイに、調整する用紙をセットします。

補足
 調整用チャートをプリントするときは、210 × 210 mm 以上のサイズの用紙をセットしてください。

2. 機械管理者モードへログインします。

3. ［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［面内ムラ調整］＞［自動面内ムラ調整］をタップします。

4. ［用紙選択］で手順 1 で用紙をセットしたトレイを選択して、［スタート］をタップします。
CMYK チャートが 1 枚目に、RGB チャートが 2 枚目にプリントされます。

補足
 すでに調整用チャートをプリントしていて、読み込みだけする場合は、［調整チャートの出力］をオフに設定し
ます。

5. CMYK チャートを原稿ガラスにセットします。
プリント面を下に向け、黒いマークがある辺を原稿ガラスの奥に合わせてください。

6. チャートと同じサイズの白紙を 5 枚以上、チャートの上に重ねて置きます。

7. 原稿カバーを閉じて、［継続］をタップします。
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8. 手順 5 ～ 7 を繰り返して、RGB チャートも読み込みます。

9. ［確認プリント］でサンプルをプリントして、調整結果を確認します。

10. 調整を反映する場合は、［確定］をタップします。
補足

 再調整が必要な場合は、［中止］をタップして調整を中止し、調整をやり直してください。

手動面内ムラ調整
手動面内ムラ調整では、より正確に面内ムラが調整できます。長尺用紙は、自動調整ができません
ので、手動面内ムラ調整します。

1. 調整するトレイに、調整する用紙をセットします。

2. ［設定］＞［保守］＞［画質調整］＞［面内ムラ調整］＞［手動面内ムラ調整］＞［プリント設
定］をタップします。

3. 各項目を設定して、［決定］をタップします。

カラーモード
すべての色の濃度とバランスを確認するときは［フルカラー］を選択し、特定の色に限定して
濃度を確認するときは［単色］を選択します。
［単色］を選択した場合は、［手動面内ムラ調整］画面の［カラー］で、プリントする色を［イ
エロー］、［マゼンタ］、［シアン］、［ブラック］から選択してください。
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カバレッジ 1、2
プリントサンプルにプリントする濃度を、イエロー、マゼンタ、シアン、ブラックの色ごとに、
2 種類設定できます。

用紙選択
手順 1で用紙をセットしたトレイ選択します。

4. ［手動面内ムラ調整］画面で［サンプル出力］をタップします。

5. プリントサンプルを確認し、ムラが発生している場合は、濃度を調整します。

カラー
調整する色を選択します。

形状
プリントサンプルへの濃度分布調整量を形状 1 ～ 6のうちから選択します。

レベル
プリントサンプルの濃度差のレベルを 1 ～ 6のうちから選択します。レベル 1 は調整量が無い
ことを表し、値が大きいほど調整量が大きいことを表します。
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傾き
プリントサンプルに対して、濃度分布を次のように調整します。調整量を -17 ～ 17 の範囲で設
定します。
値が大きいほど調整量が大きいことを表します。

補足
 濃度分布がこれらのパターンとは異なるときは、［形状］、［レベル］を使用して調整してください。

6. 調整後、再度［プリント開始］でプリントサンプルをプリントして、調整結果を確認します。

パンチユニット設定
2/4穴パンチユニットか 2/3穴パンチユニット（US規格）かを設定します。

「+」の設定値を入力 「－」の設定値を入力

濃く

薄く

濃度
調整量

濃く

薄く

濃度
調整量

IN OUT IN OUT
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紙折り位置の調整
用紙の種類ごとに紙折りの位置を調整し、10種類のタイプに設定できます。設定したタイプは各ト
レイに割り当てます。

紙折り位置タイプの設定
タイプごとに名前をつけて、二つ折り、製本、内三つ折り、外三つ折り、Z 折りの折り位置の調整値
を画面に従って、設定します。

製本折り位置の調整
製本折り位置を、JIS B4未満 /以上の場合でそれぞれ設定します。
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パンチ位置の調整
パンチ位置を、JIS B4未満 /以上の場合でそれぞれ設定します。

折りを補助する筋
中とじ時の膨らみを抑えるための折り目をつける（筋入れする）ことができます。
筋の本数を増やすほど、膨らみは軽減されますが、フィニッシングの速度は遅くなります。

両面読み取り色補正
自動両面原稿送り装置の表と裏の読み取り色を補正します。
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補足
 適切なプリント結果を得られるよう、事前に自動階調補正（P.213）を行ってください。

カラーレジ補正
印字結果に色版のずれが発生した場合は、カラーレジを補正します。

補足
 本機の性能に影響が出るおそれがありますので、カラーレジ補正を連続して実行しないでください。

トレイ 5（手差し）ガイド調整
トレイ 5（手差し）のガイド幅の検知精度を補正します。
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リセット

IPsecと 802.1xの設定をリセット
［ネットワーク設定］＞［セキュリティ設定］の［IPsec 設定］および［IEEE802.1x 設定］を無効に
し、設定を初期化します。

フォントとフォーム、マクロを消去
本体内にダウンロードされたフォントデータ、フォームデータ、マクロデータをすべて消去します。

工場出荷時の設定に戻す
本機のすべての設定を工場出荷時の状態に戻します。
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概要
認証機能を利用すると、本機自体の利用を制限したり、サービスごとに利用を制限したりできます。
また、サービスの使用状況をユーザーごとに集計して管理することもできます。

ユーザーの種類
認証機能を利用しているときは、次のユーザーに分けられます。

 機械管理者
使用環境に合わせてシステムの設定値を登録 /変更できるユーザーです。
機械管理者は、機械管理者 IDという特別に定義されたユーザー IDを使用します。

 認証ユーザー
本機または外部のサーバーに登録されているユーザーです。それぞれのユーザー IDを使用して認証
します。
認証ユーザーのユーザー ID には、使用目的に応じてサブユーザーを関連づけできます。ひとつの
ユーザー IDには、最大 10個のサブユーザー IDを関連づけできます。

補足
 サブユーザーを利用するには、別途アプリケーションが必要です。詳しくは、弊社の営業担当者、またはカスト
マーコンタクトセンターにお問い合わせください。

 認証未登録ユーザー
登録されていないユーザーです。
認証未登録ユーザーは、利用が制限されているサービスを利用できません。

管理の権限と権限グループ
本機でユーザーごとに管理の権限や権限グループを設定できます。
外部サーバーを利用しているユーザーの場合は、ApeosWare Management Suite 2（別売）または LDAP
で設定します。LDAPを利用する場合は、CentreWare Internet Servicesで設定します。

補足
 本体認証でネット集計管理の場合、ユーザーに権限グループを指定できないため、権限グループに設定した機能
を使用できません。

11 認証と集計管理機能
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管理の権限
認証ユーザーごとに機械管理や集計管理の権限を設定できます。

 機械管理の権限
機械管理者と同じ権限が与えられます。ただし、次の操作はできません。
 親展ボックスの操作
 ジョブフローの操作
 機械管理者パスワードの変更

 集計管理の権限
次の権限が与えられます。
 ユーザー情報の登録、削除、変更（パスワードだけ変更不可）、参照（設定により操作できないこ
とがあります）

 集計管理の登録、削除、変更、参照
 User ID の代替表記 /User ID の入力表示の変更
 Account IDの代替表記 /Account IDの入力表示の変更
 ユーザー別集計管理レポートのプリント

権限グループ
利用制限に対する操作を許可する権限をグループ分けして、認証ユーザーを登録できます。権限グ
ループに属したユーザーは、機械管理者と同様に操作を実行できます。

参照
「権限グループ」（P.241）を参照してください。

利用制限

 全体での利用制限
認証モードでは、本機および各サービスの利用を制限できます。利用するには、ユーザー認証が必
要です。

参照
「アクセス制御」（P.200）を参照してください。

 ユーザーごとの利用制限
ユーザーごとに、サービスの利用制限、上限ページ数、ジョブフロー、親展ボックスの作成、編集、
利用を制限できます。

参照
「利用制限」（P.231）、「ジョブフローと親展ボックスの認証」（P.237）を参照してください。
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認証モードと集計管理モードの組み合わせ
利用制限できるサービスおよび集計管理できるサービスは次のとおりです。

 認証モードが「本体認証」で、集計管理モードが「本体集計管理」のとき
○：できる、×：できない

 認証モードが「本体認証」で、集計管理モードが「ネット集計管理」のとき
○：できる、×：できない

*1 : ApeosWare Management Suite 2（別売）で利用制限できます。
*2 : ApeosWare Management Suite 2（別売）で集計できます。

 認証モードが「外部認証」のとき
○：できる、×：できない

*1 : ApeosWare Management Suite 2（別売）で利用制限できます。
*2 : ApeosWare Management Suite 2（別売）で集計できます。

補足
 ApeosWare Management Suite 2（別売）によるユーザー別集計管理を行う場合の注意事項は、次のとおりです。

- 複数ドメインにユーザー登録して運用する場合は、ユーザーIDが重複しないように運用 /管理する必要があり
ます。

- クライアント PCから指示するジョブ（プリント、ファクス）は、ユーザー IDを一致させるために、クライア
ント PCから外部認証サーバーにログインしておく必要があります。

対象サービス ユーザーごとの利用制限 ユーザー別の集計
機能別利用制限 上限ページ数

コピー ○ ○ ○

プリント ○ ○ ○

スキャン ○ ○ ○

ファクス ○ × ○

対象サービス ユーザーごとの利用制限 ユーザー別の集計 *2

機能別利用制限 *1 上限ページ数
コピー ○ × ○

プリント ○ × ○

スキャン ○ × ○

ファクス ○ × ○

対象サービス ユーザーごとの利用制限 ユーザー別の集計 *2

機能別利用制限 *1 上限ページ数 *1

コピー ○ ○ ○

プリント ○ ○ ○

スキャン ○ ○ ○

ファクス ○ × ○
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認証の種類

認証の種類

 本体認証
本機に登録したユーザー情報を使用して認証管理します。

補足
 クライアントPCから直接送信されたプリントデータは、あらかじめクライアント側のプリンタードライバーで設
定した認証情報と、本機側に登録されている認証情報を照合することによって認証され、本機で受信できます。

 外部認証
外部の認証サーバー（LDAP、Kerberos、SMB、ApeosWare Management Suite 2（別売）または Azure
Active Directoryが使用できます）で管理されているユーザー情報を使用して認証します。本機にユー
ザー情報は登録しません。

補足
 外部認証時（ApeosWare Management Suite 2（別売）を使用する場合を除く）は、外部認証サーバーから取得し
たアクセス許可情報に基づき、本機のタッチパネルディスプレイから利用可能なサービスを利用できます。

 外部認証サーバーに登録するユーザーIDは32文字以内、パスワードは128文字以内で設定してください。ただし、
SMB認証の場合、パスワードは 32文字以内で設定してください。

認証方法

 ユーザー ID認証
ユーザー IDやパスワードなどのユーザー情報を、本機または外部の認証サーバーにあらかじめ登録
しておき、本機のタッチパネルディスプレイから直接ユーザー IDやパスワードを入力して認証しま
す。

 カード認証
カードに登録されているカード番号、またはユーザー IDやパスワードなどのユーザー情報を、本機
または外部の認証サーバーにあらかじめ登録しておき、カードを使用して認証します。

 カード認証とユーザー ID認証の併用
本機では、ユーザー ID認証とカード認証を併用できます。

補足
 本体認証でカード認証とユーザー ID認証を併用する場合、［ICカード接続時の認証］（P.201）で［ICカードまた
はパネル入力］に設定します。



11認証と集計管理機能

234

集計管理機能

集計管理モードの種類
補足

 認証モードが［外部認証］で、［認証システム］に［Authentication Agent］を設定しているときは、ApeosWare
Management Suite 2（別売）が集計 /認証サーバーになります。

 本体集計管理
本機にあらかじめ登録されている認証ユーザー情報を利用して、ユーザー別に集計管理します。

補足
 ユーザー別集計管理レポートは、次のユーザーがプリントできます。

- 機械管理者
- 機械管理の権限が設定されているユーザー
- 集計管理の権限が設定されているユーザー

 ネット集計管理
外部サービスで管理されているユーザー情報を使用して集計管理します。
外部のサーバーが本機に保存されているジョブデータを収集し、ユーザー別に集計します。

補足
 外部サービスで管理されているユーザー情報は、外部サービスから本機に送られてきて、本機に登録されます。
外部サービスで管理されているユーザー情報が更新された場合は、外部サービスからユーザー情報を本機に送信
する必要があります。

 外部サービスの ApeosWare Management Suite 2（別売）を使用することで、ユーザー情報を管理したり、ジョブ
データを収集したりできます。

 認証サーバーによる集計管理
認証サーバーを使用して集計管理します。
外部のサーバーが本機に保存されているジョブデータを収集し、ユーザー別に集計します。

補足
 認証サーバーは、ユーザー情報を管理し、集計情報を外部のサーバーから取得します。本機が対応している認証
サーバーは、ApeosWare Management Suite 2（別売）です。

認証モードと集計管理モードの関係
認証モードと集計管理モードは別々に設定できます。設定できる組み合わせは、次のとおりです。

○：できる、×：できない

*1 :認証モードが［外部認証］で、［認証システム］が［Authentication Agent］以外の場合、集計管理モードは「運用しない」になりま
す。ApeosWare Management Suite 2（別売）で集計できます。

*2 :認証モードが［外部認証］で、［認証システム］が［Authentication Agent］の場合、集計管理モードは「認証サーバー」になりますが
ApeosWare Management Suite 2（別売）で集計はできます。

認証モード 集計管理モード
運用しない 本体集計管理 ネット集計管理 認証サーバー

認証しない ○ × ○ ×

本体認証 × ○ ○ ×

外部認証 ○ *1 × × ○ *2
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本体集計管理で集計できるサービス
サービスごとのジョブで、集計管理できる情報について説明します。

 プリント

* : CentreWare Internet Servicesで、［認証 /集計 /権限］＞［権限設定］＞［アクセス制限設定］＞［ユーザー指定なしプリント］を［制
限しない］にした場合にプリントできます。

 スキャナー

 ファクス

対象サービス（ジョブ） 集計対象ユーザー 管理項目
通常プリント 本機用プリンタードライバー 認証ユーザー プリント面数 /枚数

本機用プリンタードライバー以外
（BMLinkSなど）*

認証未登録ユーザー

セキュリティープリント 文書のプリント 認証ユーザー

サンプルプリント

ボックスからのプリント

時刻指定プリント

認証プリント

プライベートプリント

メール受信プリント * 認証未登録ユーザー

対象サービス 集計対象ユーザー 管理項目
メール送信 認証ユーザー スキャン読み取り、メール送信

ボックス保存 スキャン読み取り

スキャン送信 スキャン読み取り、ファイル転送

USB保存 スキャン読み取り

対象サービス（ジョブ） 集計対象ユーザー 管理項目
ファクス送信 自動送信 認証ユーザー ファクス送信回数 / 面数、通信

度数手動送信（発呼、着呼）

ファクス受信、プリント 自動受信プリント － *1 受信回数 / 面数、プリント面数
/枚数手動受信プリント（発呼、

着呼）

ファクス親展受信 自動親展受信 － *1 受信回数 /面数

親展受信プリント 認証ユーザー *2 プリント面数 /枚数

ファクスポーリング 自動送信（親展送信） 認証未登録ユーザー ファクス送信回数 /面数

自動受信プリント 認証ユーザー ポーリング回数 / 面数、プリン
ト面数 /枚数

予約文書確認プリント
（親展ボックス、ポーリン
グボックス）

認証ユーザー *2 プリント面数 /枚数

ダイレクトファクス送信 認証ユーザー ファクス送信回数 / 面数、通信
度数



11認証と集計管理機能

236

*1 :ファクス受信として集計されます。
*2 :機械管理者モードの認証機能の運用設定で、親展ボックスの操作を許可している場合は、認証未登録ユーザーで集計されます。
*3 :インターネット受信として集計されます。
*4 :インターネット受信ファクス転送として集計されます。

ファクスの集計管理をするときの注意制限事項
 別々のユーザーから同じ宛先に送信しても、一括送信の対象になりません。
 通信度数は、本機内部の独立したタイマーで計算しています。このため、通信度数から計算した通
信料金が、電話会社などからの料金請求と若干の差異を生じることがありますので、あらかじめご
了承ください。

 ページ分割をして受信したときは、プリントした枚数ではなく、受信した面数でカウントします。
 通信度数は、次の通信時には集計されません。

- キーパッドでの番号入力、またはオンフック /オフフックを使用したとき
- 課金情報が登録されていない宛先を使用したとき
- 通話をしたとき（通信前に通話をしたときも含みます）

ファクスでの課金
次の場合、課金されません。
 キーパッドから番号を入力してダイヤルしたとき
 課金情報が登録されていない宛先へ通信したとき
 手動受信、手動送信、手動ポーリングしたとき
 通話をしたとき

インターネットファクス送信 認証ユーザー インターネットファクス送信
回数 /面数

インターネットファク
ス受信、プリント

自動受信プリント － *3 受信回数 / 面数、プリント面数
/枚数

自動親展受信 受信回数 /面数

親展受信プリント 認証ユーザー *2 プリント面数 /枚数

インターネットファク
ス受信、ファクス転送

ファクス自動送信（転送） － *4 ファクス送信回数 / 面数、通信
度数

対象サービス（ジョブ） 集計対象ユーザー 管理項目
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ジョブフローと親展ボックスの認証
ジョブフローと親展ボックスの利用条件
 外部認証、または本体認証利用時に、認証ユーザーが作成したジョブフローと親展ボックスは、認
証方式を変更すると削除されます。

 次の場合、認証方式を変更しても、ジョブフローと親展ボックスは削除されません。
- 機械管理者が作成したもの
- 認証機能を利用していないときに一般ユーザーが作成したもの

認証機能を利用している場合
補足

 認証機能を利用しているときに、親展ボックスやジョブフローを利用できるのは、次のユーザーです。
-［本体認証］設定時、認証されたユーザーおよび機械管理者
-［外部認証］設定時、ゲストユーザー以外で認証されたユーザー
-［ネット集計管理］で［入力情報の照合］を［する］、［ユーザー入力項目］を［User IDと Account ID］または
［User IDのみ］設定時に認証されたユーザー

 親展ボックスの作成
認証機能を利用しているときに、親展ボックスを作成 /利用できる親展ボックスの作成者と利用ユー
ザーの関係は次のとおりです。

*1 :機械管理者だけ操作できます。
*2 :機械管理者モードの認証機能の運用設定で、親展ボックスの操作を許可している場合に利用できます。

［ボックス操作］画面からジョブフロー作成
ジョブフローの作成者と利用できるユーザーおよび、利用できる操作は次のとおりです。

*1 :機械管理者だけ操作できます。
*2 :複製したジョブフローは、複製したユーザーが作成者になります。

親展ボックスの作成者 利用できるユーザー 利用できる操作
認証ユーザー 作成者 /機械管理者 表示、削除、設定変更、文書表示、文書削除、

文書登録、文書プリント、ジョブフロー表示、
ジョブフロー関連づけ、ジョブフロー実行

機械管理者 すべての認証未登録ユーザー*2/す
べての認証ユーザー /機械管理者

表示、削除 *1、設定変更 *1、文書表示、文書
削除、文書登録、文書プリント、ジョブフロー
関連づけ *1、ジョブフロー表示、ジョブフロー
実行

ジョブフローの作成者 利用できるユーザー 利用できる操作
認証ユーザー 作成者 /機械管理者 編集、表示、複製、削除、選択、実行、親展

ボックスへの関連づけ

機械管理者 すべての認証ユーザー/機械管理者 編集 *1、表示、複製 *2、削除 *1、選択、実行、
親展ボックスへの関連づけ
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［ジョブフロー登録］からジョブフロー作成
ジョブフローの作成者と利用できるユーザーおよび、利用できる操作は次のとおりです。

*1 :機械管理者だけ操作できます。
*2 :複製したジョブフローは、複製したユーザーが作成者になります。

認証機能を利用していない場合

 親展ボックスの作成
親展ボックスの作成者と利用ユーザーの関係は次のとおりです。

* :機械管理者だけ操作できます。

補足
 ネットワークスキャナーユーティリティ 3を利用しての文書登録、文書プリントは認証の対象外です。

［ボックス操作］画面からジョブフロー作成
ジョブフローの作成者と利用できるユーザーおよび、利用できる操作は次のとおりです。

*1 :機械管理者だけ操作できます。
*2 :複製したジョブフローは、複製したユーザーが作成者になります。

［ジョブフロー登録］からジョブフロー作成
ジョブフローの作成者と利用できるユーザーおよび、利用できる操作は次のとおりです。

*1 :機械管理者だけ操作できます。
*2 :複製したジョブフローは、複製したユーザーが作成者になります。

ジョブフローの作成者 利用できるユーザー 利用できる操作
認証ユーザー 作成者 /機械管理者 編集、表示、複製、削除、選択、実行

機械管理者 すべての認証ユーザー/機械管理者 編集 *1、表示、複製 *2、削除 *1、選択、実行

親展ボックスの作成者 利用できるユーザー 利用できる操作
一般ユーザー すべての一般ユーザー/機械管理者 表示、削除、設定変更、文書表示、文書削除、

文書登録、文書プリント、ジョブフロー表示、
ジョブフロー関連づけ、ジョブフロー実行

機械管理者 すべての一般ユーザー/機械管理者 表示、削除 *、設定変更 *、文書表示、文書削
除、文書登録、文書プリント、ジョブフロー
関連づけ *、ジョブフロー表示、ジョブフロー
実行

ジョブフローの作成者 利用できるユーザー 利用できる操作
一般ユーザー すべての一般ユーザー/機械管理者 編集、表示、複製、削除、選択、実行、親展

ボックスへの関連づけ

機械管理者 すべての一般ユーザー/機械管理者 編集 *1、表示、複製 *2、削除 *1、選択、実行、
親展ボックスへの関連づけ

ジョブフローの作成者 利用できるユーザー 利用できる操作
一般ユーザー すべての一般ユーザー/機械管理者 表示、編集、複製、削除、選択・実行

機械管理者 すべての一般ユーザー/機械管理者 表示、編集 *1、複製 *2、削除 *1、選択・実行
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ユーザー認証機能の有効化
本体認証をする場合、次の順に設定します。
 認証方式
 アクセス制御
 権限グループ
 ユーザー登録（本体認証）
外部認証をする場合、次の順に設定します。
 認証方式
 アクセス制御
 認証システムの設定（外部認証）

補足
 認証時にパスワードの入力を必須にするには、［パスワード使用 -パネル入力時］（P.202）、または［パスワード使
用 -ICカード認証時］（P.202）を［する］に設定します。

認証方式

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［認証方式の
設定］をタップします。

2. ［本体認証］または［外部認証］を選択し、［OK］をタップします。
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アクセス制御

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［アクセス制
御］をタップします。

2. ［デバイスへのアクセス］をタップし、［制限しない］または［制限する］を選択します。

3. ［サービスへのアクセス］をタップします。

4. 操作に認証が必要かをサービスごとに設定します。

補足
［制限する（表示）］に設定すると、ホーム画面の該当する機能ボタンに が表示されます。サービスの利用に
は認証が必要になります。

［制限する（非表示）］に設定すると、認証していない状態ではホーム画面に該当する機能ボタンが表示されませ
ん。

5. ［＜］をタップします。

6. ［機能の制限］をタップします。

7. 変更する機能で［制限しない］または［制限する］を選択します。
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権限グループ
ユーザーに割り当てる権限グループを登録します。

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［権限グルー
プ登録］をタップします。

2. 登録する権限グループ No.を選択し、［登録 /変更］をタップします。

補足
 次のユーザーは、No.00の［DefaultGroup（標準）］（デフォルト権限グループ）に属します。

- 新規作成したユーザー
- 認証する前のユーザー
- 外部認証で［認証システム］が［Authentication Agent］以外の認証ユーザー

 デフォルト権限グループもほかの権限グループと同様に変更できます。

3. ［グループ名］をタップし、名称を入力して［OK］をタップします。

4. 変更する権限をタップし、設定を選択します。

宛先指示方法の制限
アドレス帳に登録されていない宛先への送信が制限されているときに、制限を解除できます。

アドレス帳登録 /変更の制限
アドレス帳の編集が制限されているときに、制限を解除できます。

強制印字の一時解除
強制複製管理、強制ペーパーセキュリティー、UUID 印字、強制アノテーションなどの強制印
字が設定されているときに、強制印字を一時的に解除できます。
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複製制限コード検出時の動作
ジョブ禁止コードが埋め込まれていることを検知した場合に、一時的にジョブを継続すること
を許可できます。

ユーザー登録（本体認証）
本体認証を設定したときの認証ユーザーを本機に登録します。
ユーザーごとに管理権限、サービスの利用制限や上限ページ数を設定できます。

補足
［集計管理］の［ユーザー登録 /集計確認］でもユーザーを登録できます。

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［ユーザー登
録 /集計確認］をタップします。

2. ユーザーを登録する［No.］をタップします。

3. ユーザー IDを入力し、［OK］をタップします。

4. ［ユーザー名］をタップします。

5. ユーザーの表示名を入力し、［OK］をタップします。

6. ［パスワード］があるときは、パスワードを設定します

7. ［新しいパスワードを入力してください。］をタップし、パスワードを入力します。
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8. ［次へ］をタップし、同じパスワードを入力します。

9. ［OK］をタップします。

10. 必要に応じて利用制限や権限を設定します。

メールアドレス
認証時にメール送信での［送信者］の初期値に使用されます。

デバイス利用許可
本機の利用を許可できます。

補足
 ICカードリーダーが接続されている場合、許可することを認証方法ごとに設定できます。

サービスの利用制限
サービスごとに利用制限や上限ページ数を指定します。サービスを選択してから［機能制限］
または［上限ページ数］を設定し、［OK］をタップします。

ユーザーの権限
ユーザーに権限を与えることができます。権限グループは［権限の追加設定］で設定します。
［一般ユーザーの権限］
管理権限を持たない通常のユーザー権限です。

［機械管理の権限］
機械管理者と同じ権限が与えられます。ただし、親展ボックス / ジョブフローの操作、機械
管理者のパスワード変更はできません。

［集計管理の権限］
集計管理に関する次の権限が与えられます。

- ユーザー情報の登録 /変更（一部）/削除
- 集計管理の登録 /変更 /削除
- User ID の代替表記 /User ID の入力表示の変更
- Account IDの代替表記 /Account IDの入力表示の変更
- ユーザー別集計管理レポートのプリント
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登録ユーザーの削除（本体認証）
補足

 削除するユーザーがオーナーになっているジョブフロー、親展ボックス、および親展ボックス内の文書も削除さ
れます。

 ユーザーを個別に削除する

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［ユーザー登
録 /集計確認］をタップします。

2. 削除するユーザー登録番号を選択します。

3. ［すべての登録内容を削除］をタップします。

4. ［はい（削除する）］をタップします。

 すべてのユーザーを削除する

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［登録内容の
削除 /集計リセット］をタップします。

2. ［全ユーザーの登録内容］を選択し、［削除 /リセット］をタップします。

3. ［はい（削除する）］をタップします。
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認証システムの設定（外部認証）
外部認証サーバーを本機に登録します。

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー /ディレクトリサービス設定］＞［認証
システムの設定］＞［認証システム］をタップします。

2. 外部認証サーバーの種類を選択し、［OK］をタップします。

補足
 外部認証サーバーに、ApeosWare Management Suite 2（別売）を使用する場合は、［Authentication Agent］を選
択します。

3. ［Authentication Agent］以外を選択した場合は、［＜］をタップしてから認証サーバーの情報
を登録します。

参照
 Azure Active Directoryの設定については、CentreWare Internet Servicesのヘルプを参照してください。

その他の設定事例（LDAP）

本機と LDAPサーバー間の通信の暗号化

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［セキュリティ設定］＞［SSL/TLS設定］をタップします。

2. ［LDAP-SSL/TLS通信］を［有効］に設定します。

3. ［＜］を 2回タップします。

4. ［外部認証サーバー /ディレクトリサービス設定］をタップします。
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5. ［LDAP サーバー / ディレクトリサービス設定］＞［プライマリーサーバー - ポート番号］を
タップします。

6. LDAPSが稼働するポート番号を入力し、［OK］をタップします。

Active Directoryで信頼関係を構築した LDAPサーバーのユーザーでのロ
グイン
次の条件を満たしている場合を例に、信頼関係先のドメインサーバー上のユーザーで本機にログイ
ンするための手順を説明します。
 ドメイン名に “w2k8adtest.local”が設定されている。
［Active Directoryドメインと信頼関係］で信頼関係が構築されている。

参照
［Active Directory ドメインと信頼関係］については、Microsoft 社の公式サイトを参照してください。

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー /ディレクトリサービス設定］＞［LDAP
サーバー /ディレクトリサービス設定］をタップします。

2. ［リフェラルの使用］を［使用する］に設定します。

3. 必要に応じて、［リフェラルのホップ数上限］を設定します。

補足
 接続するサーバー数の上限は［リフェラルのホップ数上限］で設定された数値までです。「5」と設定した場合、

5つの信頼関係先まで接続し、それ以上は接続しません。
［検索用の認証ユーザー］について、信頼関係先の LDAPサーバーにもアクセス資格が必要になります。
 セキュリティー機能の観点から、LDAPSが設定されている場合、非暗号の信頼関係先には接続しません。
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ログインに時間がかかり、同じユーザーでログインに成功したり失敗した
りする場合
次の原因が考えられます。
・LDAPサーバーの検索範囲が大きすぎる
・検索範囲に含まれるエントリー数が多すぎる
［検索起点エントリー（DN）］（P.183）、および［起点からの検索範囲］（P.183）を見直してください。
また、本機の LDAPサーバーへの通信時の待ち時間を十分長い時間に設定することでログインの失敗
を回避できることがあります。ただし、ログインにかかる時間は短縮されないため、あくまでも暫
定的な回避方法です。
次の手順で通信時の待ち時間を設定できます。

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー /ディレクトリサービス設定］＞［認証
システムの設定］をタップします。

2. 次の設定を確認し、必要に応じて変更します。

認証応答待ち時間の上限
LDAPサーバーに認証要求を行った場合の、サーバーからの応答に対する待ち時間の上限を設定
します。
ネットワークへの負荷が疑われる場合には、この値を変更してください。

ユーザー情報検索時間の上限
LDAPサーバーに検索要求を行った場合の、サーバーからの応答に対する待ち時間の上限を設定
します。
LDAPサーバーへの負荷が疑われる場合には、この値を変更してください。
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ICカードリーダーで認証するための設定
ICカードに登録した情報によって認証したり、ICカードに登録した情報と本機に登録したユーザー
情報を照合したりして、本機の利用制限やジョブなどの集計管理を行うことができます。

Step1　ICカードとパスワードの併用を設定する
外部認証で、IC カードを使用して本機にログインするときに、パスワードの入力を求めるかを設定
します。

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［認証情報の
設定］をタップします。

2. ［ICカード連携モード］をタップし、［パスワード入力必要］を選択します。

Step2　ICカード使用時の認証解除を設定する
ICカード使用時の認証解除方法を設定します。

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［認証・セキュリティ設定］＞［認証の設定］＞［認証情報の
設定］＞［非接触型 ICカード設定］をタップします。

2. 認証の解除方法を選択し、［OK］をタップします。
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Step3　ICカード情報を登録する
機械管理者は、CentreWare Internet Servicesを使用して、ICカード情報と認証に使用する情報を設定
します。

Step4　LDAPサーバー（外部認証）の設定をする
ICカードの IDと対応させる属性と、認証後にユーザーの識別に使用する属性を設定します。

1. ［設定］＞［ネットワーク設定］＞［外部認証サーバー /ディレクトリサービス設定］＞［LDAP
サーバー /ディレクトリサービス設定］＞［ICカード認証に使用する属性］をタップします。

2. ICカードの IDと対応させる属性名を入力し、［OK］をタップします。

補足
 属性にはあらかじめ ICカードの IDが登録されている必要があります。
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。

3. ［ネットワーク用ユーザー ID属性］をタップします。

4. ICカードで認証したときに、ユーザーの表示名や識別子とする属性名を入力し、［OK］をタッ
プします。

補足
 ユーザーごとに一意な値であることが保証される属性を設定してください。
 設定した属性が LDAPサーバーから取得できない場合は、ログインできません。
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集計管理するための設定

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［集計管理］＞［集計管理機能の運用］をタップします。

2. 集計管理モードを選択し、［OK］をタップします。

ユーザー認証の操作

登録ユーザーの認証
登録ユーザーを認証するには、本機のタッチパネルディスプレイを操作して認証する方法と、ICカー
ドを ICカードリーダーにタッチして認証する方法があります。

登録ユーザーのパスワードの変更
登録ユーザー、または機械管理者が、タッチパネルディスプレイ、または CentreWare Internet Services
を使用して、パスワードの設定や変更ができます。

1. ［設定］＞［認証 /集計管理］＞［ユーザー情報の設定］＞［パスワード変更］をタップします。

2. 現在のパスワードを入力し、［OK］をタップします。

3. ［新しいパスワードを入力してください。］をタップします。

4. 新しいパスワードを入力し、［次へ］をタップします。

Azure Active Directory利用時のユーザー認証

参照
「認証モードへのログイン」（P.26）を参照してください。
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